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A 警告 


破損した電源コードを使用しないでくださし、。感電•义災の原因となります。 

電源コードを取り扱う際は、々の点を守ってください。 

-電源コードを加工しない。 

-無巧に曲げたり、ねじったり、引っぱったりしない。 

-電源コードの上に重いものを載せない。 

. 発熱器具の近くに配線しない。 

電源コードが破損したら、販売店、サービスセンターまたは修理センターにご相談くだ 
さし、。 

去 

電源コードのたこ足配線はしないでくださし、。 

発熱し、义おの原因となります。 

家庭用電源コンセント（交流100 V )から電源を直接取ってくださし、。 


電源プラグを取り扱う際は、々の点を守ってください。 

取り扱いを誤ると、义災の原因となります。 

-電源プラグはホコリなどの異物が付着したまま差し込まない。 

-電源プラグは巧の根元まで確実に差し込む。 


本体や付属のバッテリパックなどを义中に入れたり、加熱しないでくださし、。 

破裂などで义傷の原因となります。 

A, 

バッテリパックの端子を シヨー トさせないでくださし、。 

义傷の原因となります。 

'省 1 

付属の AC アダプタやバッテリパックの分解や改造をしをいでください。 

义傷や、化学物質による被害の原因となります。 

みな 

小さなお子様の手の届く場戸斤にバッテリパックを保管しないでくださし、。なめたりす 
ると义傷や、化学物質による被害の原因とな' ります。 

息 

バッテリパックは指定されているじ(外の充電方まで充電しをいでください。 

発熱、発乂や液漏れによる被害の原因となります。 

っ 

01 

電源コンセントに電源プラグを接続、あるいはバッテリパックを装着したまま本製品 
を分解しないでくださし、。感電や乂傷の原因となります。 

ろ^^ 

雷が鳴りだしたら、電源プラグをさわらないでくださし1。 

感電の原因となります。 


小さなお子様の手の届くところに、マウスボールやフレームを取り外したまま放置し 
なし、でくださし、0 

口に入れたりすると窒息する危険があります。 

(マウス付属モデル） 

巡 1 



































































A 警告 

マウスボールは、絶対に投げないでください。 

マウスボールのちには鋼巧が入っていますので、人に当たるとけがをする危険があり 
ます。 

(マウス付属モデル） 

ぶ 


ワイヤレス LAN に関する警告 

本機にはワイヤレス LAN 機能が搭載されています。次の内容をよく理解してから本機をご使用ください。 


A 警告 

航空機や病院など、イま用を禁止された区域では、本機の電源を切るか電波を停止してください。 

電子機器や医用電気機器に影響をおよぼす場合があります。また、自動的に電源が入る 
機能が搭載されている場合は、設をを解除してから電源を切ってください。 

南 


植込み型ん、臓ペースメーカおよび植込み型除細動器を装着されている場合は、装着部 
から本製品を 22 craL ： Lb 離して使用してくださし、。 

電波により植込み型ん、臓ペースメーカおよび植込み型除細動器の作動に影響を与える 

卜》 る 


場合があります。 


医療機関の屋内では次のことをずってください。 

-手術室、集中治療室 OCU )、 冠状動脈疾患監ネ見室に CU ) には、本機を持ち込まないで 
ください0 

-病棟内では、本機の電源を切るか電ぶを停止してください。 

•ロビーなどであっても付近に医用電気機器がある場合は、本機の電源を切るか電ミ皮 
を停止してください。 

-医療機関が個々に使用禁止、持ち込み禁止などの場戸斤を定めている場合は、その医 
療機関の指示に従ってください。 

-自動的に電源が入る機能が搭載されている場合は、設定を解除してから電源を切っ 
てくださし、0 

曲 


自宅療養など医療機関かで、植込み型&臓ぺースメーカおよび植込み型除細動器を 
使用する場合には、電ミ皮の影響について個別に医用電気機器メーカなどにご確認くだ 
さし、。 

卜》 を 


「コンピュータの管巧者」権限(かのユーザーアカウントで本機を使用している場合 
は、無線電ミ皮を停止することができないため、電波の使用を禁止された区域や電波干渉 
が発生する場所に、本機を持ち込まないでください。 

電子機器や医用電気機器に該響をおよぼす場合があります。 

電波の使用を禁止された区域や電ミ皮干渉が発生する場所に本機を持ち込む場合は、必、 

ず「コンピュータの管理者」権限でログインしなおして、本機の無線電波を停止してか 
ら持ち込んでください。 （Windows XP インストールモデルのみ） 

曲' 
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A 注意 

小さなお子様の手の届くところには設置、保管しないでくださし、。 

落ちたり、倒れたりして、けがをする危険があります。 

息 


不安定な'場が（ぐらついた台の上や傾いたがなど）に置かないでください。 

落ちたり、倒れたりして、けがをする危険があります。 



湿気やホコリの多い場巧に置かないでください。 

感電•义災のを険があります。 

鑛 


本製品の通風孔をふさがないでください。 

通風孔をふさぐと内部に熱がこもり、义おの危険があります。 

設置する際は、々の点を守ってくださし、。 

-押し入れや本箱など風通しの悪いところには設置しない。 

-じゅうたんやホ団の上には設置しない。 

-ちホやテーブルクロスのようなホをかけない。 

福 

1 

連イ木や旅行等で長期間ご使用にならないときは、を全のため'必ずコンピュータ本体か 
らバッテリパックを巧き、電源プラグをコンセントから巧いてください。 

■•画 

巧 

1 

各種コード（ケーブル）は、マニュアルで指不されているじ(外の配線をしないでくださ 
い。 

配線を誤ると、义災の危険があります。 

on 

m 


本製品を移動させる場合は、電源を切り、電源プフグをコンセントからおき、すべての 
配線を外したことを確認してから行ってくださし、。 

立 


FAX モ了‘ムを々の回線に接続しないでくださし、。発熱して义災の原因となります。 

-構内交換機 (PBX) 

- 2 線式でない回線（ホームテレホンやビジネスホンなど） 

-に DN 対応公衆電話のデジタル側ジャック 



バッテリパックは、落下させるなどの強い衝撃を与えないでください。 

破裂や液漏れにより、乂傷や化学物質による被害の原因となります。 

A 


AC アダプタやバッ了リバックは、本製品かには使用しないでください。 

义傷•义災の危険があります。 

? 

今 

圓 

1 

AC アダプタのミ届度の局い部分に、長時間直接触れないでください。 

低温义傷の原因しなります。 































































A 注意 

AC アタプタをちホやホ団で覆わないでください。 

义傷•义災の危険があります。 



破損した AC アダプタやバッ了リパックを使用しないでくださし、。 

义傷•义災の危険があります。 

占’ 


へッドフォンやスピーカは、ボリュームを最小に調節してから接続し、接続後に音量を 
調節してくださし、。 

ボリュームの調節が大きくなっていると、思わぬ大音量により聴覚障害の原因となり 
ます。 

轿 


長時間あるいは不自然な姿勢でのコンピュータ操作は避けてください。 

肩こり、腹痛、目のあれ、牆銷炎などの危険があります。 



メモリの増設•父換やモジュフーベイモジュールの父換は本製品の内部が局温になっ 
ているときには行わないでくださし、。乂傷の危険があります。作業は電源を切って10 
か1^^上待ち、本製品の内部が十か冷めてから行ってください。 



液晶了^ィスプレイが破損して、内部の液体が漏れた場合は、液体をなめたり、触ったり 
しなし、でくださし、。 

义傷や化学物質による被害の原因となります。 

万一、液体が皮膚に付着したり、目に入った場合は流水で十分に就し、、医師に相談して 
ください0 

坐 


ひざの上で長時間使用しないでくださし、。本体底面が熱くなり、低;届やけどの原因とな 
ります。 



モジュラーベイに装着されているモジュラーベイモジュールを取り外した状態で、本 
機を使用しないでくださし、。本機内部にホコリやゴミなどが付着して、义災の原因とな 
ります。 

巧 


モジュフーベイには、弊社が指定した]^:^がの機器を装着しないでくださし、。本機が 
シヨートして乂災の原因となります。 

言 























































参巧い始めるまでの準備 

コンピュータの接続方法、電源の入れ方、切り方やセツトアツプについて説目月します。 


• コンピュータの基本操作 

キーボードやタツチパツド、薄型ドライブの使い方など、コンピュータの基本的な操作方法に 
ついて説明します。 


• システムの拡張 

メモリの増設 • 交換方法やモジュラーベイモジュールの交換方法、コンピュータに接続できる 
装置について説明します。 


• BIOS の設を 

コンピュータの基本状態を管®しているプログラム 「 BIOS 」 の設定を変更する方法について 
説明します。 


参ソフトウエアの再インストール 

ソフトウ卫アを再インストールする手順について説明します。 


• こんなときは 

困ったときの確認事項や巧処方法などについて説目月します。 



• 付録 


お手入れ方法、仕様などについて説巧します。 


目次 


マニュアル 中の表記に ついて 12 


製品イ呆護上のま意 16 

使用•保管時のま意 . 16 

USB FDD (オプション） . 17 

記録メディァ . 18 

マウス（オプション） . 19 

モジュラーベイモジュール . 20 


使い始めるまでの準備 


ご使用の前に 22 

コンピユータを巧い始めるまでの手順.. . 22 

ご使用前の確認事項 . 23 

本機の特長 . 24 

添付されているソフトウエア . 25 

各部の名称と働き 28 

正面•ち側面 . 28 

背面•右側面 . 30 

底面 . 31 

USB FDD (オプション） . 31 


ハードウエアをセットアップしましょう32 


電源の入れ方と Windows のセットアップ38 

Windows を使用できるよ引こなるまでの作業.. . 38 


電源を入れる前に . 39 

電源の入れ方■と Windows の起動 ...... 40 

Windows のセットアップ . 41 

セットアップ終了後の作業 . 45 


Windows 使用時の確認事項 47 

2回目た i 降に電源を入れる . 47 

音量の調節 . 47 

省電力機能 . 48 


デバイスドライバをインストールするときは ...48 
SBSI の実行について (Windows XP のみ) ...48 

電源の切り方 49 

Windows XP の終了と電源の切り方.. .49 
Windows 2000の終了と電源の切り方...50 
リセット . 51 


コンピュータの基本操作 


AC アダプタ/バッテリパックを使う 54 

バッテリパックを使ラ . 56 

バッテリ残量の確認 . 57 

バッテリ残量がかなくなったら . 58 

バッテ U のぁ電 . 60 

バッテリ残量が正しく表示されないときは.. .61 

バッテ IJ の交換 . 62 

バッテリ保管上のま意 . 64 

使用';斉みバッテリの取り扱い . 64 


タッチパッドを使う 65 

タッチパッドの操作 . 65 

タッチパッドユーティリティを使う.. .67 
マウスの接続（オプション） . 68 


マウスを使う（オプション） 69 

マウスの接続 . 69 

マウスの操作 . 70 

マウスウェアのインストール . 71 

再びタッチパッドを使用する場合は.. .73 

キーボー ドを使う 74 

キーの種類と役割 . 74 

で字を入力するには . 75 

日本語を入力するには . 75 

数値やアルファべッ トの入力 . 76 

Fn キーと組み合わせて使うキー ....... 77 
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Windows キー .78 

インスタントキー . 78 


USB FDD を使う（オプション） 79 

FDD の接続 . 80 

FD のセットと取り出し . 82 

FD の フオーマット . 83 

データのバックアップ . 84 

ライトプロテクト（書き込み禁止）.. .84 

モジュラーベイを使う 85 


装着可能なモジュラーベイモジュール.. . 86 
モジュラーベイモジュール使用時の制限事I頁 ... 86 
モジュラーベイモジュールを使う.. . 87 


薄型ドライブを使う 88 

メディアのセットと取り出し . 88 

強制的なメディアの取り出し . 90 

使用できるメディアの種類 . 91 

メディアの読み込み . 91 

メディアへの書き込み . 92 


HDD (ハードディスクドライブ）を使う 95 

データのバックアップ . 95 

購入時の HDD 領域に ついて . 96 


PC 力ードを使う 97 

PC 力ードのセツトと取り夕!•し . 98 


ホ外線通信を使う 102 

ホか線デバイスの設を . 102 

ホか線通信の実行 . 103 


表示装置を使う 105 

LCD ユ ニット . 105 

か付けディスプレイ . 107 


外付けディスプレイに表示するには.. .108 


解像度や表示色を変更する 111 

解像度や表示色の変更ちを . 111 

表示できる解像度と表示色 . 113 


サウンド機能を使う 115 

か部才ーディオ機器などの接続.…117 

FAX モデムを使う 118 

お使いになる前に . 118 


インターネットに接続するには 120 

ダイヤルするための準備 . 123 


手動でダイヤルアップ接続の設ををする.. . 123 
回線接続前の設を (Windows XP のみ） ... 128 


Internet Explorer と Outlook Express の使いち130 


起動ちを . 130 

終了ちを . 132 

Internet Explorer の使いち . 133 

Outlook Express の使いち . 134 

メ ールユーテイリティを使う . 137 


省電力機能を使う 138 

省電力機能の種類 . 138 

省電力機能使用時の制限 . 140 

実行方る . 141 

復帰ちま . 143 


CPU を度を調整する 144 

スピードステップ機肯 g. 144 

Power Gear (パワ-ギア)機能 ....... 145 


コンピユータウイルスの 検索•驅除 148 

コンピユータウイルスとは . 148 

ウィルスの被害に遭わないために…148 
インストールする前に . 149 





































Norton Anti Virus 2003 の 

インストールと セツ ト アップ.. .1 引 


Norton AntiVirus 2003 使用時のま意... 153 
Norton Antivirus 2003 の使いち .…154 

ネットワーク（有線 LAN ) を使う 155 

ネットワークコネクタを使う . 155 


ワイヤレス LAN (無線 LAN ) を使う 157 

ワイヤレス LAN 機能をお使いの前に.. . 157 

セキユリティのモ g 保 . 160 

ユーザーアカウントによる制限事項… 161 
ネットワーク機能の切り替え ........ 163 

構築されたワイヤレス LAN 環境 

を利用する場合 . 165 

2 台のコンピユータ間で通信を斤う ... 169 

そのほかの機能 175 

パラレルコネクタを使う . 175 

USB コネクタを使う . 175 

IEEE1 394 コネクタを使う . 175 

で字やアイコンの大きさを変更する.. .176 


システムの拡張 

拡張できる装置 178 

作業時のま意 179 

モジュラーベイモジュールの交換 180 

モジュラーベイモジュール 

の取りがし•取り付け . 180 


BIOS の設定 


BIOS の設をを始める前に 190 
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I マニュアル中の表記について 

本書では次のような記号を使用してぃます。 

安をに関する記号 

この表示を無視して、誤った取り扱ぃをすると、人が死 t または重傷 
を負う可能性が想定される内容を示しています。 


この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が傷害を負う可能 
性が想定される内容および物的損害のみの発生が想定される内容を 
示しています。 


A 

警告 

A 

注意 


一般情報に関する記号 


制限 


制限事項です。 

機能または操作上の制限事項を記載しています。 



参考事項です。 

覚えておくと便利なことを記載しています。 



説明文が次ぺージに続くことを示します。 


な 


参照ページを示します。 



操作手順です。 

ある目的の作業を巧うために、番号に従って操作します。 


Ctrl 


で囲んだマークはキーボード上のキーを表します。 

rrn は Enter キーを表します。また、は のこと です。 この 
ようにぶ、要な部分のみを記載しているため、実際のキートップの表示 
とは異なる場合があります。 


〔品厂1+〔 Z 1 +の前のキーを押したまま+の後のキーを押します。 


この例では、を押したままを押します。 


























名称の表記 


本書ではコンピュータに関連する製品の名称を次のように略して表記します。 


HDD 

FD 

FDD 


ハードディスクドライブ 
フロッピーディスク 
フロッピーディスクドライブ 


オペレーティングシステムに関する記述 


本書では オペ レー テイ ング システムの 名称を次のように略して表記します。 


Windows XP 

Windows 2000 
MS-DOS 


Microsoft ® Windows ® XP Professional 
Microsoft ® Windows ® XP Home Edition 
Microsoft ® Windows ® 2000 Professional 
Microsoft ® MS - DOS ® Operating system 


Windows の画面表示に関ずる記載方法 (Windows XP ) 

本書では、 Wi 打 dowsXP 画面に表示される各箇所の名称を次のように記載します。 



デスクトップ 
Windows が起動しで、 
デイスプレイに表示さ 
れる画面。 


タブ 


タス クバー 

起動中のアプリケーションが表示さ 
れたり、画面の設定、音量の設定が 
できるアイコンが表示されるパー。 


ボタン 


アイコン 


デスクトツプ上に並んでい 
る小さなイラスト。 

機能などをイラストで表示 
しています。 


ボ 

例 


タンは []- 


で囲んで記載します。 


:[スタート ]、 n 


I : [ OK ] 


Windows の画面操作に関ずる記載方法 

本書では、 Windows 画面上で行う操作手順を次のように記載します。 


記載例 ：[スタート] - 「す ベての プログラム 」- r Internet Explorer 」 をタリックします。 

実際の操作： ® [スタート]をクリックします。 

感表示されたメニューから「すべてのプログラム」をクリ、ソクします。 

感横に表示されるサブメニュー为み 「Internet Explorer 」 をクリックします。 
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Windows の画面表示に関ずる記載方法 (Windows 2000) 

本書では、 Wi 打 dows 画面に表示される各箇所の名称を次のように記載します。 

※マニュアル 中で採用している画面は、主に Windows XP のものです 。 Windows 2000で表示される画面 
とデザインが異なりますが、基本的な機能は同じです。 



デスクトップ 
Windows が起動して、 
デイスプレイに表示さ 
れる画面。 

タブ 


ボタン 


アイコン タスクバー 


アイコン 


起動中のアプリケーシヨンが表 
示されたり、画面の設定、音量 
の設定ができるアイコンが表示 
されるバー0 


デスクトップやタスクバー上に 
並んでいる小さなイラスト。 
機能などをイラストで表示して 
います。 


ボタンは、 [] で囲んで記載します。 

例 ； 巧 スタート I :[スタ- 卜]、 [— ~~ I : [ OK ] 


Windows の画面操作に関ずる記載ち法 

本書では、 Windows 画面上で行う操作手順を次のように記載します。 

記載例 ：[スタート]-「設定」-「コントロー ルパネル」をクリックします。 

ま際の操作 ：① [スター ト] をクリックします。 

@表示されたメニユーから「設を」をクリックします。 

③横に表示されるサブメニューから「コントロールパネル」をクリックします。 
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■ 製品保護上の注意 

^使用•保管時のま意 


コンピュータは精密な機械です。故;障や誤動作の原因となりますので、次の注意事項を必ずずって、本製品を 
正しく取り扱ってください。 



温度が高すぎる所や、低:すぎる所に 
は置かないでください。また、急激な 
温度靈化も避けてください。 

故障、誤動作の原因になります。適切 
な温度の目安は10む〜35むです。 



不安定な所には設置しないでくださ 

い0 

落下したり、振動したり、倒れたりす 
ると、コンピュータが壊れ、故障する 
ことがあります。 



直身寸日光の当たる所や、発熱器具(暖 
房器具や調理用器具など)の近くな 
ど、高温•多湿となる所には置かない 
でください。 

故障、誤動作の原因になります。 



LCD 画面の表面を先のとがったもの 
で引っかいたり、無理な力を加えた 
りしないでください。 

LCD 画面の表面はアクリル製ですの 
で、キズが付いたり、割れたりするこ 
とがあります。 



W い 


テレビやラジホ、磁石など、磁界を発生す 
るものの近くに置かないでください。コ 
ンピュータの誤動作が生じたり 、 FD など 
のデータが破壊されることがあります。 
逆に、 コン ピュータの影響でテレビやラ 
ジオに雑音が入ることもあります。 



本製品の汚れを取るときは、ベンジ 
ン、シンナーなどの溶剤をイ吏わない 
でください。蛮色や蛮ザさの可能性が 
あります。柔らかいホに中性洗剤を 
滴らない程度に染み込ませて、軽く 
拭き取ってください。 



電源コードが抜けやすい巧(コードに足が 
引っかかりやすい巧や、コードの長さがぎり 
ぎりの巧など)に コン ピユータを置かないで 
ください。 バッ テリパックの状態により、電 
源コードがなけると、それまでの作業データ 
がメモリ上から消えることがあります。 



遠隔地に輸送するときや保管すると 
きは、裸のままで行わないでくださ 
い。 衝撃や振動、 ホコリな どから コン 
ピュータをホるため、専用の栖包箱 
に入れてください。 



湿度が高すぎる所や、低すぎる所に 
は置かないでください。 

故障、誤動作の原因になります。適切 
な湿度の目をは20〇/〇〜80〇/〇です。 



本製品を長期間使わないときは、 
バッテリパックを本機にセットした 
ままにしないでください。 

液もれを起こすことがあります。 



ホコリの 多い所には置かないでくだ 
さ レ'^。 

故障、誤動作の原因になります。 


健 


本製品の上に重い物を載せたり、力 
バーを強く押え付けないでくださ 

い0 

LCD ゃバックライトが破損したり、 
表示異常となることがあります。 































f 与 J 


他の機械の振動が伝わる所など、振 
動しがちな場所には置かないでくだ 
さい。故障、誤動作の原因になりま 
す。 


因 


本製品を落としたり、ぶつけるなど、 
シヨックを与えないでください。持 
ち運ぶときは、バッグじ入れるなど 
してショックからずるようにしてく 
ださい。 


— J 一一 t -1 AC アダプタはコードを持って抜き 

— 1 ^ 差ししないでください。 

コードの断離や接触不良の原因とな 
■ ります。 

((W=J 



コン ピユータ .バッテリパック は 一 
般ゴミとして廃棄しないでくださ 
い。廃棄するときは、お住まいの市区 
町村の条例または規則に従って、適 
切に処分してください。 


逸 


AC アダプタの上に乗ったり、踏みつ 
けたり、重い物を載せるなどして、 
ケースを破壊しないでください。 


一一 疋 一一^本製品のカバー（液晶デイスプレイ） 
を開けた状態で、カバー部分を持っ 
jf J て移動しないでください。 




キーボードの上などじ、物（ボールぺ 
ンなど）を挟んだまま、カバー（液晶 
デイスプレイ）を閉じなぃでくださ 
い0 


^ USB FDD (オプション) 


オプションの USB FDD を使用するときは、次のを意事項を必、ずずって、正しく取り扱ってください。 


聊 


落としたり、衝撃をみえないでくだ 
さレ' 

故障、誤動作の原因になります。 



着脱はプラグ部分を持って行ってく 
ださい。ケーブルを持ってコネクタ 
の着脱を行わないでください。 
ケーブルの断織や接触不良の原因に 
なります。 


包 


上に物を置かないでください。 
故障、誤動作の原因じなります。 



FDD 本体をぶらさげた状態で保持す 
ることは避けてください。 
ケーブルの断織や接触不良の原因に 
なります。 



表面を上にして水平に置いて使用し 
てください。裏返しや傾けて使うと 
エラー 発生の原因になります。 


















































^ 記録メディア 


切下のような取り扱いをすると、次の記録メディアに登録されたデータが破壊されるおそれがあります。 
記録メディアの種類は、次のとおりです。 

• FD の 

• CD - 艮 OM ’ CD - 艮 ‘ CD - 艮 W ’ DVD - 艮 0 M など の 

記録メディアの種類を指定していない場合は、すべての記録メディアに誌当します。 


，周 … 

令" 1 兔’ Bigl 

—售 

直射日光が当たる所、発熱器具の近 
くなど、高温•多湿となる場所には置 
かないでください。 

み 


レ J 


アクセス LED が点灯中は、記録メ 
ディアを取り出したり、 コン ピユー 
夕 の電源を押したり、リセットをし 
ないでください。 


__ 上に物を載せないでください。 


使用後は、コンピユータじセットし 
たままにしたり、裸のまま放置した 
りしないでください。 

専用のケースに入れて保管してくだ 
さい。 


If] 


キズを付けないでください。 



ゴミやホコリの多いところでは使用 
しないでください。また、そのような 
場所に記録メディアを保管しないで 
<ださい。 


\ V I クリップではさむ、巧り曲げるなど、 
UU 無理な力をかけないでください。 


& 


アクセスカバーを開けたり、磁性面 
に触れたりしないでください 。 isg 



石お性面にホコリや水を付けないでく 
ださい。 シンナー や アルコール など 
の溶剤類を近づけないでください。 

n 

の 

ペ M い 

/シ 


テレビやラジオ、磁石など、磁界を発 
生するものに近づけないでくださ 

ぃ。の 



が度も読み書きした FD は使わない 
でください。 

磨耗した FD を使うと、読み書きでエ 
ラーが 生じることがあります。 B 5 I 



信号面(文字などが印刷されていな 
い面）に触れないでください。03 

































レコードやレンズ用のクリーナーな 
どは使わないでください。 

クリーニンダするときは、 CD 専用ク 
リーナーを使ってください。の 



信号面(文字などが印刷されていな 
い面）じ文字などを書き込まないで 
<ださい。 H 3 



薄型ドライブのデータ読み取りレン 
ズをタリーニングする CD は使わな 
いでください。 E 3 



レコードのように回転させて拭かな 
いでください。 

CD - ROM などのメディアは、内側か 


ら外側に向かって拭いてください。 




シールを貼らないでください。 E 3 


^マウス（オプション) 


オプシヨンのマウスを使用するときは、次の注意事項を必ず守って、正しく取り扱ってください。 


W -1 落としたり、ぶつけたりして強い衝 
\ 撃をみえないでください。 

、三 知 


I I 平らな場所で使用してください。で 

こぼこのある場所ではマウスボール 
の回転が不規則になり、マウスの動 
きがコンピュ-夕に正確に伝わりま 
せん。 



マウスボールを素手で触らないでく 
ださい。 


~ ] 一一 t I 持ち運びはマウス本体を持ってくだ 
— 1 も さい。ケーブルを持って運ばないで 

し一。 < ださい。 

((i 



につ 


ゴミやホコリの多いところでは、使 
用や保管しないでください。マウス 
ボールにホコリやゴミが付いたまま 
使用すると、誤動作や故障の原因に 
なります。 
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^ t ソユラーベイ t ソユ ー J レ 


モジュラーベイモジュールを 巧用するときは、次の注意事項を‘必ずずって、正しく取り扱って ください。 


A 


モジュ フー ベイモジュールを 落とし 


たり、衝撃をみえないでください。破 


損、故障の原因になります。 



つ 

もつ 


モジュラー ベイ モジュールは、 ごみ 
やホコリ の多い場所で保管しないで 
ください。本機の モジュラー ベイに 
装着してイ吏用する際に故障、誤動作 
の原因になります。 



モジュラーベイモジュールを 交換す 
る場合は、迟、ず本機の電源を切った 
状態で行ってください。電源が入っ 
た状態で行うと故障、誤動作の原因 
になります。 


健 


モジュラーベイモジュールの 上に重 
い物を載せたり、強く押さえつけた 
りしないでください。破損、故障の原 
因になります。 
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使い始めるまでの準備 

コンピュータの接続ち法、電源の入れち、切 
りちやセットアップについて説明しまず。 



I ご使用の前に 

►コンピュータを使い始めるまでの手順 


贈入後にネリめて使用する場合は、次の手順で作業を行ってください。 



まず、捆包品に不足や不良びないかを確認します。 

が 『捆包品の確認』 

正しく安全にお使いいただ< ための情報を確認します。必ずお読 
み < ださい。 

ご夕^^表紙裏面 

正しく取 D 扱っていただくための情報を確認します。 

必ずお読み < ださい。 

ごす^ P . 16 r 製品巧霞上のま意」 

本機を使用する前に必要な情報を確認します。 

が P.22 に使用の前に」 

本機の各部の名称と働をを確認します。 

が P .28 r 各部の名称と働き」 

各機器の接続を行い、本機を使用可能な状態にします。 

Z ^ P .32「 A - ドウエアをセットアップしましよう」 

電源を入れ、 Windows を初めて起動したとさに実行される 
Windows のセットアップを行います。 

と受^ P.38 「電源の入れ方と Windows のセットアップ」 

Windows を終了し、本機の電源を切ります。 

が P .49 「電源の切りち」 


22 



















^ ご使用前の確認事項 


本機の次の場所には、製品情報が記載されたラベルが貼られています。本機を 
ご使用の前に、ラベルが貼られていることを確認してください。また、ラベル 
は絶がにはがさないでください。 

• お問い合わせ情報ラベル 

お問い合わせ情報ラベルには、型番や製造番号などが記載されています。 
邦社へサポート•サービスに関するお問い合わせをいただく際には、これ 
らの番号がぶ、要です。 

製品のサポート•サービスについては、『サポート•サービスのご案内』また 
は『サポートと保ずサービスのご案内』をご覧ください。 

• COA ラベル 

「 COA ラベル （Windows Certificate of Authe 打 ticity ラベル）」は、正規の 
Wi 打 dows 商品を購入されたことを証明するラベルです。万一 COA ラベル 
を紛失された場合、再発巧はできません。絶がにはがさないでください。 



□□□□□□□□□□ 
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^ 本機の特長 


メモリ容量 

DD 民対*応の SDRAM を装着して、最大 巧不 装置 

1 GB まで増設が可能です。 14. 1型 TFT SXGA + 液晶ディスプレ 

イを搭載しています。外付けディスプ 
レイにも接続できます。 

CPU 性自自 

インテル Pentium M プロセッサを 
搭載しています。 



PC カードスロット 
PC Card S は ndard 準拠 CardBus が応 
の PC カードスロットを1本装備し 
ています。 


ポインティングデバイス 

スクロール ボタン付き タツチパッ 
ドを搭載しています。 


モジュラーベイ 

薄型ドライブが装着されています。 
薄型ドライブを取り外しで、モジュ 
ラーベイモジュールを 装着す るこ 
とができます。 


そのほか 

■ 光デジタルオーデイオ出力を装備してい 
ます。 

-モデム機能を搭載しでいます。 

• ネットワーク機能(有織 LAN ) を搭載して 
います。 

■ USB 2.0 機能を搭載しています。 


オペレーティングシステム 
Windows XP 、 または Windows 2000 
をインストール済みです。 






^ 添付されているソフトウエア 


本機に標準で添付されている ソフ トウ ■! ■アは、次のとおりです。購入時のシステム構成によっては こ 
のほかにも添かされている ソフ トウエアがあります。 

表中記号の見方 


^リカバリ CD に登録されているソフトウェア 


^ドライバ CD に登録されているソフトウェア 


ソフトウエア 

Windows XP 

インストールモデル 

Windows 2000 

インストールモデル 

•インテル8日 5 GM チップセット用ドライバ 

^インボード上のデバイスを正常に使用できるようにするドラ 

イバです。 



•ディスプレイドライバ 

Windows を高解像度•多色で表示するためのドライバです。 

rt 

rt 

•サウンドドライバ 

音を鳴らしたり、録音するためのドライバです。 

rt 

rt 

• タッチパッドドライバ 

タッチパッドを使用するためのドライバです。 

rt 

rt 

•ネットワークドライバ 

ネットワーク機能（有線 LAN ) を使用するためのドライバです。 

rt 

rt 

• ワイヤレス LAN ドライバ 

ワイヤレス LAN 機能（無織 LAN ) を使用するためのドライバで 

す。 


ご 

参 Intel PROSet 

ワイヤレス LAN 機能（無織 LAN ) の設定を行うためのユーティ 

リティです。 



• FAX モデムドライバ 

FAX モデム機能を使用するためのドライバです。 





ソフトウエア 

Windows XP 

インストールモデル 

Windows 2000 

インストールモデル 

参 Windows 

Windows は、最新のものがインストールされています。 




:購入時には、 HDD にインストールされています。 


:購入時には、 HDD にインストールされていません。必要に応じてインストールしてくださし、。 


□□□□□□□□□□ 


巧 




























^ ドライバ CD に登録されているソフトウェア （前ぺ—ジのつづき) 


ソフトウエア 

Windows XP 

インストールモデル 

Windows 2000 

インストールモデル 

•インスタントキードライバ 

(Fn ) キーと組み合わせて使用する機能キーや、インスタント 
キーを使用するためのドライバです。 





• 赤外線通信設定プログラム 

ホ外線通信を使用するためのプロダラムです。 





• USB2.0 ドライバ 

USB2.0 機能を使用するためのドライバです。 





• メールユーテイリテイ 

メール LED を機能させるためのユーテイリテイです。 

曰 


□ 


雜 スピードステップユーテイリテイ 

使巧電源をチェックして、 CPU の最適速度でコンピュータを動 
作させるためのユーテイ リ テイです。 

ン 




• Power Gear ( パワーギア）ユーテイリテイ 

CPU 速度や LCD 輝度を調整して消費電力を抑えるためのユー 

テイ リ テイです。 

曰 


□ 


参 Windows Me 灶 a Player 

Windows 上で、音楽 CD や動画などを再生するためのソフトウェ 

アです。 





• DirectXS.I 

ゲームなどのマルチメデイアソフトを快適に使うためのソフト 

ウェアです。 

ゾ 




• Norton AntiVirus 2003 

最新マクロウイルスに対応し、ウイルス駆除もできる高機能な 
ウイルスが策プログラムです。 

曰 


□ 


• Adobe Acrobat Reader 

PDF (Portable Document Format) 形式のファイルを表示した 
り、印刷したりするためのソフトウェアです。 





• Liquid View Software 

アイコンや文字などを拡大して表示するためのソフトウェアで 

す。 






《 Windows XP が標準で機能を持っています。 
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^ 専用の CD び添付されているソフトウエア 


ソフトウエア 

Windows XP 

インストールモデル 

Windows 2000 

インストールモデル 

• B's Recorder GOLD 

薄型ドライブの書き込み機能をイ吏用するためのソフトウユアで 
す。データ、音楽、画像などのメディアへの書きをみや、メディア 
のコピーもできます。 

CD を： 「B’s Recorder GOLD/B's CLiP CD-ROM」 



• B's CLiP 

薄型ドライブの書き込み機能を使用するためのソフトウユアで 

す。ドラ ッ ダ友ドロ ッ プするだけで ファ イルやフォルダを 
ディアへコピーできます。 

CD を： 「B’s Recorder GOLD/B's CLiP CD-ROM」 

曰 

曰 

• Win DVD 

DVD VIDEO を再生するためのソフトウエアです。 

CD を: Twin DVD CD-ROM」 

ご 


•マウスウてア（マウス添付モデル） 

マウスに関する詳細な設定を巧うためのユーティリティです。 
CD 名：「マウスドライバ CD」 

曰 

曰 


□□□□□□□□□□ 
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各部の名称と働を 


^正面•左側面 



©PC 力ードイジエクトボタン 

PC カードを取り出すときに押します。 

受） PC 力ードスロット [] 

PC Card Standard 規格準拠の PC カードをセットし 
て使用します。 

@ホ外線ポートが 

赤外織通信を行うときに赤外線の送受信を行いま 
す。 

® IEEE1394 コネクタ 7 ゴが 

圧 EE 1394機器を接続します (4 ピン）。 

赁）セキュリティロックスロット 

市販の盗難防止用ケーブル（ワイヤー）を接続しま 
す（ケンジントン社製セキュリティロックにが応し 
ています）。 

© LCD 画面 

入力した文字や、作業内容を表示します。 


度 ) LCD ユニット 

LCD 画面や LCD ラツチを含めた画面部分の総称で 
す。 


@キーボード 

文字の入力やアプリケーシヨンの操作などを行い 
ます。 

@タッチパッド 

指を軽く乗せて操作することにより、画面上のポイ 
ンタを操作します。 

@クリックボタン 

マウスの 左右ボタ ンに 相当します。 

@スクロールボタン 

「画面をスクロールさせる」など、特定の機能を実行 
します。 

@ LCD ラッチ 

LCD ユニットを開くときに押します。 



























インスタントキー/ステータス LED 


度）メ ールキ ー @ 

「 Outlook Express 」 を起動します。 

® インターネットキー （ g ) 

「 Internet Explorer 」 を起動します。 

感 Power Gear キ — 麥 

CPU 速度や LCD 輝度を調整して消費電力を低減し 
ます。使用するには 、 Power Gear ユーテイリテイの 
インストールが必要です。 

@タッチパッドキ ー 0 

タッチパッドの有効/無効を切り替えます。キーを 
押すたびに、有効/無効が切り替わります。 

® アクセス LED 戸う 

HDD アクセス中に緑をじ点灯します。 

@ NumLock LED み 

NumLock キーの設定状態を表示します。緑色に点、 
なして いると きは、数値キーモードに設定され てい 
ます。 

@ Caps Lock に〇み 

Caps Lock キーの設定状態を表示します。緑色に点 
灯しているときは、同^キーを押さずにアルファ 
べットの大文字を入力することができます。 

@ Scroll Lock LED を ] 

Scroll Lock キーの設定状態を表示します。 


①®® ® 


⑥ 0 . 



①電源 LED 0 

電源状態を示します。 


@バッテリを電 LED U 

バッテリの充電状態を示します。 


穫点灯 

充電中 

消な 

満充電 


@ メ ール LED 囚 

rOutlook Express 」 または 「 Outlook 」 使用時に未開 
封 メールが あると青色に点灯します。使用するには 
メールユーテイリテイのインストールが 必要です。 

@ワイヤレス LAN LED を)) 

本磯のヮイャレス LAN 機能（無織 LAN ) を有効にす 
ると点なします。購入時、ヮイャレス LAN 機能(無織 
LAN ) は、無劾に設定されています。 

© 内蔵 マイク/' 

音声をコンピュータに取り込むときに巧用します。 
® 電源スイッチ0 

本機の電源の入/切を行ったり スタ ンバイや休止状 
態からの復帰にも使用できます。また、電源が入っ 
ている ときは、電源スイツチの周りが青く点灯しま 
す。 



緑お灯 

通常 モード 

緑点滅 

スタンバイモード 

消灯 

電源切断時または休止状態 


□□□□□□□□□□ 
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^ 背面•ち側面 



® モジュラーベイ 

薄型ドライブが装着されています。薄型ドライブを 
取り外して、モジュラーベイモジュールに交換する 
ことができます。 

@薄型ドライブ 

ドライブに適応するメディアの読み込みや書き込 
みなどを巧うことができます。 

感ィジェク トホール/アクセスランプ 

メディアへのアクセス中に点灯’点滅します。また 
ディスクトレイが開かなくなったときに押すとメ 
ディアを取り出すことができます。 

©イジエクトボタン 

ディスクトレイを開けるときに押します。 

感 ステータス LED 

LCD ユニットを開じた状態で、ステータス LED の状 
態を確認することができます。 P .29 「インスタント 
キー/ステータス LED 」 のの〜®の各ステータス 
LED のランプと連動しています。 

度)へッドフオン出力/光デジタルオーディオ出力 
( S/P DIF ) コネクタ 

スピーカ、へッドホンなどを接続するほかに MD デッ 
キなどのデジタルオーデイホ機器を接続します。 


® AC アダプタコネクタ DC IN 

付属の AC アダプタを接続します。 

@モデムコネクタに] 

電話回織を接続します。 

@ LAN コネクタ 

LAN ケーブルを接続します。 

@ USB2.0 コネクタ 為 

USB か応機器を接続します。 

VGA コネクタ Q 

C 民 T デイスプレイなど外がけデイスプレイ（アナロ 
グタイプ）を接続します。 

@パラレルコネクタ昼 

パラレルコネクタじが応したプリンタやスキャナ 
などを接続します。 

@通風孔 

コンピュータ内部で葬生する熱を逃がしたり、冷し 
たりします。 
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な)マイク入カコネクタ:^ 

マイクを接続します。 



























^ 底面 


@ リセット ホー ル >〇<] 

コンピュータのリセットを行います。 

感 バッテリパック 

バッテリパックが装着されています。 


► USB FDD (オプション) 



@ メモリスロット 

メモリスロットカバーを開けると、メモリスロット 
が1本装備され ています。メモリスロットには、メモ 
リを 増設•交換す る ことができます。 


@内蔵ステレオスピーカ 

警告音や音声などを鳴らします。 


①3 .日型 FDD 

3.5 型 FD の読み出し、書き込みを行います。 

( を FDD イジエクトボタン 

FDD にセットした FD を取り出すときに押します。 

感 FDD アクセスランプ 

メディアへのアクセス 中に点灯•点;滅します。 

@ USB コネクタ 

本機の USB コネクタじ接続します。 


□□□□□□□□□□ 
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I A - ドウ I アをセットアップしましょう 

本機を、基本的な システム 構成でセットアップする手順を説明します。プリン 
夕などの周辺機器を接続する場合は Wi 打 dows のセットアップ終了後に周辺 
機器に添付のマニュアルを参照して接続とセ、ソトアップを行ってください。 



設置におけるま意 

A 

を意 


•本機の底面は熱くなるため、ひざの上に置いて長時間使用しないでくだ 
さし、。 熱による义傷の危険があります。 

• 不ををな場所（ぐらついた合の上や傾いた巧など）に置かないでくださ 
し、。落ちたり、倒れたりして、けがをする危険があります。 

•本製品の通風孔をふさがないでくださし、。通風孔をふさぐと内部に熱が 
こもり、义災のを険があります。設置の際は々の点をずってください。 
•押し入れや本箱などの風通しの悪いところには設置しない。 

-じゆうたんやホ団の上には設置しない。 

-ちホやテーブルクロスのようなホをかけない。 


各種コードやバッテリパック装着時のま意 


A 

警告 


• ぬれた手で電源プラグを巧き差ししないでくださし、。感電の原因となり 
ます。 

•電源コードのたこ足配線はしないでくださし、。発熱し、义おの原因とな 
ります。家庭用電源コンセント（交流 100 V ) から電源を直接取ってくだ 
さし、。 

• 電源プラグを取り扱う際は、々の点を守ってくださし、。取り扱いを誤る 
と、义巧の原因となります。 

-電源プラグは、ホコリなどの異物が付着したまま差し込まない。 

-電源プラグは巧のホまで確実に差し込む。 
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会 


•含■種コード（ケー ブル） は、 マニュアルで 指示されている料がの配線を し 
ないでください。配線を誤ると、义災の危険があります。 


設置ずる 


田ます 


本機を設置場所(机などの丈夫で水平な台の上)に置を 



バッテリパックを装着ずる 


バッテリパックを装着します。 

〇本機の底面部を上にして置きます。 

©下図のとおりバッテリパックを本機に合わせます。 



□□□□□□□□□□ 
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包バッテリパックを「カチッ」と音がするまで押し込みます。バッテ 
リが固をされます。 



出荷時の バッテリパック は満巧電状態ではありません。 バッテリ 
パック だけで使用する場合は、使用前に充電が必要です。 

ご^ P.54 「 AC アダプタ/バッテリパックを使う」 


ぃットワークへ接続ずる 


h ネットワーク機能(有線 LAN ) を使用ずる場合は、市販 
V のネットワークケーブルでネットワークと接続しま 
ず。 

LAN コネクタを「カチッ」と音がするまで差し込みます。 

ネットワークの詳細は、ネットワーク管理者に確認してください。 
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電話回線への接続をずる 


婆 


0 FAX モデム機能を使用する場合は、電話回線への接続 
を行いまず。 

• 付属のモジュラコードをモデムコネクタに「カチッ」と音がする 
まで差し込みます。 

• モジュラコードのもう一端を電話回線に差し込みます。 



• FAX モデムを々の回線に接続しないでくださし、。発熱し 
て义災の原因となります。 

-構内交換機 ( PBX ) 

- 2線までない回線(ホームテレホンやビジネスホンなど） 
-に DN 対応公衆電話のデジタル側ジャック 


□□□□□□□□□□ 


V 
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AC アダプタを接続ずる 


本機を持ち運ぶ必要がない場合は、通常 AC アダプタを接続して使 
用します。 


0 AC アダプタをコンピュータと家庭用電源コンセント 
に接続しまず。 

〇 AC アダプタのプラグ部を本機右側面の AC ァダプタコネクタ （ ^4單) 
に i ま続します。 

0電源コードを AC アダプタと家庭用電源コンセントに接続します。 



班 


AC ァダプタを接続して使うときも、'必ずバッテリパック 


をセットした状態で使ってください。 

制限 



V 
























LCD ユニッ トを開ける 


ia 前面の LCD ラッチを矢印ち向に巧して丄 CD ユニット 
Ipi を開きます。 

LCD ユニットは、見やすい角度に調節してください。 


LCD ラ ツチ 




これで/\-ドウエアのセットアップは終了です。 


□□□□□□□□□□ 
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I 電源の人れちと Windows のセットアップ 

本章では、電源の入れ方と購入後に初めて電源を入れたときに巧う Windows 
のセットアップについて説明します。 

► Windows を使用できるようになるまでの作業^ 


作業の流れは、次のとおりです。次ぺージからの手順に従って作業を行ってく 
ださい。 


コンピュータの電源を入れる 


Windows ①セットアップ作業を行う 
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^ 電源を入れる前に 


Windows のセットアップ 

「 Wi 打 dows セットアップ」は、コンピュータが届いてから、初めて電源を入れ 
たときにユーザー情報などを設定するプロダラムです。画面に表示される 
メッセージに従って簡単に行うことができます。 

タッチパッドの使い方 

Wi 打 dows のセットアップは、タッチパッドの操作で巧います。セットアップ 
でぶ、要なタツチパッドの基本操作は、次のとおりです。 


• ポインタを動かず 

人差し指をタッチパッドのパッド面に触れたまま前後ち右に動かす 
と、 Windows 画面に表示されているポインタも指と同じ動きをします。 


ポインタ 


パッド面 





• ボタンをクリックずる 

〇指を動かして、ポインタを画面のボタンの上に重ねます。 

©ちクリックボタンを、1回「カチッ」と巧して離します。 

この動作を「クリック」と言います。 

ボタンをクリックすると、ボタンに表示されている操作が実行され 
ます。 





















































^ 電源の入れ方と Windows の起動 


本機の電源の入れ方は次のとおりです。 


1 電源スイッチを巧して、本機の電源を入れまず。電源 LED び点巧しまず。 

電源を入れたときに電源 LED が点灯しない場合は、 AC アダプタやバッ 
テリパックが正しく接続されているか確認し、正しく接続し直してくだ 
さい。 

本機は、3箇所の電源 LED で動作状態を確認することができます。 



電源 LED 0 


P 画面に コン ピユータの仕様が表示され、しば S くずると Windows び起 

動しまず。 

次の調節をして画面を見やすくします。 

• 角度 LCD パネルを前後に動かします。 

• 画面の明るさ [ Fn 1+[ F5 1:暗くなります。 

[ Fn 1+( F6 1:明るくなります。 

続いて Windows のセットアップを行います。 

• Wi 打 dowsXP インストールモデル 

广 夕ご P .41 r Windows XP のセットアップ」 

• Wi 打 dows 2000 インストールモデル 

p .43 r Windows 2000 のセツトアップ」 
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^ Windows のセットアップ 


Windows XP のセットアップ 

Windows XP インストールモデルのセツトアップは、次の手順で行います。 


電源を入れたを、しば S くずると自動のに 「Windows XP セットアップ」 
び実行されまず。セットアップ作業の流れは、;夕のとおりでず。画面の指 
示に従って実巧してください。 

Microsoft Windows へようこそ | 

^セットアップを続行するには、[次へ]をクリックします。 

使用許語契約 I 

I 画面に表示された契約内容に同意するかしないかを設定します。 

I 《「同意しません」を選択すると Windows のセットアップが中止 
y されます。 

コンピュータ名 I 

I 「このコンピュータのを前」を入力します。このコンピュータを 
I ネットワークに接続して使用する場合は、ネットワーク管理者の 
▼ 指示に従って入力してください。 


パスワードの設を I 

I Wi 打 dows XP Professio 打 al をお使いの場合は、パスワードを管理 
T 者の指示に従って入力します。 



インターネットへの接続 


ここでは接続を行いませんので[省略]をクリックします。 


ユーザー登録 


ここでは登録を行いませんので、 r いいえ、今回はユーザー登録し 
ません」を選択します。 
























コンピュータを 使用す るユーザーの 指を I 

I このコンピュータを使用するユーザーの名前（最大5ユーザー）を 
▼ 入力します。少なくともユーザーをを1つ入力してください。 

インストールの完了 、 


Windows XP が正常にインストールされました。[完了]をクリッ 
クするとコンピュータが自動的に再お動します。 
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Windows XP び再起動ずると、 Windows のデスクトップび表示されま 
ず。これで 「Windows XP セツトアツ刀は終了でず。 



セツトアツプの際にユーザー名を2つな上入力した場合は 、 Windows XP 
の再起動後に「ようこそ」画面がま示されます。ユーザー名をクリツクす 
ると上記の画面が表示されます。 


続けて P .45 「セットアツプ終了後の作業」に移ります。 



ユーザー登録とライセンス認証（アクテイベーシヨン）について 


•セットアップ中にスキップした、ユーザー登録を行う場合は、[スタート] 
-「ファイル名を指をして実行 」- 「REGWIZ n/Rj (□はスペース）をま 
斤し、ウィザード画面の指示に従ってください。ユーザー登録は、 
Microsoft 社から Windows に関するサポートを受けるためのものではあ 
りません。本機のサポートは弊社で行っています。 

• 弊社より提供された Windows XP (購入時にコンピュータにインストール 
されているもの、および「リカバリ CD 」 より再インストールを行ったも 
の）は、ライセンス認証を行う‘必要はありません。 



Windows 吕〇00のセットアップ 

Windows 2000インストールモデルのセットアップは、次の手順で斤います。 

1 電源を入れたを、しば5 くすると自動のに 「Windows 2000セット 

アップ」び実巧されます。セットアップ作業の流れは、次のとおりです。画 
面の指示に従って実巧してください。 

Windows 2000セットアップウイザードの開始1 


ライ七ンス契約 I 

画面に表示された契約内容に同意するかしないかを設定します。 
《「同意しない」を選択すると Wi 打 dows のセットアップが中止さ 
r れます。 

ソフトウ卫アの個人用設を I 

ユーザー情報として名前と組織名を管 a 者の指示に従って入力 
します。 

《名前を入力後を押すと組織名の欄にポインタが移動し 
' ます。 

- 1 ンヒュータをと Administrator のパスワード 1 

「コン ピュータ名」、 「Administrator のパスワード」を管巧者の指示 
"■ に従って入力します。 


I r 日ィ寸 

▼定し3 


_日付と時刻の設を_ I 

卜と時刻」で現在の日時を設定し、 r タイムゾーン」で地域を指 
ます。 


Windows 2000セットアップウイザードの完了 


Windows が正常にインストールされました。[再お動]をクリック 
するとコンピュータが再を動します。 


□□□□□□□□□□ 
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Windows 2000び再起動し、パスワードを入力すると、次の画面び表示 
されます。これで 「Windows 2000セツトアッスは終了でず。 



続けて P .45 「セットアップ終了後の作業」に移ります。 



^ セツトアップ終了後の作業 


Windows のセットアップが終了したら、次の作業を行います。 

Norton AntiVirus 吕〇03のインストール 

「 Norton AntiVirus 2003 j は、コンピュータウィルスを検索し駆除するための 
ソフ トウエアです。購入時には、 「Norton Antivirus 2003」がインストールされ 
ていません。'必ず r Norton AntiVirus 2003」のインストールを行ってください。 
と^ P .148 「コンピュータウィルスの検索.駆除」 

ネツトワークに接続ずる 

ネットワーク機能(有線 LAN ) やワイヤレス LAN 機能（無線 LAN ) を使用する 
場合は、ネットワークへの接続を行います。接続を行う際には、ネットワーク 
に関する情報が必要です。お使いのネットワーク機器に添付のマニュアルや、 
ネットワーク管理者の指示に従ってください。 

と歹コ P .155 「ネットワーク（有線 LAN ) を使う」 

と^ P . 157「ワイヤレス LAN (無線 LAN ) を使う」 


制限 

FAX モデムの設定 

FAX モデム機能を巧用してインターネットへの接続を行う場合は、 FAX モデ 
ムの設定を行います。 

ご^ P .120 「インターネットに接続するには」 

赤外線通信の設定 

ホ外線通信機能を使用する場合は、ホ外線デバイスの設定をするお'要があり 
ます。 

巧 p .102 r ホ外線®信を使う」 


本機では、ネットワーク機能(有線 LAN ) とワイヤレス LAN 機能（無線 LAN ) 
を同時に使用した場合の動作について、保証していません。 


□□□□□□□□□□ 
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メール ユーテ ィリティのインス I ル 

メールユーティリティをインストールすると 、 r Outlook Express 」 または 
rOutlookJ を起動している間、未開封■メールがあるとメール LED (図）が点灯 
します。購入時にはメールユーティリティはインストールされていません。必 
要に応じてインストールを行ってください。 

P .137 「メールユーテイリテイを巧う」 


Power Gear ユーティリティのインストール 

Power Gear (パワー ギア）ユーティリティをインストールすると、 CPU 速度 
と LCD 輝度を制限する4段階のモードが設定されます。このモードを Power 
Gear キーで切りをえることで、消費電力を巧えることができます。 

Power Gear ユーティリティ は購入時にインストールされ てい ません。‘必要に 
応じてインストールを行ってください。 

ごす^ P .145 「 PowerGear (パヮーギア)機能」 

B's CUP のインス I ル 

「 B's CUP 」 を使用すると、ドラッグ&ドロップするだけでファイルやフォル 
ダをメディアへコピーできます。購入時に 「 B ' s 民 ecorderGOLD 」 はインス 
卜ールされています力 S 、「 B's CUP 」 はインストールされていません。‘必要に応 
じてインストールを行ってください。 

と^ P .93 「ライテイングソフト」 

セカンド HDD モジュールを使巧でさるよラに準備する（オプション） 

オプショ ンのたセン ド HDD モジュールをネリめて使用する場合は、使用できる 
ように準備する‘必要があります。 

P .95 「 HDD (ハードディスクドライブ）を使う」 
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I Windows 使用時の確認事項 

「セツトアツプ終了後の作業」が終わると、 Windows を使用できます。ご使用 
の前に次の事項の確認を行ってください。 

Windows の使用方法は、 「 Windows のヘルプ」をご覧ください。 

► 2回目 ly 降に電源を入れる 


セツトアツプが終了したコンピュータの電源を乂れるときには、次の点に注 
意してください。 

♦電源が切れていることを電源ランプで確認してから電源を入れる。 

省電力機能が働き、動作中でも画面の表示が消えていることがあります。 
電源を入れるつもりで切ってしまわないように注意してください。 

が P .138 r 省電力機能を使う」 

• 電源を入れ直すときは、20秒程度の間隔を開けてから電源を入れる。 

電気回路にをえる電気的な負荷を減らして、 HDD などの動作をを定させ 
ます。 

♦ 周辺機器を接続している場合は、周辺機器の電源をホに入れる。 

コンピュータよりも先に電源を乂れておかないと、コンピュータに認識さ 
れない機器があります。 

^ 音量の調節 


Windows 起動時に音が鳴らない、または大きすぎるといつた場合には次のよ 
うに音量を調節します。 

次のキーを押して、音量を調節します。 

rFin + rFTi を押すとミュートになり、もう一度押すとミュートが解除さ 
れます。 

f ^+ r ^ TTi を押すと音量が小さくなります。 
r 7； n + r 7 T ^ を押すと音量が大きくなります。 


□□□□□□□□□□ 
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^ 省電力機能 


本機では、一定時間タッチパッドやキーボードの操作をしないと、省電力機能 
が働いて画面表示が消えます。この場合、キーボードの操作でもとに戻りま 
す。 

な p .138 「省電力機能を使う」 

^デバイスドライバをインス!ルするときは 


デバイスドライバをインストールしたり、周辺機器を接続したりするときに 
r Windows CD - ROM 」 が要求されることがあります。このような場合は、添か 
の「リカバリ CD Disci (Windows 2000はリカバリ CD )」 をセツトしてくださ 


^ SBSI の実 ; 了について (Windows XP のみ ) 


rSBSI (ステップバイステップインタラクテイブ）」を実行すると 、 Windows 
XP の使い方の詳細をデスクトップ上で見ることができます。「ステップバイ 
ステップインタラクテイブ」を実行するには、[スタート]-「すべてのプログ 
ラム」一「アクセサリ」一 「 Microsoft インタラクテイブト レーニング」一 r Microsoft 
インタラクテイブト レーニン ダ」をクリックします。 
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必ず Windows XP を終了させてから電源を切ります。 

[スタート]- r 終了オプシヨン」をクリックしまず。 

「コンピユータの電源を切る」画面で[電源を切る]をクリックします。 

WindowsXP が終了し自動的に電源が切れます。 

接続している周辺機器の電源を切ります。 


Windows XP || 了時のま意 

WindowsXP を複数のユーザーが使用している場合に、[終了オプシ ョント 
[電源を切る]を選がして電源を切ろうとすると、「ほかの人がこのコンピュー 
夕にログオンしています。'''」と画面に表示されます。この場合は、画面を切り 
替えて、ログオンしているすべてのユーザーのログオフを 行って ください。 



電源の切り方 


本章では、電源の切り方について説明します。 


Jl^ 

制限 


•電源を切ってから、もう一度入れ直す場合には、 HDD などの動作を安を 
させるために、20秒程度の間隔を開けてください。 

•アクセス LED 点な中に電源を切ると、登録されているデータが破壊され 
るおそれがあります。 

•本機は電源を切っていても、バツテリパツクが装着されていたり、コン 
セントに接続されていると、コンピュータ内部には微少な電流が流れて 
います。本機の電源を完全に切るには、電源コンセントから電源プラグ 
を巧き、バッテリパックを取りかしてくださし、。 


Windows XP の終了と電源の切り方 


12 3 


□□□□□□□□□□ 
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► Windows 2000の終了と電源の切り方 


お'ず Windows 2000を終了させてから電源を切ります。 

[スタート]-「シャットダウン」をクリックしまず。 

「 Windows のシャットダウン」画面で「シャットダウン」を還択し、 [ OK ] 
をクリックしまず。 

Windows 2000が終了し、自動的にコンピュータの電源が切れます。 

接続している周辺機器の電源を切ります。 


1 2 3 
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^ u セット 


コン ピユ ータ の電源が入っている状態で、 コン ピユ ータ を再起動する場合に 
は r リセット」を行います。リセットは、次のような場合に行います。 

• 使用しているソフトウ卫アで指示があった場合 

• プログラムがハングアップ（キーボードやマウスからの入力を受けがけ 
ず、何も反応しなくなった状態）した場合 
リセットすると、メモリ上のデータはすべて消失します。 

ハードウ卫アを完全に初期化する場合には、コンピユータの電源を切ってく 
ださい。 

Windows のリセット方法 

Windows のリセット方法は、次のとおりです。 

Windows XP :[スタート]—[終了オプション]—[再起動]をクリック 
Windows 2000 :[スターり一「シャットダウン」一「再起動」を選が 

U セットでさないとさは 

プログラムがハングアップしてしまい、リセットできなくなってしまった場 
合は、あわてず次のように巧処します。 


区か|1+し Alt 1 + [ Delete ] を巧して U セツトずる 



コンピュータび1」セツトでさないとさは... 


コンピュータの電源スイツチを押ず 



コンピュータの電源び切れないとをは... 


コンピュータの電源スイツチを已秒じ Lb 押し続ける 


これでコンピュータの電源び切れます。 

















リセットホールでのリセット 


本体底面にあるリセットホールの位置を巧認し、リセットホールに丈夫 
な巧の細いもの(ゼムクリップを引きのばしたようなもの)を差し込みま 
す。 

リセットホールは、プログラムがハングアップして 广 Ctrl ] + 1 Alt ~) + [ Delete ) 
を押してもリセットできないときに使用してください。 
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コンピュータの 基本操作 

キーボードやタッチパッド、薄型ドライブの使 
いちなど、コンピュータの基本的な操作ち法に 
ついて説明します。 




AC アダプタ/バッテリパックを使う 

本機は AC アダプタまたはバッテリパックを使って使用することができま 
す。 


A 

警告 


• AC アダプタや、バッテリバックの分解やな造をしないでくださし、。义傷 
や、化学物質による被害の原因となります。 

•パッテリパックの端子をシヨートさせないでくださし、。义傷の原因とな 
ります。 

•パッテリバックを义中に入れたり、加熱しないでくださし、。破裂などで 
义傷の原因となります。 

•小さなお子様の手の届く場所にバッテリパックを保管しないでくださ 
し、。なめたりすると义傷や、化学物質による被害の原因となります。 

•パッテリパックは指をされているじ i がのを電方をでを電しないでくだ 
さし、。発熱、発义や液漏れによる被害の原因となります。 


金 


•連かや旅行等で長期間ご使用じならないときはを全のため必、ずコン 
ピユータ本体からバッテリパックを巧き、電源プラグをコンセントから 
巧いてください。 

• AC アダプタやバッテリバックは本機た(かには使用しないでくださし、。义 
傷•义災のを険があります。 

• AC アダプタを毛ホや布団で覆わないでくださし、。义傷•义災の危険が 
あります。 

• 破損した AC ア ダプタやバッテリパックを使用しないでくださ し、。 义傷- 
义おのを険があります。 

•ひざの上で長時間使用しないでくださ し、。 バッテリパックの熱で本体底 
面が熱くなり、低ミ届义傷の原因となります。 

• バッテリパックは落下させるなどの強い衝撃を与えないでくださし、。破 
損すると、义傷や化学物質による被害の原因となります。 







• AC アダプタを使用するときも、必、ずバッテリパックを装着して本機を 
使用してください。 

•パッテリパックを使用しているときは、電源が入っている状態で AC ア 
ダプタを巧き差しすることができますが、動作中はなるべく A C アダプ 
夕を巧かないでくださし、。電源が切れている状態で巧いてください。 

• AC アダプタを頻繁に巧き差しすることはおけてくだ さし、。 

• AC アダプタを長時間接続して使用すると、 AC アダプタ本体がかし熱を 
持ちますが、故障ではありません。 

AC アダプタの接続方法は 、 P .36「 AC アダプタを接続する」をご覧ください。 




^バッテリパックを使ラ 


パ''/テリパック (な降バッテリ）は着脱可能な巧電式の電池です。バッテリを 
使用すれば、電源コンセントのない場所や、停電時にも本機を使用することが 
できます。本機では、リチウムイオン （ Li - ion ) バッテリを使用します。 


使用可能時間 

バッテリだけで使用できる時間は次のとおりです。ただし本機の使用環境や 
状態などによって変化します。 


使用可能時間 
(満充電の場合) 


連続約 5.5 時間# 


压 ITA (電子情報技術産業協会）の測を方を Verl.O に基づいています。 


バッテリだけで使用している場合は、使用可能時間が制限されます。省電力機 
能の使用や CPU 速度の調整で消費電力を巧えるとイ吏用可能時間を延ばすこ 
とができます。 

な P .138 「省電力機能を使う」 

P .144「 CPU 速度を調整する」 


バツテリ使用時のを意 

• 省電カモードのまま長時間使用しない場合は、完全放電しないように気を 
つけてください。省電カモードに入っているときも電力が消費されていま 
す。 

な p .138 r 省電力機能を使う」 

• バッテリは本機の電源を切っていても自然放電によって電力が消費され 
ています。長期間巧用していない場合は、バッテリが完全放電している可 
能性があります。バッテリで本機を使用するときは必ず充電してから使用 
してください。 

• バッテリは温度が10〜30での環境で使用すると使用時間や寿命を延ばす 
ことができます。 IOC た I 下の場所に放置していたバッテリは性能が低下し 
ています。10〜30での温度範囲の場所でしばらく慣らしてから使用するこ 
とをおすすめします。 

■バッテリの特性上、残量が正しく表示されず、使用中に急激に残量が減っ 
てしまうことがあります。バツテリが急に終わって困らないようにバツテ 
リ使用後は常に充電をすることをおすすめします。 





^ バツテリ残量の確認 


Jl ^ 

制限 


I バッテリの特性上、残量が正しく表示されないことがあります。 
P .61 r バッテリ残量が正しく表示されないときは」 


本機では残量の確認を次の方法で行うことができます。 


• タスクバーの r バッテリ」アイコンの上にマウスポインタをあわせる。 



バッテリアイコン 

• プロパティ 画面を 開いて 確認する。 

Windows XP : [スタート]-「コントロールパネル」一「パフオーマンスと 
メンテナンス」一 「電源 オプシヨン」一 「電源 メーター」タブ 
Windows 2000 : [スターり一 「設定」一 「コントロールパネル」一 「電源 オプ 
シヨン」一 「電源 メーター」タブ 


巧一も tJ，—？- lutf-p け tiM 




•の 

m 卜 


… 向 [ 

RuutH ん 
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I ,,池 11 ww 


-バッテリの残量が 
表示されます 


(Windows XP の場合〉 


□□□□□□□□□□□ 
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^バッテリ残量び少なくなった5 


ほバツテリの通知 

残量が少なくなると、本機は次のように通知(警告）します。直ちに下記の巧処 
を行ってください。完全放電してシャツトダウン（電源切断）してしまうと、保 
存していないデータはすべて失われます。 

「バツテリ切れアラーム」で設定したバツテリ残量になると、低バツテリメツ 
セージが表示されます。この設定は、 P .59 「バツテリアラームの設定」で変更 
することができます。 



(Windows XP の場合〉 

対処方法 

バッテリ残量の低下が通ミロされたら、直ちに次のいずれかの処置を行ってく 
ださい。 

• AC アダプタを接続する 

電源を乂れたまま AC アダプタを接続します。バッテリ充電 LED (口）が 
点灯します。 

♦ 電源を切る 

作業中のデータを HDD などに保存して、実行中のソフトウ卫アを終了さ 
せたあと、本機の電源を切ります。 

交換用のバッテリがある場合も、おず電源を切ってからバッテリを交換し 
てください。 


ft 

制限 


AC アダプタを接続しない場合は、直ちに作業中のデータを保ちしてくだ 
さし、。コンピュータがシャットダウンしてしまうと、保ちしていないデー 
夕はすべて失われます。 
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バッテリアラームの設定 

バッテリ残量が低下したときの通巧方法を次のプロパティ画面から変更でき 
ます。 

Windows XP :[スタート]-「コントロールパネル」一「パフォーマンスと 
メンテナンス」一「電源オプシヨン」一「アラーム」タブ 
Windows 2000 :[スタ-卜]-「設を」一「コントロ-ルパネル」-「電源オプ 
シヨン」一「アラーム」タブ 


了*：晒ブの计31 



‘11卜 I 巧 L で V ■ム 

三 I 甘い一 加7■卜 tnoE ； 昭 I 
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-バッテリ低下を通知す 
るバッテリ残量を設を 
します。 

-クリックすると「バッテ 
リ低下 アラームの 動作」 
画面が表示されます 

-バッテリ切れを通知す 
るバッテリ残量を設を 
します。 

-クリックすると下記の 
「バッテリ切れのアラ 
1 「 W な11 : Aw I -ムの 動作」画面が表 


nit ホ川 


示されます。 



クリックして、警告後のコ 
ンピュータ動作を選巧し 
ます。 

ごす^ P.138 「省電力機能 
を使う」 


〈Windows XP の画面〉 






































^バッテリの巧電 


AC アダプタが接続されているときは、本機の電源が入/切どちらの状態でも 
自動的に充電が行われます。 


バッテリ充電 LED (口）の表示は、次のとおりです。 


充電状態 

LED の表不 

充電中 

植点灯 

満充電 

消灯 


低バッテリ状態からバッテリの充電完了までの時間は、次のとおりです。 


コンピュータの動作状態 

充電時間 

電源切断時 

約 2.6 時間 

電源が入っている状態 

め3時間(使用状態により差があります） 


バッテリは、化学反応を利用した電池です。このため、温度条件によっては正 
常な充電ができない場合があります。 

温度が10〜30での環境で充電すると、最も効率のよい充電ができます。 


充電後の処理 

バッテリが満巧電状態になったあと、本機を使用しない場合はを全のために 
AC アダプタを外しておきます。 
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^バッテリ残量び正しく表示されないときは 


バッテリの特性上、巧電を繰りおすと、残量が正しく表示されなくなることが 
あります。 

満充電にしても バッ テリ容量がすぐに低下するような場合は、 バッ テリの，) 
フレッシュを 斤ってみて く ださい。 

バッテリのリフレッシュ 

バッテリのリフレッシュは、次の手順で行います。 


4 


3 


バッテリの寿命 

バッテリは、消'耗品です。バッテリのリフレッシュを行っても、バッテリ容量 
力すぐに低下する場合は、バッテリの寿命が考えられます。新しいバッテリに 
交換してください。 


6 


5 


AC アダプタげ接続されていることを確認しまず。 

コンピユータの電源を入れて、 rrn を巧し 、 「BIOS setup ユーティリ 
ティ」を起動しまず。 

仁^ P. 191 [BIOS Setup ユーテイリテイの起動」 

「 Power 」 メニユー画面 —！ "Start Battery Calibration 」 を還択し、 
し ♦J 1を巧すと 「Battery Calibration Ut 川 ty 」 が起動しまず。 

画面のメッセージの最終行に rit is charging the battery , please 
wait 」 と表示された S 、バッテリの巧電が開始されまず。 

バッテリを完全に充電するまで、最大で約3時間かかります。 

途中で中止したい場合は、電源スイッチを押してコンピュータの電源を 
切ります。 

画面のメッセージの最終す5に 「PLEASE LEAVE THE BATTERY 
RUNNING OUT OF POWER 」 と表示された 6、 AC アダプタを巧いて 
そのまま放置しまず。 

パッテリを完全に放電するまで、め 2.5 時間かかります。 

バッテリの放電び完了ずると、自動のに電源び切れまず。 

これでバッテリ残量のリフレッシュは終了です。 

パッテリの充電をする場合は、 AC アダプタを接続してください。 


□□□□□□□□ 
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^バッテリの交換 


バッテリを複数購入して交互に使用する場合や、バッテリが寿命に達した場 
合は、バッテリを交換します。 

バッテリのを換は次の手順で行います。 

本機の電源を切ります。 AC アダプタげ接続されている場合はがしまず。 

本機の底面部を上にして置きます。 

バッテリを取りがしまず。 

〇ラッチを矢印のち向にスライドします。 

©ラッチをスライドしたまま、バッテリのコネクタが見えるまで持ち上 
げます。 




12 3 
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4 


バッテリを取り付けまず。 

〇新しいバッテリを下図のとおり本体に合わせます。 



包バッテリを「カチッ」と音がするまで巧し込みます。バッテリが固を さ 
れます。 



□□□□□□□□□□□ 
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^バッテリ保管上のま意 


A 

警告 


• 小さなお子様の手の届く場所にバッテリバックをイ呆管しないでくださ 
し、。なめたりすると义傷や、化学物質による被害の原因となります。 


バッテリの保管はバッテリの端子部が金属類に触れないようにホなどの絶縁 
物に包み、高温•多湿の場巧をさけてください。保管したバッテリは、自然放電 
していることがあります。次回使用するときは、必ず充電してから使用してく 
ださい。コンピュータを保管するときは、‘必ずコンピュータ本体からバッテリ 
を取り外してください。取り付けたままで長期間放置すると、バッテリが液も 
れしたり、バッテリと本体の接点が腐食することがあります。 


^ 使用済みバッテリの取り扱い 



Li-ion 


使用’;きみのリチウムイオン （ Li - ion ) バッテリは、再利用巧能な貴重な資源 
です。有効資源のリサイクルにご協力ください。 


バッテリリサイクル時のま意 

使用済みのバッテリは、バッテリがショートしないように、端子部にテープを 
貼るかポリ袋などに乂れてリサイクル協力店にある充電式電池回収ボックス 
に入れてください。 

不要なバッテリは、燃やしたり埋めたり一般ゴミに混ぜて捨てたりしないで 
ください。環境破壊の原因となります。 
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■ タッチパッドを使う 

本機には、マウスと同じ働きをするタッチパッドが装備されています。 

^ タッチパッドの操作 


ポインタの移動 


タ ツチパッ ドは、 パツ ド面とクリ ック ボタン、 スクロール ボタンから構成され 
ています。 

パッド面は、ポインタを移動させる働きのほかに、左クリックボタンの働きも 
します。ボタンを押す代わり にパ、 y ド面を軽くたたくことにより左ボタンに 
割り当てられた処理を行うことができます。 


人差し指をパッド面の上で前後左右に動かすと、動かした方向に画面上のポ 
インタが移動します。 


ポインタ 




制限 


参パッド面には指で触れてくださし、。ペンをどで触れると、ポインタの操 
作ができないだけでをく、パッド面が破損するおそれがあります。 

•バッ ド面は、1本の指で操作してくださし、。一度に2本た i 上の指で操作す 
ると、ポインタが正常に動作しません。 

•手がぬれていたり、汗ばんでいると、ポインタの操作が正しくできなし、 
ことがあります。 

• キーボードを操作しているときにパッド面に手が触れると、ポインタが 
移動してしまうことがあります。 

•起動時の温度や湿度により、正常に動作しない場合があります。この場合 
は電源を一度切って入れ直すことにより正常に動作することがあります。 

•電源を入れたまま LCD ユニットを閉じていたり、使用中に本機の温度が 
上がってくると、正常に動作しない場合があります。この場合は、電源を 
一度切って入れ直すことにより正常に動作することがあります。 






































クルリク 


クリックは、機能や項目を選択するときによく使われる方法です。 
ポインタを画面上の巧象に合わせて、パッド面を軽く1回たたきます。 
左クリックボタンを「カチッ」と押すのと同じ操作です。 



ダブルクリック 

ダブルクリックは、プログラムを起動するときによく使われる方法です。 
ポインタを画面上の巧象に合わせて、パッド面を軽く 2回たたきます。 
左クリックボタンを「カチカチッ」と2回押すのと同じ操作です。 



ドラッグアンドド□ップ 

ドラッグアンドドロップは、アイコンを移動したり、ウインドウの位置や大き 
さを変えるときなどによく巧われる方法です。 

ポインタを画面上の巧象に合わせて、ダブルクリックの2回目のクリック時 
に、指をパッド面に触れたまま移動させます。 

左クリックボタンを押したままの状態でポインタを移動し離すのと同じ操 
作です。 



スク□-ル 

スクロールバーの ある画面を操作しているときに、 スクロール ボタンを押す 
と、 スクロールが 行えます。 









































^ タッチパッドユーテイリテイを使う 


タッチパッ ド ユーティ リ ティ で各種設定を行うと夕 、ソチパッ ドがより操作し 
やすくなります。 

タッチ パッドユーティリティの 各種設定は次の場所から実行します。 

Windows XP :[スターり一「コントロールパネル」一「プリンタとその他 

の ハー ドウ エア」一 「マウス」 

Windows 2000 :[スターり一「設定」一「コントロールパネル」一「マウス」 

「マウスのプロパティ」画面の「デバイス設定」タブをクリックして[設定]ボタ 
ンをクリツクすると次の画面が表示されます。 



設定項目を遥 
巧します。 


を種設定を行 
います。 


設定項目の説 
巧を表示しま 
す。 


〈Windows XP の場合〉 


□□□□□□□□□□□ 


が 



















タッチパッド機能を無効にずる 

タッチパッドとマウスを同時に使用する場合や、キーボード入力をする場合 
はタッチパッド機能を一時的に無効にしておくことができます。タッチパッ 
ド機能の有効•無効は、タッチパッドキー（0)を押すたびに切りをえること 
ができます。 

ご^ P .78 「インスタントキー」 


ft 

制限 


「コンピユータの管理者 ( Administrator ) 」権限た(外のユーザアカウントで 
は、タッチパッドキーを使用することができません。 


^マウスの接続(オプション) 


USB マウス 

本機背面の USB コネクタにオプシヨンの USB マウスを接続して使う 
ことができます。詳しい接続方法は、 P .69 「マウスを巧う」をご覧ください。 
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マウスを使ラ 


(オプション) 

本章では、オプ ションのホイール 付き USB マウスについて 説明します。 

オプションのホイール付き USB オプテイカルミニマウスをお使いの場合は、 
ミニマウスに添付のマニュアルをご覧ください。 

マウスを使用する前に、'必ず P . 16 r 製品保護上の注意」の「マウス」をお読みに 
なり、取り扱い上の注意を確認してください。 

^ マウスの接続 


マウスの 接続方法は次のとおりです。 



□□□□□□□□□□□ 
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^ マウスの操作 


制限 


•アプリケーシヨンソフトによっては、ホイールボタンが使用できない場 
合があります。 

•マウスの操作では省電カモードから復帰しません。 



マウスの 基本的な操作は、次のとおりです。 

•クリック ：マウスカーソルを画面上の巧象に合わせてボ 

タンを1回カチッと押します。 

•ダブルクリック ：マウスカーソルを画面上の巧象に合わせてボ 

タンを2回続けてカチカチッと押します。 

• ドラッグアンドドロップ：マウスカーソルを画面上のか象に合わせて左 

ボタンを押したままの状態でマウスを移動 
し、離します。 

•スクロール ： ホイールボタンを指先で回転させます。縦ス 

クロー ル操作を行うことができます。 
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^ マウスウェアのインスIル 


次の点を確認して、マウスウェアのインストールを行ってください。 

• タッチパッドとマウスを同時に使用する場合 

マウスウェアをインストールしないでそのまま使用してください。 


ft 

制限 

• マウスだけを使用する場合 

マウスウェアをインストールして、タッチパッド機能とタッチパッドドラ 
イバを 「BIOS Setup ユーテイリテイ」で無効に設定します。 

タッチパッドキ ー(0) では、タッチパッドドライパを無劲にすることが 
できないため、‘必ず 「BIOS Setup ユーテイリテイ」でタッチパッド機能と 
タッチパッドドライバの両方を無効に設定してください。 

マウスウ卫アをインストールすると、マウス操作に関する詳細な設定を行う 
ことができます。マウスウェアは、購入時にはインストールされていません。 
'必要に応じてインストールを行ってください。 


マウスウェアをインストールすると、タッチバッド ユーテ ィリティの機能 
の一部が使用できなくなります。 


□□□□□□□□□□□ 
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マウスウェアのインス!ル 

マウスウェアをインストールする手順は、次のとおりです。マウスウェアをイ 
ンストールする場合は、本機右側面のモジュラーベイに薄型ドライブを装着 
してから斤ってください。 


2 

3 

4 

5 


r マウスドライバ CD 」 を薄型ドライブにセットします。 

正しくセットされると自動的に r 設定言語の還択」画面び表示されまず。 
[0 K ] をクリックしまず。 

自動的に「設定言語の選が」画面が表示されない場合は、[スタート]- 
「ファイルをを指定して実行」をクリックし、 r 名前」にの:¥ SETUP 」 （薄 
型ドライブが D ドライブの場合） と人力して [0 K ] をクリックします。 

r インス I ルホの還択」と表示された5、[次へ]をクリックしまず。 

「プログラムフォルダの還択」と表示された5、[巧へ]をクリックしまず。 

rinstallShield Wizard の完了」と表示された5、「はい、今ずぐコン 
ピュータを再起動します。」にチェックび付いた状態で[完了]をクリック 
します。 

Windows び再起動するとマウスび検出されて、次のメッセージび表示 
されまず。[はい]をクリックしてマウスの設定を巧いまず。 

「新しいホイールマウスが USB ポート上で検出されました。'''」 

これでマウスウェアのインストールは終了です。 


BIOS の設定 

マウスウェアをインストールしたあと、 rAdvanced 」 メニュー画面 -「 Internal 
Pointing Device 」 で 「 Disabled 」 を選がして、タツチパツド機能を無効にしま 

す。 

が P .189「 BIOS の設定」 



^ 再びタッチパッドを使用する場合は 


マウスウェアをインストール後、タッチパッドを再び使用する場合は、マウス 
ウェアを削除してから、タッチパッド機能を 「BIOS Set 啤ユーテイリテイ」で 
有効にしてください。 


マウスウェアの削除 

マウスウ卫アを削除する手順は、次のとおりです。 


2 

3 


[スター N - r コント□-ルパネル」 一 r プ□グラムの追加と削除」をク 
リックしまず。 

Windows 2000の場合は、[スタートト「設定」-「コントロールパネル」- 
「アプリケーシヨンの追加と削除」をダブルクリックします。 

「Mouse Ware "」 を還択して、[変更と削除]をクリックしまず。 

Windows 2000の場合は、[変更/削除]をクリックします。 

画面の指示に従って、マウスドライバを削除したあと、コンピユータを再 
起動しまず。 

コンピュータが再起動すると、 マウス ドライパの削除は終了です。 


BIOS の設定 

マウスウェアを削除したあと 、 r Advanced 」 メニュー画面 —「 Internal Pointing 
Device 」 で 「 Enabled 」 を選択して、タッチパッド機能を有効にします。 

とす^ P .189「 BIOS の設定」 




I キーボードを使う 

本機のキーボードは、日本語が応87キーボードです。また、4個のインスタン 
トキーも搭載しています。 

^ キーの種類と役割 


入カ キー 


87個のキーには、それぞれ異なった機能が割り当てられています。 


機能キー 

文字を消す、入力位置を変える 
など、特別な役割が割り当てら 
れたキーです。機能キーの役割 
は、ソフトウェアによって異な 
ります。具体的な働きなどにっ 

いては使用するソフトウェアの _インスタントキー 

マニュアルを ご覧ください 「 

© © @ ® 


曰 ra 因に1の囚囚 ra 因 因固固回回圆图回 



Fn キー 


制御キー 

文字キーや機能キーの 
働きを変化させます。単 
独では機能しません。 


文字キーの一部を数値キーとして使 
用し、数字•演算子などを入力します 
[ Fn 1+ [Num LK ) キーを押すと数値キー 
と文字キーが切り替わります。 


で:字キー 

英数字、記号の入力や日本語入カシステムを利用して 
漢字やひらがななどの日本語を入力します。 
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^ 文字を入力するには 


文字キーを押すとキートップ（キーの上面）に印字された文字が入力されま 
す。入カモードによって入力される文字が異なります。 

• 直接 入カモード ：キートップのアルファベットをそのまま 

入力します。 


• 日本語入力-口ーマ字入力： キートップのアルフアベットでローマ字 
モード を入力し漢字やひらがなに変換します。 

-►かな入力 ：キートップのひらがなをそのまま入力し、 

漢字やひらがなに変換します。 


入カモードの切り智え 

直接入カモードと日本語入カモードの切りをえは、次のキー操作で行います。 

间^ +巧奇] 


日本語入カモードの口ーマ字入力とかな入力の設定は、日本語入カシステム 
で斤います。 


^ 日本語を入力するには 


ひらがなや漢字などの日本語の入力は、日本語入カシステムを使用します。 

本機には、日本語入カシステム rMS - IME 」 が標準で搭載されてぃます。 

MS - IME の使い方 

MS - IME パネルの主要なボタンの名称と働きは次のとおりです。ボタンをク 


リックして各設定を行ったりヘルプを参照します。 


；■船ジ V * 


く Windows XP の場合> 



® 入カモード 

入カモード（ひらがな、カタカナ、英數字な 
ど）を選択します。 

@ヘルプ 


@ @ 






‘ぁ船《を赏《言 

是1 


<Windows 2000の場合〉 


日本語入力の方法が詳しく説明されている 
ので参照してください。 

感 かなキーロック 

日本語入カモードの切り替えを行います。 
ボタンが押されていない状態： ローマ字 入力 
ボタンが押されている状態：かな入力 


MS - IME 从外の日本語入カシステムを使用する場合は、そのシステムに添付 
されているマニュアルをご覧ください。 

















^ 数値やアルファべットの入力 


数値キー入カモード 

+应^を押すと、 NumLock LED をが点灯して、文字 キーの 一部が 
数値キーとして使用できます。さらにを押しながら数値キーを押す 


と、矢印キーなどとして使用できます。 

数値キーモード 



〔Shift 1 をホ甲したとき 


[Q] 

当] [UIE 

3 圏 [P 岡〔 

L ^ じ 

ome f 1 

d 山 

Y 

— ん 

一 

— 一 @ • 
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iJ 一 

く End i 

一 W LlJ LuJ 

B 

N M° 

み —も 

,ゎ 1 1 . -sj し / 1 \ 

脚 

力 9 カナ =1 

ひら ザ a 1 1 4が S J 


アルフ アベッ ト入カモード 

1 Shift 1 十を押すと 、 CapsLock LED 色]が点灯して、 アルフ アベットが 
大文字で入力できます。小文字で入力するには [Shift 1 を押しながら入力しま 
す。 
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^Fn キーと 組み合わせて使 ラキー 


キートップに青色で印字されている機能キーは 厂 Fn ^ キーと組み合わせて 
実巧します。 


キーの 組み合わせ 

機能 

(Fn 1 + ( F 1) 因 

省電カモードに移行します。購入時の設定では、スタ 

ンバイモードに移行します。 

な P .138 「省電力機能を使う」 

(Fn ) 十 [ F 5 ) 産） 

LCD 画面を暗くします。 

が P .105 「明るさの調整」 

(Fn ] + [ F 6 ) 网 

LCD 画面を明るくします。 

が p .105 「巧るさの調整」 

(Fn ] + ( F 7 I 圖 

LCD 画面のバックライトの乂/切を切りをえます。 

P .106 r バックライトの消灯」 

(Fn ] + ( F 8 I I 匹]/ 因 I 

表示装置を切り替えます。 

とす P .108 「表示装置の切り替え方法」 

I Fn 1 + ( F 10 I I I 

スピーカ音声出力の入/切を切りをえます。 

ご ミご P .116 r 音量の調節」 

(Fn 1 + ( F 11) I け） ） 

スピーカ音声のボリユームを小さくします。 

とす^ p .116 「音量の調節」 

(Fn ) + ( F 12 ) I "■，り ) I 

スピーカ音声のボリユームを大きくします。 

とす^ p .116 「音量の調節」 


□□□□□□□□□□□ 
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^ Windows キー 


Windows キー、アプリケーシヨンキーを使うことじより、 Windows をより効 
率的に使用することができます。 


キー 名 

機能 

【な） 

(Wi 打 dows キー） 

画面左下の[スタート]をクリックするのと同じ働 

きをします。 

( B ) 

(アプリケーシヨンキー） 

マウスの右クリックと同じ働きをします。ソフト 

ウ卫アによっては、機能が異なる場合があります。 


^ イノ乂タノト^»— 


本機には、 4 個のインスタントキーが搭載されています。インスタントキーに 
は、 Internet Explorer を起動するなどの磯能が割りかけられています□インス 
タントキーを押すとキーに割り当てられた機能を実行します。 


Jl^ 

が限 


「コンピュータの管巧者 （Administrator) 」権限た i かのユーザアカウントで 
は、インスタントキーを使用することができません。 


各インスタントキーの機能は、次のとおりです。 


インスタントキー 

機能 

メールキー © 

Outlook Express を起動します 0 

インターネツトキー （ g ) 

Internet Explorer を起動します。 

Power Gear キーす 

CPU 速度や、 LCD 輝度を 4 段階で切りをえ消費電 

力を低減します。購入時にはこの機能は無効に設 

定されています。 

P .145 「PowerGear (パワーギア）機能」 

タツチパツ ド キー因 

タッチパッドの有ミカ/無ミカを切り替えます。タッチ 

パッドを使わないときだけ、タッチパッド機能を 

一時的に無効にしておくことができます。 


これらのキーに割り当てられた機能を変更することはできません。 






















I USB FDD を使ラ 

(オプション） 

本機にはオプションの USB FDD を接続して使用することができます。 

FDD は、 FD にデータを書き込んだり、 FD からデータを読み出したりする装置 
です。本機の FDD では、次の FD が使用できます。 

• 3.5 S 2 HD : 1.44 MB の記憶容量のメディアとして使用できます。 

• 3.58200 : 72() K ： B の記憶容量のメディアとして使用できます。 

USB FDD を使う前に、‘必ず P .16 「製品保護上の注意」の rUSB FDD 」 をお読み 
になり、取り扱い上の注意を確認してください。 


Jl^ 

制限 


USB FDD は、ぶ、要なときだけ接続して使うことができます。また、 BIOS の設 
定を変更すると、 FD から起動することもできます。 
p .204 「Boot メニュー画面」 


FD は消耗品です。読み書きを繰り返すと、磁性面が摩耗して読み取りエ 
ラーや書き込みエラーが発生する原因になります。このような場合には新 
しい FD と交赖してく ださし、。 


□□□□□□□□□□□ 
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^ FDD の接続 


接続 


2 


FDD の USB コネクタの向きを合わせて、本機背面の USB (每）コネク 
夕に差し&みまず。 

本機背面には、4個の USB コネクタが装備されており、どのコネクタに 
も接続できます（そのうち2個の U 沈コネクタには、背面のカバーを開け 
てから接続します）。 

接続は、本機の電源が入った状態で斤うことができます。 



みマークを上向きにして USB コネクタへ差しをみます。 

認識されると、タスクバーに;夕のアイコンが表示されまず。 


〈Windows XP> 


杉 

(Windows 2000 〉 
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取り外し 


USB FDD の取り外しは、次の方法で行います。 

Windows XP の場合 


1 タスクバーに表示されている次のアイコンをクリックしまず。 

み 

2 rUSB Floppy -ドライブをま全に取り外しまず」を還択しクリックしま 
ず。 

つ 「 A — ドウエアの取りがし」画面び表示された5、 FDD の USB コネクタを 
本機か5取りがしまず。 

Windows 2000の場合 

1 タスクバーに表示されている次のアイコンをダブルクリックしまず。 

ろ 

2 USB FDD を還択して、[停止]をクリックしまず。 

Q 「 A — ドウエアデバイスの停止」画面び表示された5、 [ OK ] をクリックし 
まず。 

4 「•••はま全に取り外ずことびできまず。」と表示された5、 [ OK ] をクリッ 
クして、 FDD の USB コネクタを本機か5取りがしまず。 


□□□□□□□□□□□ 
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^ FD のセットと取り出し 


ft 

制限 


• FDD アクセスランプ点な中に FD を取り出したり、コンピユータをリセッ 
卜しないでくださし、。 

• コンピユータの電源を切る場合やコンピユータをリセットする場合は、 
'必ず FD を取り出してくださし、。 


セツト方法 



取り出し方法 











^ FD のフオーマット 


FDD に FD をセットしまず。 

[スタート]-「マイコンピユータ」をクリックしまず。 (Windows 2000 
では、 r マイコンピユータ」をダブルクリックしまず。） 

「3.已インチ FD」 をちクリックし r フォーマット」をクリックしまず。 

フォーマットの種類などを設定して[開始]をクリックしまず。 r 警告」が 
表示された場合は [OK] をクリックします。 


フォーマットとは、データを書き込むための領域を作成することで、ネリ期化と 
もいいます。新しい FD を巧用する場合や、登録されているデータをすべて消 
去する場合にフォーマットします。メディアの種類にあったフォーマットを 
斤わないと、データの読み書き エラーが 発生します。 


Jl^ 

制限 


• FD を フオーマツ トすると、登録されている デー タはすべて消失します。 
フオーマツ トする前に、重要な' デー タが登録されていをいことを確認し 
てくだ さし、0 

• Windows XP では 720 K 目の FD をフオー マツ トできません。 


フ オーマツ ト 方法 


Wi 打 dows のフォーマットユーテイリテイを使つた FD のフォーマットは、次 
の方法で巧います。 


ft 

制限 


Windows 2000では Windows の フオーマツトユーテイリテイ を 起動した 
まま、未フオ ーマツト FD を2枚]^:^上連続してフオ ーマツト できません。未 
フオーマツト FD を2枚]^:^上連続して フオーマツト する場合は、 FD を入れ 
かえて下記手順3〜6を繰り返してください。 


12 3 4 


□□□□□□□□□□□ 
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5 「フォーマットび完了しました」と表示された S、[OK] をクリックしま 
ず。 

続けて別の FD をフォーマットする場合は、 FD を入れかえて手順4〜5を 
くりあします。 

0 [閉じる]をクリックし、フオーマツトユーテイリテイを閉じまず。 


^データのバックアップ 


大切なデータは別の FD に登録して予備を作成（バックアップ）しておきます。 
万ーデータを消失してしまつた場合でも、予備のデイスクからデータを複写 
して使用できるのでを心です。 

^ ライトプ□テクト(書き込み禁止） 


ライトプロテクトは、データを書き込めなくすることです。ライトプロテクト 
をした FD には、データの書き込み、削除、フォーマットができません。重要な 
データを登録した FD は、ライトプロテクトをしておくとを心です。 


• 窓が開いているとラ 
イトプ□テクト状態 
でず。 

• 窓び閉じていると 
データを書き込むこ 
とげでさまず。 



ライトプロテクトタブ 
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I モジュラーベイを使う 

本機右側面にはモジュラーベイが装備されています。購入時、本機のモジュ 
ラーベイじは、薄型ドライブが装着されています。薄型ドライブを取り外し 
て、モジュラーベイモジュールを装着することができます。モジュラーベイモ 
ジュールは簡単に交換できるため、本機を用途に応じて使い分けることがで 
きます。 



金 


•モジュラーベイには、弊社が指ましたた(かの機器を装着しないでくださ 
し、。本機がシヨートして义おの原因となります。 

•モジュラーベイに装着されているモジュラーベイモジュールを取り外 
した状態で、本機を使用しないでくださ し、。 本機内部にホ コリ やゴミな 
どが付着して、义災の原因となります。'必ずモジュラーベイモジュール 
を取り付けてお使いください。 

•モジュラーベイモジュールの交換は、本製品の内部が高;届になっている 
ときに行わないでくださし、。义傷の危険があります。本製品の内部が十 
分に;令めてから交換してください。 


□□□□□□□□□□□ 
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^ 装着可能なモジュラーベイモジュール 


^モジュラ 


モジュラーベイには、次のモジュラーベイモジュールが装着できます。 

薄型ドライブ セカンド HDD モジュール（オプション) 



ベイモジユール使用時の制限事項 


モジュラーベイモジュールを使用する前に、次の制限事項を必ず確認してく 
ださい。 

• モジュラーベイモジュールを巧換する場合は、ぶ、ず本機の電源を切った状 
態で巧ってください。 

• モジュラーベイモジュールの分解•改造を行わないでください。 

• モジュラーベイモジュールを取り外した状態で本機を使用しないでくだ 
さい。モジュラーベイじは、 ぶ、 ずモジュラーベイモジュールを取りかけて 
お使いください。 
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^ モシユラーベイモジュールを使う 


モジュラーベイモジュールの使い方は、次の参照先をご覧ください。 


使用用途 

参照ホ 

薄型ドライブを使う 

な P .88 「薄型ドライブを使う」 

セカンド HDD モジュールを使う 

P .95 「HDD (ハードディスク 
ドライブ）を使う」 

ダミーモジュールを使う 

P .87 「 ダミーモジュールを使 

ろ」 

モジュラーベイモジュールの交換 

p .177 「システムの抵;張」 


ダミーモジユールを使ラ 

ダミーモジュールは、本機に標準で添付されています。薄型ドライブなどを装 
着しない場合に、モジュラーベイに取り付けておきます。また、ダミーモ 
ジュールをモジュラーベイに装着すると、次のような効果もあります。 

• 薄型ドライブなどの装着時より本機の質量を軽くできます。 

♦薄型ドライブなどの装着時より本機の消'費電力を巧えることができま 
す。 

ダミーモジュールをモジュラーベイに装着する場合は、 P .177 「システムのあ 
張」をご覧ください。 


□□□□□□□□□□□ 
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国薄型ドライブを使う 

本機右側面のモジュラーベイには、薄型ドライブが装着されています。本機に 
装着されている薄型ドライブの種類と機能は次のとおりです。 

コンボドライブ ： CD メディアの読み込み。 

CD - R / RW メディアへの書き込み。 

DVD メディアの読み込み （DVD VIDEO 再生)。 

ソフトウ卫アやドライバなどをインストールする場合は、薄型ドライブをモ 
ジュラーベイに装着してから斤ってください。 

► メディアのセットと取り出し 


ここでは、メディアのセットと取り出しについて説明します。セットしたメ 
デイアの種類によっては、再生中に振動することがありますが、故障ではあり 
ません。 


fk 

制限 


•ディスクトレイ上の光学レンズに触れたり、傷つけたりしないでくださ 
し、。メディアのデータが読めなくなります。 

• '必要な場合に(かは、ディスクトレイは閉じておいてください。 

•「 B's CUP 」 でフォーマットした CD-R メディアや CD-RW メディアは、イ 
ジェクトボタンを押しても取り出すことができません。 『 B's CUP ユー 
ザーズマニュアル』をご覧くださし、。 







セツト方法 


2 


3 


4 


イジェクトボタンを巧ずと、ディスクトレイび少し飛び出しまず。 



イジェクトボタン 


ディスクトレイ 


ディスクトレイを静かに引き出しまず。 

光学レンズに触れたり、傷つけたりしないでください 
メディアのデータが読めなくなります。 


光学レンズ 



印刷面を上にしてメディアをディスクトレイに載せ、カチッと音びずる 
まではめ込みまず。 



ディスクトレイを手で巧して静かに巧じまず。 





取り出し方法 


イジェクトボタンを巧ずと、ディスクトレイびかし飛び出しまず。 
メディアをディスクトレイか5取り出しまず。 

ディスクトレイを手で巧して静かに閉じまず。 


^ 強制的なメディアの取り出し 


次のような場合には、強制的にメディアを取り出すことができます。 

• 薄型ドライブが故障して、メディアが取り出せない場合 
• メディアをセットしたまま、コンピュータの電源を切ってしまった場合 



12 3 





^ 使用できるメディアの種類 


本機の薄型ドライブで使用できるメディアには、いくつかの種類があります。 
メディアの読み込みや書きをみを行う場合は、必ず本機の薄型ドライブじ適 
応しているメディアを使用してください。 

適応メディア 

本機の薄型ドライブに適応しているメディアは、次のとおりです。 


メディア 

読み込み 

(Read ) 

書き込み 

(Write ) 

CD メディア 

CD-DA 

o 

X 

CD - 民 

o 

o 

CD-RW 

o 

o 

CD-ROM 

o 

X 

DVD メディア 

DVD-ROM 

o 

X 

DVD-R 

o 

X 

DVD - 民 W 

o 

X 

DVD + 民 

X 

X 

DVD+RW 

X 

X 


►メディアの読み込み 


本機の薄型ドライブでは、 CD メディアや DVD メディアに登録されている 
データなどを読み込むことができます。 

CD メディアの読み込み 

本機の薄型ドライブでは、データの読み込みのほかに音楽 CD やビデオ CD 、 
フォト CD などのメディアを再生することができます。これらのメディアを 
使用するためには、別途専用ソフトウてアが必要な場合があります。 


□□□□□□□□□□□ 
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DVD メディアの読み込み 

本機の薄型ドライブでは、データの読みをみのほかに 、 DVD VIDEO を再生 
することができます 。 DVD VIDEO を再生するためのソフトウエア 「Win 
DVD 」 は、購入時にインストールされています。 rWinDVD 」 の詳しい使用方 
法は 、 『Win DVD ユーザーズ マニュアル』 ( pdf ) をご覧ください 。 『Win DVD 
ユーザーズ マニュアル』 は 、 『Win DVD CD - 民 OM 』 に登録されています。 

『Win DVD ユーザーズマニュアル』は次の方法で見ることができます。 
[スターり一「マイコンピュータ （Windows 2000では、「マイコンピュータ」を 
ダブルクリック）」で CD - ROM アイコンを右クリックして「開く」一 「 manual 」 

^ メディアへの書き込み 


データ、音楽、画像などを CD - R メディア、 CD - 民 W メディアに書き込むことが 
できます。 

本機の薄型ドライブには、 バツファ アンダーランエラー4の発生を自動的に巧 
止する機能を搭載しています。そのため、書き込みエラーを未おに防ぐことが 
でき、メディアを無駄にすることなく、を‘!:、して書き込みが行えます。 

* 遅延無く メディアへ書き达まないと、発生するエラーのこと。 

メディアへの書き込みは、ドライブ側のバツファメモリに一時的に書き込むデータを蓄えながら 
書き达んでいる力 i —, 書き込み中にコンピユータで他の作業をするなど、バツファメモリのデータ 
を使い切ってしまうとををする。 

書き&み可能なメディアの種類 

本機の薄型ドライブで書き込みができるメディアは次のとおりです。 

各メディアには書き込みの巧応速度によって異なる種類があります。書き込 
み速度に巧応したメディアを使用してください。 

• CD-R メディア 

データなどを1度だけ書きをむことができます。書きをまれたデータなど 
を消ましたり、移動したりすることはできません。ただし、マルチセツシヨ 
ンという方法により CD - 民メディアに空き容量があれば、繰りおし追記す 
ることができます。 

• CD-RW メディア 

書き込んだデータをフオーマットすることで、繰り返し書き込みが行えま 
す。 
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ライティングソフト 


メディアへの書きこみにはライティングソフトが必要です。本機には 「 B's 
Recorder GOLD 」 と 「 B's CUP 」 が添付されています。 「 B's Recorder GOLD 」 
は購入時にインストールされていますが、 「 B ' sCLiP 」 はインストールされて 
いません。 

‘必要に応じてインストールを行ってください。 

■「 B ' sCLiP 」 のインス トールち;去 

[ B's CLiP 」 のインストール方法は 「 B's Recorder GOLD / B's CliP CD-ROMJ 
の 『 B's CUP クイックガイド』 ( pdf ) をご覧ください。 

『 B's CUP クイックガイド』は、次の方法で見ることができます。 

. [スタートト「マイコンピュータ （Windows 2000の場合は、「マイコンピュータ」 
をダブルクリツク）」で CD - ROM アイコンを右クリックして r 開く」 一 r BsCLiPj 
-「 DOC 」-「 Quick 」 


■ 使用方る 

ソフトウェアの詳しい使用方法は、 『 B ' s 艮 ecorder GOLD ユーザーズマニュ 
アル』、 『 B's CUP ユーザーズマニュアル』をご覧ください。 

これらの マニュアルは、 次の方法で見ることができます。 

.[スタート]-「（すべての）プログラム」- 「 B . H . A 」-「 B ' s 民 ecorder GOLD 5」 
•[スタート] - r (すべての）プログラム」- 「 B . H . A 」-「 B's CUP 」 

メディア書き込み時のま意 

メディ ア への 書き込みを行っているときに、 Windows が省電カ モー ドに切り 
替わると、 メディ ア へのデータ 転送 エラーが をき、書き込みに失敗する場合が 
あります。 

書き込みを始める前に、次の手順で省電力機能を無効にしてください。 

が P .138 「省電力機能を使う」 


1 [スタート]-「コント□-ルパネル」 一r パフォーマンスとメンテナンス」 
をクリックしまず。 

Windows 2000の: t 悬合は、[スタートト「設定」—「コントロールパネル」を 
クリックします。 

P 「電源オプション」アイコンをクリック (Windows 2000の場合は、ダブ 
ルクリック）し、情源オプションのプ□パティ」を表示しまず。 


r 電源設定」タブで r モニタの電源を切る」などすベての項目の時間設定を 
r なし」に変更します。 

[適用]をクリックし、 [0K] をクリックしまず。 


I HDD ( A - ドディスクドライブ)を使う 

HDD は、大容量のデータを高速に記録する記憶装置です。本機では、次の 
HDD を巧用することができます。 

• 内蔵 HDD 

本機には、1基の HDD が内蔵されています。内蔵 HDD には、 Windows がイ 
ンス トールされています。 

• セカンド HDD モジュール（オプション） 

内蔵 HDD のデータをバックアップしたり、大容量のデータを登録したり 
することができます。そのため内蔵 HDD の領域を有測こ利用できます。セ 
カンド HDD モジュールは、モジュラーベイに装着して使用します。 

P .85 「モジュラーベイを使う」 


•誤った操作で重要なデータを破壊しないように々の点に-ま意してくだ 
さい。 

- HDD を分解しないでくださし、。 

- HDD アクセスランプ点灯中に、コンピユータの電源を切ったり、リセッ 
卜しないでくださし、。アクセスランプ点な中は、コンピユータが HDD 
に対してデータの読み書きを行っています。この処理を中断すると、 
HDD 内部のデータが破壊されるおそれがあります。 

-セカンド HDD を落としたり、衝撃を与えたりしないでくださし、。 

• HDD が故障した場合、 HDD のデータを修復することはできません。 

•本機を落としたり、ぶつけたりしてショックを与えると HDD が破壊さ 
れるおそれがあります。ショックを与えないようにま意してくださし、。 
また、持ち運ぶときはま用バッグに入れるなどして、ショックから守る 
ようにしてくださし、。 


►データのバックアップ 


HDD の重要なデータは、別のメディアに予備を作成（バックアップ）しておき 
ます。万一 HDD の故障などでデータが消失してしまった場合でも、バック 
アップを取ってあれば、被害を最低限に巧えることができます。バックアップ 
には、次のような方法があります。 

• 重要なファイルを作成したら、必ず FD や CD - 民など別のメディアにも登録 
しておく。 


制限 


□□□□□□□□□□□ 
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• 専用のバックアップソフトウ卫アを使用して複数のファイルを一度に 
バックアップする。 

► 購入時の HDD 領域について 


内蔵 HDD 

購乂時の内蔵 HDD は、すべての容量が1つの領域として確保され NTFS で 
フォーマット されています。 

内蔵 HDD 領域の構成を変更したい場合は、 Windows の再インストールが必 
要です。 

ご^ P .207 「ソフトウエアの再インストール」 


セカンド HDD モジュール(オプション） 

購入時のセカンド HDD モジュールは、 HDD 領域が作成されていません。セカ 
ンド HDD モジュールをネリめて使用する場合は、次の作業が必要です。 

• モジュラーベイに装着する 

本機右側面のモジュラーベイには、購入時に薄型ドライブが装着され 
ています。薄型ドライブを取り外して、セカンド HDD モジュールを装着 
します。 

P .180 「モジュラーベイモジュールの交換」 

• HDD 領域を作成する 

購入時のセカンド HDD モジュールは、 HDD 領域が作成されていませ 
ん。セカンド HDD モジュールを初めて使用する場合は、 HDD 領域を作 
成する必要があります。 

巧 P .256 「HDD 領域の作成」 
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I PC カードを使う 

本機の左側面には、 PC 力ードスロットが、1スロット装備されています。本機 
では 、 PC Cards ね ndard に準拠した PC カードを装着することができます。 



本機に装着可能な PC 力ードは、次のとおりです。 


装着可能なサイズ 

仕様 

Typell 

CardBus 対■応 


制限 


• PC 力ードによっては、き用のデバイスドライバが'必要です。詳しくは 、 PC 
力ードに添付の マニュアルを ご覧ください。 

• FAX モデムカードや、ネットワークカードなどは、使用途中に、電源の供 
給が停止されると、不具合が発生する可能性があります。これらの力一 
ドを 使用 するとき は、 省電力機能を無効にしてくださし、。 

が P .138 r 省電力機能を使う」 

• PC 力ードスロットに FAX モデムカードを取り付けて使用する場合には、 
回線の呼び出し音が鳴らなし、 FAX モデムカードもあります。これは、 
CardBus の仕横によるもので故障ではありません。 

• PC 力ードのお状によっては装着できない力ードがあります。 


□□□□□□□□□□□ 
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^ PC 力ードのセットと取りがし 


ft 

制限 


• PC 力ードを取り扱うときは、あらかじめ金属製のものに触れて、静電気 
を逃がしてくださし、。 PC 力ードやコネクタ部に静電気が流れると、故障 
することがあります。 

• PC 力ードは、電源を切らずに巧き差しすることができます。ただし、省電 
カモード時は PC 力ードの巧き差しを行わないでくださし、。システムが 
正常に動作しなくなる場合があります。 


PC 力ードのセット 

PC 力ードは、次の手順でセツトします。 


1 PC 力ードス□ツトにダミーカードがセツトされている場合は、 P.1 00 

「PC 力ードの取り外し」を参照してダミーカードを取りがしまず。 

ダミーカードは PC 力ードを使用しないときに、スロットにセットしてお 
きます。 



P PC 力ードを PC 力ードス□ツトに挿入します。 

PC カードの表面を上にして、奥までしっかりと押し込みます。 











3 コンピユータの電源び切れている場合は、電源を入れまず。 

4 認識されると PC 力ードび使用でをます。 

正しく PC 力ードがセットされると認識音が鳴り、タスクバーに 「PC カー 
ド」アイコンがま示されます。 

「PC カード」アイコンをダブルクりックすると、 PC カードの内容を確認 
できます。 

全 ろ 

く Windows XP > く Windows 2000> 

PC 力ードによっては r 新しいハードウエアの追加ウィザード」または「デバ 
イスドライバウィザード」力 S を動します。メッセージに従ってデバイスドラ 
イバを選が、またはインストールしてください。インストール中に 
[Windows CD - ROM 」 を要求された場合は、添付の r リカバリ CD Disci 
( Windows 2000はりカバ'リ CD )」 をセツトしてください。 



PC 力ードの内容の確認 

タスク バーに ある 「PC カー ド」アイコンをダブルクリックし、 「ハー ドウ エア 
の使全な）取り外し」画面で[プロパティ]をクリックすると、 PC 力ードの内 
容を確認することができます。 


□□□□□□□□□□□ 
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PC 力ードの取り外し 


PC 力ードは、次の手順で取り外します。 


fk 

制限 


本機にセットされていた PC 力ードは、高;届になっている可能性がありま 
す。义傷にま意して取り外してください。 


「 PC 力ードの終了処理」を巧うか、またはコンピユータの電源を切りま 
ず。 

PC 力ードの終了処理は、々の手順で行います。 

〇タスクバーの 「 PC 力ード」アイコンをダブルクリックします。 
©取り外す PC 力ードを選択して[停止]をクリックします。 

包画面の指示にしたがいます。 r を全に取り外すことができます。」と表 
示されたら、 PC 力ードの終了処理は完了です。 
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PC 力ードが出てきた5、まっすぐに引き巧きまず。 

取り外した PC 力ードは、専用のケースなどに入れて大切に保管してくだ 
さい。 

ダミーカードを PC 力ードス□ットに挿入しまず。 

コンピュータ内部にホコリが入らないように、おずダミーカードを挿入 
しておいてください。 






I 赤外線通信を使う 

本機の左側面にはホ外線通信ポートが装備されています。本機のホ外線通信 
ポートとホ外線®信機能を持つ機器の間で、データのやり取りができます。ホ 
外線通信はケーブルの接続をせずに、簡単にデータの通信を行うことができ 
ます。ホ外線®信を行うためには、通信用のソフトウ卫アが別途必要です。ま 
た®信を行うコンピュータ同±では、お互いに同じソフトウエアを使用する 
必要があります。 


本機のホ外線通信機能は、次の仕様に巧応しています。 


仕様(通信モード） 

特長 

使用するソフトウエア例 

FIR (Fast Infra 民 ed) 

通信速度 4Mbps 

ワイヤレスリンク 

SIR (Serial Infra 民 ed) 

通信速度115.2 Kbps 


本機は、通常円民モードで通信を行います。通信を行う相手の機器が SI 民モー 
ドのときは、本機の通信モードが SI 民モードに自動で切りをわります。 


^ ホが線デバイスの設定 


本機でホ外線通信を行うためには、ホ外線デバイスの設定が‘必要です。購入時 
には設定されていません。手順にしたがって設定を行ってください。 


Windows XP の場合 

Windows XP のホ外線デバイスの設定は、次の手順で行います。 


2 

3 

4 

5 


[スタート] - r コント□-ルパネル」 一 r パフォーマンスとメンテナンス」 
- r システム」をク U ックします。 

「 A - ドウエア」タブー[デバイス マネー ジャ]をクリックしまず。 
r ホが線デバイス」一 rirDA 高速赤外線ポート」をダブルクリックしまず。 
r 詳細設定」タブをクリックします。 

「プ□パティ」欄より「赤外線トランシーバ A 」を選択し、 r 値」か S 
「HP HSDL - 2300/3600」を還択して [ OK ] をク U ツクしまず。 
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Windows 2000の場合 

Windows 2000の赤外線デバイスの設定は、次の手順で巧います。 


2 

3 

4 

5 


[スタートト「設定」 一 r コント□-ルパネル」 一 r システム」をダブルク 
リックしまず。 

「 A - ドウエア」タブー[デバイス マネー ジャ]をクリックします。 
r 赤外線デバイス」一 rirDA 高速ホが線ポート」をダブルクリックしまず。 
r 詳細設定」タブをクリックします。 

口 □パティ」欄より r ホが線トランシーバ A 」 を還択し、「値」か S「HP 
HSDL - 2300/3色00」を還択して [ OK ] をク U ックしまず。 


^ホが線通信の実行 


通信時のま意 

• ホ外線通信機器の間に障害物を置かないでください。 

• ホ外線®信中は、ホ外線®信機器を動かさないでください。通信が切断さ 
れることがあります。 

• 直が日光やを光灯などの強い光がホ外線通信ポートに当たらないように 
してください。誤動作をすることがあります。 

• 才ーデイオ機器の リモコン や ワイヤレスへ ッ ドホンな どをホ外線通信 
ポートに向けないでください。誤動作をすることがあります。 




通信可能な距離 

ホ外線通信を行うときは、お互いのホ外線®信ポートが真正面に向い合うよ 
うに設置して、通信してください。2つのホ外線通信ポートの位置は lm & 内 
で、角度は垂直水平共に15度な内に設置します。 

ホか線ポート 


赤外線通信の実行 

Windows の r ワイヤレスリンク」を使ったホ外線通信は、次のとおり行いま 
す。 



2台の赤外線通信ポートを通信可能節囲に設置します。 

ホが線ポートを検出ずると、タスクバーに表示されまず (Windows 
2000の場合はデスクトップに r ワイヤレスリンク」アイコンが表示され 
まず)。 

送信側の r ワイヤレスリンク」をダブルクリックしまず。 

送信ずるファイルを指定して[送信]をクリックしまず。 

受信側に、にのファイルを受信しまずか？」と表示された S [はい]をク 
リックしまず。 

• •正常にファイルを受信しました。」と表示された5 [開じる]クリック 
しまず。 

受信されたファイルは、デスクトップ上に保存されます。 
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表示装置を使ラ 


本章では、使用可能な表示装置とその切り替え方法について説明します。 
本機で表示可能な表示装置は次のとおりです。 

• LCD ユニット（本体） 

• 夕 M 寸けディスプレイ（アナログタイプのみ） 


LCD ユニット 


本機は、14.1型 TFT SXGA + カラー LCD (液晶ディスプレイ）を搭載していま 
す。 


Jl^ 

制限 


LCD の表示中に、次の現象が起きることがあります。これは、カラー LCD 
の特性で起きるもので故障ではありません。 

•液晶ディスプレイは、高精度なお術を駆使して230万•^：Lbの函素から作 
られていますが、画面の一部に常時点灯あるいは常時消灯する画素が存 
在することがあります。 

• 色の境界線上に筋のようなものが現れることがあります。 

• Windows の背景の模様や色、壁紙などによってちらついてみえることが 
あります。この現象は巿松模様や横縮模様といった特殊な'パターンで、 
背景が中間色の場合に発生しやすくなります。 


明るさの調整 


画面の明るさの調整は次のキーで巧います。 


キー操作 


C Fn 」+〔 F5 〕西 


Fn 


-| F6 ) 固 


状態 


暗くなる 


明るくなる 


□□□□□□□□□□□ 


105 




















バックライトの消归 


本機を使用していない間、バックライトを消'灯することで消費電力を巧える 
ことができます。パックライトの消灯は次の方法で行います。 

• r ^+ rTTi 圆を押す：本機が起動した状態で押すとバックライトを 

消灯します。もう一度押すとバックライトが 
点灯します。 

• LCD ユニットを閉じる ： LCD ユニット を閉じると スタンバイモード 

に移行してバックライトが消灯します。本機 
では、 LCD ユニットを閉じたときの動作の設 
定変更が行えます。 

P.106 「 LCD ユニットを閉じたときの 
動作」 


LCD ユニットを閉じたときの動作 

LCD ユニット を閉じたときにスタンバイ モード や休止状態に移るなどの動 
作を設定できます。ネリ期値は「スタンバイ」です。 

設定は次のプロパティ画面から行います。 

Windows XP :[スタート]-「コントロールパネル」一「パフォーマンスと 
メンテナンス」一「電源オプシヨン」一「詳細設を」タブ 
Windows 2000 :[スタート]-「設を」一「コントロールパネル」一「電源オプ 
シヨン」一「詳細」タブ 



LCD ユニットを閉じたとき 
の動作を設定します。 


電源スイッチを押したと 
きの動作を設まします。 


r Fn l + r F1 I を巧したとき 
の動作を設まします。 


(Windows XP の場合〉 
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ビデオプロジェクタへの接続 

ビデオプロジェクタは本機の VGA コネクタに接続して表示することができ 
ます。 



► 外付けディスプレイ 


ディスプレイの接続 

本機では、外付けデ イス プレイ（アナログタイプのみ）を接続して使用できま 
す。ディスプレイの接続は、次の手順で行います。 


本機と外付けディスプレイの電源を切りまず。 

外付けデイスプレイの接続コードを本機背面の VGA コネクタ（口）に 
接続しまず。 



が付けディスプレイと本機の電源を入れまず。 


1 2 


□□□□□□□□□□□ 
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^ が付けディスプレイに表示するには 


本機に外付けディスプレイを接続したときは、次の組み合わせで画面を表示 
することができます。 

♦ LCD 画面のみに表示 

♦ 外付けディスプレイのみに表示 

♦ LCD 画面とが付けディスプレイに同じ画面を表示 

♦ 大きな1つの画面を、 LCD 画面と外付けディスプレイにか割し、仮想的に並 
ベて表示（マルチモニタ機能） 

P .109 r マルチモニタ機能」 

表示装置の切り替え方法 

表示装置の切り替えは、次の方法で行います。 

♦ キーボードで操作する 

fF^n + ffT ] (區逊）を押すたびに表示装置が切り替わります。表示装 
置を切り替える場合は、接続している表示装置を自動的に認識するため、 
接続していない表示装置には切り替わりません。 

表示装置の組み合わせは次のとおりです。 

- LCD 画面のみに表示 

-外付けディスプレイのみに表示 

- LCD 画面と外付けディスプレイに同じ画面を表示 


ft 

制限 


• マルチモニタ機能はキーボードで切り替えできません。 
p .109 「マルチモニタ機能」 

•動画の再生中やゲームソフトの起動時には、キーボードで表示装置の切 
り替えができないことがあります。 
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画面で}采作する 

タスクバーの 「 Intel (民 ） Graphics Tech 打010呂 y 」 アイコンをクリックし、表示 
されるメニューの「ダラ フィ ックオプシヨン」一「出力先」から選がします。 




< Intel ( R ) Graphics Technology アイコン> 


「出力先」から、次の表示装置を選択できます。 


出力先 

表示装置 

「ノートブック」 

LCD 画面のみ 

「 PC モニタ」 

外付けディスプレイのみ 

rIntel Dual Display Clone 」-「 PC モ 

LCD 画面+外かけディスプレイ 

ニタ + ノートブック」 

(同じ画面を表示） 

「拡張デスクトップ」 

LCD 画面+外付けディスプレイ 

(マルチモニタ機能） 

とすコ P .109 r マルチモニタ機能」 



表示装置を 
還がします。 


〈Windows XP の場合> 


マルチモニタ機能 


マルチモニタ機能を使用すると、大きな1つの画面を本機の LCD 画面と外が 
けディスプレイを仮想的に上下左右に並べて表示できます。このため、2つの 
アプリケーションを別々の画面で表示することができます。 


ft 

制限 


マルチモニタ機能では、「セカンダリデバイス」側のデイスプレイに DVD 
VIDEO の再生画面を表示することができません。 


□□□□□□□□□□□ 
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マルチモニタ機能の設定は、次の手順で行います。 


タスクバーのなアイコンをクリックしまず。 

r グラフィックオプション」一 r グラフィックのプ□パティ」をクリックし 
ます。 

「 Intel (民）82852/82855 GM/GME Graphics Controller のプ ロ パテイ」画 
面が表示されます。 

r 招;張デスクトップ」をクリックし、 r プライマリデバイス」、 r セカンダリ 
デバイス」を設定しまず。 

レートブック」は LCD 画面、 「 PC モニタ」は外付けディスプレイです。 
「プライマリデバイス」側のデイスプレイには、[スタート]メニューや夕 
スクパーが表示されます。 



K 張デスクトップ • 


[0 K ] をクリックしまず。 

確認画面が「プライマリデバイス」側のディスプレイに表示されます。 

確認画面で [0 K ] をクリックしまず。 

[スタートト隘了オプション (Windows 2000の場 S ホ、「シャットダ 
ウン」）]で Windows を再起動しまず。 

これでマルチモニタ機能の設定は終了です。 
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解像度や表示色を変更する 

本機の画面の解像度や表示色数の変更や、そのほか表示に関する設定につい 
て説明します。変更時には、 Windows のヘルプも参照してください。 



セーフモー ドでの起動 


本機のディスプレイ機能で表示できない解像度を選択すると、 Windows を再 
起動したときに、画面が乱れる、何も表示されないなどの現象が起こること 
があります。このような場合は、セーフモードで起動して再設定を行ってく 
ださい。 

P .238 「LCD ユニットの 不具合」 


^解像度や表示色の変更方法 

Windows XP の場合 


1 [スタート] - r コント□-ルパネル」一「デスクトップの表示とテーマ」一 

「画面解像度を変更ずる」をクリックしまず。 

P 「画面の解像度」、 r 画面の色」などの項目を設定したい内容に変更しまず。 


解像度を 
設定します。 


-3 T . 巧卜り | K 巧-厅 -■!=- づ " I ’., n 
口 "了イリ， fi . ミに？ r — »*1がサ Txnu 
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表示色を 
設定します。 
























3 


項目を変更した s 、 [適用]をクリツクし、画面のメッセージに従って操作 
しまず。 


Windows 吕〇00①場合 


2 

3 


4 


[スタートト「設定」 - ロント□-ル/ 口、ル」-「画面アイコンをダブル 
クリックしまず。 

r 設定」タブをクリックしまず。 

r 画面の領域」、 r 画面の色」などの項目を設定したい内容に変更しまず。 


tHiuM 
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表示色を 
設をします。 



.解像度を 
設をします。 


項目を変更した S 、 [適用]をクリツクし、画面のメツセージに従って操作 
しまず。 




















^ 表示できる解像度と表示色 


本機で表示可能な解像度と表示色は次のとおりです。 

LCD ユニットと外付けディスプレイじ同時じ表示する場合は、同じ画面が表 
示されます。 

マルチモニタ機能では 、 LCD ユニットと外付けディスプレイで別の解像度で 
表示できます。 

P .108 「外付けディスプレイに表示するには」 


i!^ 

制限 


I下記かの設をを選がすることもできますが、それらの設をに関しては 
動作イ呆証していません。 

I接続する外付けディスプレイの仕横により、下記の解像度や表示色を設 
をできない場合があります。 

I解像度や表示色が高いと、動画再生ソフトなどを再生するときに、正常 
に表示できないことがあります。そのような場合は、解像度または表示 
色を下げてみてください。 


Windows XP の場合 


LCD またはか付けディスプレイのみに表示/マルチモニタ機能 


表示装置 

表示色 

解像度 

中 

(16 ビット） 

最局 

(32 ビット） 



800 X 600 ドット 

〇 

〇 


LCD ユニット 

1024x768 ドット 

〇 

〇 



1280x 1024 ドット 

〇 

〇 



1400 X1050 ドット 

〇 

〇 

外付けデイスプレイ 

1600 X1200 ドット 

〇 

〇 


LCD とか付けディスプレイで同じ画面を表示 


表示装置 

表示を 

解像度 

中 

(16 ビット） 

最局 

(32 ビット） 

LCD ユニット / 

外付けデイスプレイ 

800 X 600 ドット 

〇 

〇 

1024x768 ドット 

〇 

〇 

1280x1024 ドット 

〇 

〇 


□□□□□□□□□□□ 
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Windows 2000の場合 

LCD または外付けディスプレイのみに表示/マルチモニタ機能 


表示装置 

表示を 

解像度 

256色 

HighColor 

(16 ビット） 

TrueColor 

(32 ビット） 



640x480 ドット 

〇 

〇 

〇 



800 X 600ドット 

〇 

〇 

〇 


LCD ユニット 

1024 X768 ドット 

〇 

〇 

〇 



1280x1024 ドット 

〇 

〇 

〇 



1400XI050ドット 

〇 

〇 

〇 

外かけデイスプレイ 

1600X1200ドット 

〇 

〇 

〇 


LCD と外付けディスプレイで同じ画面を表示 


表示装置 

表示包 

解像度 

256を 

HighColor 

(16 ビット） 

TrueColor 

(32 ビット） 

LCD ユニット / 

外付けデイスプレイ 

640x480 ドット 

〇 

〇 

〇 

800 X 600ドット 

〇 

〇 

〇 

1024x768 ドット 

〇 

〇 

〇 

1280x1024 ドット 

〇 

〇 

〇 




サウンド機能を使ラ 

本機には、サウンド機能が搭載されています。 


k 



内蔵マイク 

本機の LCD ユニットの画面下には、マイク（モノラル）が内蔵されています。 
この内蔵マイクを巧って、音声を録音することができます。 


•へッドフォンやスピーカは、ボリュームを最小に調節してから接続し、 
接続巧に音量を調節してくださし、。 

ボリュームの調節が大きくなっていると、思わめ大音量が聴覚障害の原 
因となります。 


内蔵ステレオスピーカ 

本機の底面には、ステレオスピーカが内蔵されています。この内蔵スピーカを 
使って、音源からの音声を出力することができます。 













音量の調節 

スピーカの音量は次のキーを押して調節します。 

[Fn ) + [ F10 ]( [ …邮 " I )を押すとミュートになり、もう一度押すとミュ 
卜ぅ S 解除されます。 

r ^+ 口 m (田の）を押すと音量が小さくなります。 

[Fn ) + f F12 I( I ‘■",>)] ) を押すと音量が大きくなります 0 


ft 

制限 


PC 力ー ド やアプリケーションによっては、ファンクションキーで 音量 調節が 
できないものがあります。詳しくは、 PC 力ー ド やアプリケーシヨンに添付 
の マニュアルを ご覧ください。 


音を鳴5したり、録音したりずるには 

Windows 標準のサウンドユーテイリテイを使用します。音楽 CD 、 WAVE ファ 
イル、 MIDI ファイルの再生や、 WAVE ファイルの作成なども可能です。 

サウンドユーテイリテイは[スタート]-「（すべての）プログラム」-「アクセ 
サリ」-「エンターテイメント」フォルダに登録されています。 
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^ 外部オーディオ機器などの接続 


本機右側面には、外部スヒーカやマイクなどを接続するためのコネクタが標 
準で装備されています。各コネクタの位置と使い方は、次のとおりです。 


スピーカ や マイクの 接続 

スピーカを接続すると内蔵スピーカの機能は自動的に無効になります。 


マイク 入カ コネクタ:^ 

マイクを接続して、音声を本機に入力する 
ためのコネクタです。入力した音声は、本 
機のサウンド機能じより録音、再生を巧う 
ことができます。 


へッドフオン出力/光デジタルオーデイオ 
出力 （S/PDIF) コネクタ Mr 

へッドフォンやスピーカを接続した場合は 
へッドフホンコネクタとして磯能します。 

MD デッキなどデジタルオーデイオ機器と 
接続した場合は光デジタルオーディオ出力 
コネクタとして機能します。 

光デジタルオーディオ機器との接続 

光デジタルオーデイオ出力 （S ぶ DIF ) コネクタには、デジタルオーデイオ機 
器のデジタル乂力端子を接続します。本機からの音声を MD に録音すること 
ができます。また 、 DVD VIDEO 再生時の音声を 5.1 チヤンネルサラウンドス 
ピーカシステムで出力することもできます。 

デジタルオーデイオ機器との接続には市販の r 光デジタル接続ケーブル（丸 
型）」を使用します。 


ft 

制限 


本機から出力されるサンプリングレートは 48 KHZ 固有のため、サンプリ 
ングレート変換機能が搭載されていないデジタルオーデイオ機器では、本 
機から出力される音声データを録音できません。 




□□□□□□□□□□□ 
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I FAX モデムを使ラ 


婆 


本機には 56 K ： bps ( V .90/ K 56 flex 巧応）の通信速度に巧応した FAX モデムが搭 
載されています。 


• FAX モデムを々の回線に接続しないでくださし、。発熱し义災の原因とな 
ります。 

-構内交換機 ( PBX ) 

- 2線式でない回線（ホームテレホンやビジネスホンなど） 

-に DN 対応公衆電話のデジタル側ジャック 


►お使いになる前に 


使用回線について 

本機は、ダイヤル回線でも、プッシュ回線でも使用できます。使用している回 
線がどちらかわからないときは、 NTT へお問い合わせください。ダイヤル回 
線、プッシュ回線の選択は、添付されている通信ソフトや、 Windows 上で設定 
することができます。 

• ダイヤル回線(パルス）：回転式ダイヤル電話のようじ、ダイヤルの戻る時 

間によりダイヤルパルス信号を送り、相手につな 
げる方式の電話回線のことです。 

• プッシュ回線（卜ーン）：押しボタン電話機のようじ、 r ピ.ポ.パー」と卜一 

ンによる信号を送り、相手につなげる 方式の電話 
回線のことです。 


特殊な電話機•回線での使巧 

• PBX やホームテレホン回線への接続 

本機の FAX モデムは、構内交換機 ( PBX ) や ホームテレホン、 ビジネス ホン 
などの2線式でない回線および ISDN 対■応公ホ電話のデジタル側ジャック 
に接続して使用できません。モデムに必要は上の電流が流れ、故障の原因 
じなります。これらの回線には接続しないでください。 
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• キャッチホンサービスについて 

NTT のキャッチホンサービスや他社の類似サービスを利用してぃる場合、 
キャッチホンの呼び出し音によって通信中の回線が切断されます。モデム 
を接続する回線では、キャッチホンサービスの利用は避けてくださぃ。な 
お、この現象を回避できるサービスにつぃては、 NTT または、類似サービス 
の供給元へお問ぃ合わせくださぃ。 

通信速度の制限 

本機のモデム機能は、および K56flex* 2 通信方式により、最大受信速度 
(プロバイダなどの巧手側から本機側への方向）は、 56000 bps 、 最大送信速度 
(本機からプロバイダなどの巧手側への方向）は、 33600 bps になります。 

ただし、この最大送受信速度は、接続先のプロバイダやアクセスポイントなど 
の電話回線状況、モデムの性能や送出レベルなどにより変化します。また、接 
続先のプロバイダなどが同じ規格に対応しており、お客様の電話回線がつな 
がる電話局の交換機とプロバイダまでの通信経路がデジタル化されてぃる必 
要があります。 

* 1 V.90 : ITU-T 国際電気通信連合が制定した通信規格 

IC56flex : Lucent Technologies 社と艮〇 ckwell International 社力 s 提唱する 

通信規格 

データ通信や FAX 通信を行う 

モデム機能を使って、データ通信や FAX 機能を使用するには、別途通信ソフ 
トウ卫アが必要です。通信ソフトウ卫アのインストール方法や使ぃ方につぃ 
ては、通信ソフトウエアに添付のマニュアルをご覧くださぃ。 

AT コマンドについて 

本機のモデム機能では、モデム制御コマンドとして、 「AT コマンド」を採用し 
てぃます。 AT コマンドにつぃては、 P.263 「AT コマンドの使用」をご覧くださ 

ぃ。 

国モードの設定について (Windows XP のみ） 

本機の r 国モード」は、次の場巧で r 日本」に設定されてぃます。この設定は変更 
せずに使用してくださぃ。 

♦国モードの設を 

[ スタート ]- 「コントロールパネル」一「ハ ° フォーマンスとメンテナンス」 
- 「システム」 - 「ハードウエア」タブ-[デバイス マネー ジヤ ] - 「モデム」 
- 「 Agere System AC'97 Modem 」 - 「詳細設定」 タブ - 「国また は 化域の選 
択」 


□□□□□□□□□□□ 


119 


インターネットに接続するには 


インター ネッ トのホームぺージを 見たり、 メールを 交換するには、 インター 
ネッ 卜 への接続が必要です 。 FAX モデムを 使用して インター ネッ トに 接続す 
る場合の作業の流れは次のとおりです。 


/ 電話回線の接続 

本機の FAX モデムコネクタと 電話回線を接続します。 
な P .35 r 電話回線への接続をする」 





/タイヤルずるための準備 

ダイヤル情報 t 国」や r 市外局制など）を設定します。 
が p .123 r ダイヤル情報の設定」 




プ□バイダとの契約とアカウントの登録 

個人でインター ネッ トを利用するには、インター ネッ ト•サービス •プロバ 
イダ(な降 プロ バイダ）と契約して、接続のための各種設定を行います。 
契約方法には、大きく分けて次の2つの方法があります。 


〇オンラインで契約ずる。 

電話回線を使用してプロバイダと契約します。インターネットに接続 
している状態で契約を行うため、画面の指示に従って情報を入力して 
いくと、インターネット接続のための設をが自動的に行われます。そ 
の場で契約してすぐにインターネットを使えますが、支仏いについて 
はクレジットカードミ夫-;きになります。 

V_ 


か \ガキゃ電話で申 し込み、 契約ずる。 

プロバイダにハガキゃ電話で申し込みをすると、インターネットに接 
続するための資料が送付されます。資料の内容をもとにインターネッ 
卜接続のための設ををを自で行います（ダイヤルアップ接続の設を)。 
支化いについては、銀行振込などが利用できます。 

P . 123 r 手動でダイヤルアップ接続の設定をする」 





/回線接続前の設定 (Windows XP のみ） 

WindowsXP で使用する場合に‘必要な設定をします。 
とす^ p .128 r 回線接続前の設定 (WindowsXP のみ)」 



/接続 

インターネットに接続します。ブラウジング（インターネット閲覧）や、 
メール交換が可能になります。 

本書では、ブラウジングソフトとして「 Internet Explorer (インターネット 
エクスプローラ）」、メールソフトとして「 Outlook Express (アウトルック 
エクスプレス）」を使用することを前提に記載しています。 

と黃~" P .130 r Internet Explorer と Outlook Express の使い方」 



モデムを使わずにインターネットに接続する 

FAX モデムを使わずに、次の方法でインターネットに接続することができま 
す。 

• に DN 回線を利用する 

FAX モデムの化わりに TA (ターミナルアダプタ）を使用します。接続方法 
は TA の取扱説明書をご覧ください。 

• ネットワークを利用する 

インターネットに據続された LAN などに接続します。お使いになるネッ 
トワーク機器に添付のマニュアルゃネットワーク管理者の指示に従って 
ください。 

• ケーブルテレビの回線を利用する 

詳しくは CATV 会社にお問い合わせください。 

• ADSL をネリ用する 

詳しくは ADSL サービス会社にお問い合わせください。 




プ□バイダの選択 


プロバイダは、サービスや料金体系、使用頻度やアクセスポイントなどを考慮 
して、使い方に合わせて選びます。不明点はプロバイダにご確認ください。 


インターネツトにかかる費用 

インターネットを利用する場合に発生する費用はな下のとおりです。 

• ネ刀期費用：プロバイダへ契約時に支キムいます。 

义会費、登録料のようなものです。無料の場合もあります。 

• 基本料金：月または年ごとにプロバイダへ支化います。 

通信の有無に関わらず請求される一定の料金です。基本料金だ 
けで数時間は無料で使用できます。使用時間別や通話料金込み、 
使い放題などの コース があります。 

• 追加課金：基本料金での巧応時間を超えた分だけプロバイダへ支化いま 
す。基本料金で使用できる時間を超えると、分あたりいくらとい 
う追加料金が加算されます。 

• 通話料金：プロバイダのアクセスポイントまでの通話料金です。契約して 
いる電話会社へ支キムいます。 

アクセスポイントとは、プロバイダが用意している接続化点で 
す。プロバイダへ支キムう料金が割をでも、アクセスポイントが市 
内通話エリアにないと通話料金が割高になります。料金無料の 
プロバイダもあります力5—、アクセスポイントが遠いときは、別の 
プロバイダを選んだ方がをい場合もあります。市内通話エリア 
内にプロバイダのアクセスポイントがあるかどうかを確認して 
おきましよう。 


インターネットを使ラ上でのミち意 

インターネットゃ電子メールを利用すると、簡単に情報が得られたり、メッ 
セージを手軽に送ったりすることができますが、その反面注意しなければな 
らないこともあります。次の点に気をつけて使用してください。 

• インターネット上の情報は、すべてが正しいとは限りません。正しい情報 
であることを十分に見極めて、有効に活用する必要があります。 

• メールは途中経路の障害などにより、‘必ずしも届くとは限りません。 

• メールは 世界中の夕くの コン ピユータを経由して届けられるため、セキユ 
リテイカ邱1保されません。第ミ者力 5' 内容を見る可能性があります。 

• ウイルスに感染したメールを受信したり、気づかずに送信してしまうこと 
があります。 

P .148 「コン ピ ユータウイルスの 検索.駆除」 


^ ダイヤルするための準備 


ダイヤル情報の設定 


モデムの設定をしていない場合は、市外局番やダイヤル方法などの設定を巧 
います。 


ダイヤル情報の設定画面を表示しまず。 

Windows XP 

[スタート]-「コントロールパネル」一「プリンタとそ 

の化のハードウエア」一「電話とモデムのオプション」 

Windows 2000 : 

[スター ト]- 「設を」一「コントロールパネル」一「電話 

とモデムのオプション」 

「登録名」、個名/地域」、怖が局围、 r 外線発信番号」や r ダイヤルち法」な 

どを設定しまず。 



^手動でダイヤルアップ接続の設定をする 


はがきや電話で加乂申しをみをした場合は、プロバイダから提示された資料 
に基づいて各種設定を行います（ダイヤルアップ接続の設定)。本書の手順は 
設定方法の一例です。プロバイダから設定方法資料が提供されている場合は、 
そちらを参照してください。 


□□□□□□□□□□□ 
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接続に関する用語一覧 

プロバイダによって設定項目の呼びかたが異なる場合があります。本書での 
記述とプロバイダが使用する類似名称の一例です。 


本書での記述 

類似名称 

接続ユーザー名 

ューザ名、コネクション ID、PPP ログイ ンを、了カウン 

卜名、アカウント JD 、 接続 ID JD 番号、接続アカウン 

卜、ダイアルアップログインを 

接続パスワード 

パスワード、 PPP パスワード、ダイヤルアップパスワー 

ド、ネル巧パスワード、コネクションパスワード 

メールアカウント 

Mail アカウントを、メールボックスを、メールボック 

ス、メールアカウントを、 Mail アカウント、アカウント 

名 

メールパスワード 

Mail パスワード、パスワード、ネリ期パスワード 

受信メールサーバ 

メールサーバ 、受信 メールサーバ ( POP 3) 

送信メ ール サーバ 

メールサーバ 、送信 メールサーバ ( SMTP ) 


ダイヤルアップ接続の設定をずる （Windows XP ) 

手動でダイヤルアップ接続の設定を行う手順は、次のとおりです。 


2 

3 

4 


[スタートト r ずべてのプ□グラム」 一 r アクセサリ」 一 r 通信」一「新しい 
接続ウイザード」をクリックしまず。 

r 新しい接続ウイザードの開胤と表示された5、[次へ]をクリックしま 
ず。 

「ネットワーク接続の種類」と表示された5、「インターネットに接続ず 
る」にチェックび付いている状態で[巧へ]をクリックします。 

r 準備」と表示された s 、 r 接続を手動でセットアップずる」にチェックを 
付けて[巧へ]をクリックしまず。 



r インターネット接続」と表示された5、 r ダイヤルアップモデムを使用し 
て接続ずる」にチェックを付けて[次へ]をクリックします。 

愼続名」と表示された5、アクセスポイントの名前を入力して[巧へ]を 
クリックします。 

「ダイヤルする電話番号」と表示された5、アクセスポイントの電話を号 
を入力して[次へ]をクリックしまず。 

r インターネットアカウント情報」と表示された5、プ □ / f イダか5指定 
されている r ユーザー名」、 r パスワード」をそれぞれの項目に入力して[巧 
へ]をクリックしまず。 

r 新しい接続ウィザードの完了」と表示された5、院了]をクリックしま 
ず。 

[スタ ー ト] - r 接続」 一 r (手順色で設定したアクセスポイントの名前)」を 
クリックします。 

[プ□パティ]をクリックします。 

プ□バイダか 5 DNS (ネーム)サーバのアドレスを指定されている場合 
は;夕の設定を行います。 

〇「ネットワーク」タブの「インターネッ ト プロトコル（ TCP / IP )」の[プ 
ロパティ]をクリックします。 

〇「々の DNS サーパーのアドレスを使う」にチェックを付けます。 

包「優先 DNS サーパー」、「代替 DNS サーバー」に、プロバイダから指をさ 
れている DNS (ネーム）サーパのアドレスを入力し、 [0 K ] をクリック 
します。 

「全般」タブー「ダイヤル情報を使う」にチェックを付けて [0 K ] をクリッ 
クしまず。 

[キャンセ J レ]をク U ックします。 

p .128 「回線接続前の設定 ( WindowsXP のみ）」に進みます。 


5 6 7 8 


9 〇 


2 


3 4 


ダイヤルアップ接続の設定をずる （Windows 2000) 

手動でダイヤルアップ接続の設定を行う手順は、次のとおりです。 


2 

3 

4 

5 


6 

7 

8 


[スタートト「プ□グラム」 — r アクセサリ」 — r 通信」— r インターネット 
接続ウィザード」をクリックしまず。 

r インターネット接続ウィザードの開始」び表示された S 、 r インターネッ 
卜接続を手動で設定するか、 • • •」にチェックを付けて[巧へ]をクリック 
します。 

r インターネット接続の設定」び表示された5、 r 電話回線とモデムを使つ 
てインターネットに接続しまず」にチェックを付けて、[次へ]をクリック 
しまず。 

r ステップ1:インターネットアカウントの接続情報」び表示された5、ア 
クセスポイント電話を号を入力します。 

プ□バイダか 5 DNS (ネーム)サーバのアドレスを指定されている場合 
は[詳細設定]をクリックして次の設定を巧いまず。 

〇「詳細接続プロパティ」画面が表示されたら、「アドレス」タブをクリッ 
クします。 

包 「ISP による DNS (ドメインネームサービス）アドレスの自動項目割り 
当て」項目の「常に使用する設を」にチェックを付けます。 

包「プライマリ DNS サーパー」、「別の DNS サーパー」に、プロバイダから 
指をされている DNS (ネーム）サーパのアドレスを入力し、 [0K] をク 
リックします。 

r ステップ1」画面で[次へ]をクリックしまず。 

r ステップ2:インターネットアカウントの□グオン情報」び表示された 
5、プ□バイダか5指定されている r ユーザー名」、 r パスワード」を入力 
し、[巧へ]をクリックしまず。 

r ステップ3:コンピュータの設定」び表示された S 、 任意の r 接続名」を入 
力し、[次へ]をクリックします。 


126 


r インターネットメールアカウントの設定」び表示された 5、 r はい」に 
チェックを付けて[次へ]をクリックしまず。 

プ□バイダか5の資料をもとに次の設定を巧います。 

〇「表示名」にコンピュータ上の任意の名前を入力して、[々へ]をクリッ 
クします。 

〇「電子メールアドレス」を入力して[々へ]をクリックします。 

包「到言メ ールサーパー」と「送信メ ールサーバー」を入力して[々へ]を 
クリックします。 

0「アカウント名」と「パスワード」にメ ールアカウントとメ ールパス 
つー ドを入力して[々へ]をクリックします。 

r インターネット接続ウィザードを終了しまず」と表示された5 [完了]を 
クリックします。 

「今すぐインターネッ ト に'''」にチェックが付いていると Internet 
Explorer がお動して、「ダイヤルアップの接続」画面が表示されます。 

P. 130 の 「Internet Explorer と Outlook Express の使い方」に進みます。 


► 回線接続前の設定 (Windows XP のみ ) 


Windows XP では回線に接続する前に、次の設定を行います。 
• 接続に関する設を 
• Outlook Express の初期設を 


接続に関ずる設定 

接続に関する設定は次のとおりです。 

• 接続ちをの設を 

電話回線を巧用して、インターネットに接続するように設定をします。 

• 切断画面の設を 

IntemetExplorer を終了した際に、インターネットとの切断画面を表示す 
るように設定します。 

接続に関する設定は、次の手順で行います。 


2 

3 

4 

5 

6 


[スタート]—ロント□—ルバネル」一 r ネットワークとインターネット 
接続」 一r インターネットオプション」 一r 接続」タブをクリックしまず。 

r 通常の接続でダイヤルずる」にチェックを付けまず。 

(接続方法の設定） 

[設定]-[詳細設定]をクリックしまず。 

r 接続げ必要なくなったとき切断ずる」にチェックを付けて [0K] をク 
リックしまず。 （切断画面の設定） 

r (接続巧の名前)の設定」画面で [0K] をクリックしまず。 

r インターネットのプ□パティ」画面で [0K] をクリックしまず。これで接 
続に関ずる設定は終了でず。 
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Outlook Express の初期設定 

Outlook Express を初めて起動した際には、メ ー)レア ドレスな どい く つかの 情 
報を入力する必要があります。オンライン契約ではこの設定が必要ない場合 
があります。 

初期設定は、次の手順で巧います。 


2 

3 

4 

5 

6 


[スタート] — r ずべてのプ□グラム」一 「Outlook Express 」 をクリック 
しまず。 

r インターネット接続ウィザード」画面で r 名前」と表示された S 、 名前を 
入力して[次へ]をクリックします。 

r インターネット電子メ ールアドレス」と表示された5、プ□バイダか5 
取得したメールアドレスを入力して[次へ]をクリックしまず。 

r 電モメールサーバー名」と表示された5、プ□バイダか S 指定されてい 
る受信メールサーバと送信メールサーバを入力して[巧へ]をクリックし 
まず。 

r インターネットメール□グオン」と表示された5、プ □ / v イダか5指定 
されているメールアカウントとメールパスワードを入力して[巧へ]をク 
リックしまず。 

r 設定完了」と表示された5、[完了]をクリックしまず。 



巧期設ををあとから行う 


「 OutlookExpress 」 の次の場戸片から設定を行うことができます。 

「ツール」メニュ__「ァカウント」一[追加]-「メール」 



I Internet Explorer と 

Outlook Express の使い方 


この章では、インターネットを利用するためのソフトウェアの使い方につい 
て簡単に説明しています。詳しい巧い方は、各ソフトウェアのオンラインヘル 
プをご覧ください。 

• Internet Explorer ( インターネットエクスプローラ） 

インターネットのホームぺージを閲覧するためのソフトウェアです。 

• Outlook Express ( アウトルックエクスプレス） 

メールを書いたり、送受信するためのソフトウ卫アです。 

除> 起動方法 


起動方法は、次のとおりです。 


1 ソフトウェアを起動しまず。 

• Internet Explorer 

-[スタート]-「（すべての）プログラム 」-「 Internet Explorer ] 

* (©キーを押します0 

• Outlook Express 

-[スタート]-「（すベての）プログラム 」- 「Outlook Express 」 

-©キーを押します。 

Outlook Express を起動したときに、「オンラインに切り替えますか？」と 
表示されることがあります。インターネットに接続する場合は、[はい]を 
クリックします。 

Windows XP で初期設定を巧っていない場合は、初期設定を行います。 
芽^ P.129 「Outlook Express の初期設定」 

P 「ダイヤルアップの接続」画面が表示されまず。 r 接続巧」 r ユーザー名」「パ 

スワード」を入力しまず。 

自動的に入力されている項目もあります。 
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3 


入力内容を確認して[接続]をクリックしまず。 


4 


タイヤルアゥブ货径 


% 


舅戀觀にトトる とバス ワードを 入 


巧筒先(が： 
ユーザーる(ぶ: 
パスワード(り： 


ABODE 


FGHIJ 





巧続 ( Q ) 



囚バスワードを巧巧するを) 
□自旣巧に巧続する迫） 


i 捕の…] Ii ………戰郑 JlT 


タイヤルしています... 123-4567 
タイヤル i が子-1 
ダイかレしています... 


[接続]をクリックすると接続が態が表示されます。 

接続ずるとユーザー名や、パスワードの確認が行われまず。接続び完了ず 
ると、タスクバーに;夕の接続アイコンび表示されまず。 


国 


(Windows XP の場合〉 


單 

(Windows 2000の場合〉 






























画面ち上の図をクリックして 、 「Internet Explorer 」 を終了しまず。 
r 自動切断」画面が表示されまず。[今ずぐ切断ずる]をクリックしまず。 


Outlook Express の場合 

Outlook Express の終了方法は、次のとおりです。 


2 


3 


インターネットに接続している場合は、 r ファイル」 一 r オフライン作業」 
をクリックしまず。 

「オフライン状態にずる前に、モデム回線を切断しまずか」と表示された 
S [はい]をクリックしまず。 

画面も上の因をクリックして 、 「Outlook Express 」 を終了しまず。 



• ダイヤルアップネットワークから接続する 

インターネットへの接続は次の方法でも行えます。 

Windows XP :[スタート] - 「接続」 - 「(接続先の名前)」をクリック 
Windows 2000 :[スタートト「設定」_「ネットワークとダイヤルアッ 
プ接続」 - 「(接続先の名前）」をダブルクリック 
この場合は、接続完了後にソフトウ ■! ■アを起動します。 

• メールソフトウェア使用時のインターネット接続 

インター ネッ ト 接続されていないと メールの 送受信はできません力5—、 
メールの 作成時や受信 メールを 読むときは、 インター ネッ トに 接続され 
ている必要はありません。 


^ 終了方法 


Internet Explorer の場合 

Internet Explorer の終了方法は、次のとおりです 0 


12 
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^ Internet Explorer の使い方 



「お気に入り」 


[柏!索]ボタン 


ア ドレ スバー 


※画面の内容は予告なく蛮更する場合があります。 

参見たいホームぺージを開くには 

•アドレスバーにアドレス （ U 民 L ) を入力して rrn を押します。 

. キーワードを使って検索します。[検索]ボタンを押して、検索画面で 
キーワードを入力します。 

♦ 「お気に入り」にぺージを登録する 

よく見るページは「お気に入り」に登録しておくと、すぐにアクセスできま 
す。 

-登録:「お気に入り」-「お気に入りの追加」をクリ、ソクして登録します。 

-登録したお気に入りにアクセスする： r お気に入り」をクリックすると、 
一覧が表示されます。 


□□□□□□□□□□□ 
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• リンクしているぺージにジャンプする 

ホームぺージの 画面上でマウス ポイ ンタがからむに変わる場所があ 
ります。そこでクリックすると、リンク先のページ（ステータスバーに表示 
されているアドレス）にアクセスできます。 


^ Outlook 与 (press の使し、方 


使い方 


ボタン 

フオルダ 
メールがイ呆ちされ 
ます。 


-覧です。 



アドレス帳に登録一 


されたアドレスの 


接続の状態を表示します。 

オンライン：インターネットに接続しています。 
オフライン：インターネットに接続していません。 



メールの作成とインターネット接続 


インターネット接続されていないとメールの送受信はできませんが、メール 
の作成時や受信メールを読むときはインターネットに接続されているぶ、要 
はありません 。 Outlook Express 使用時にインターネットを切断するには、 
「ファイル」一「オフライン作業」をクリックします。 


134 


















メールを送信ずる(オンラインの場合) 


1 [メールの作成 ] (Windows 2000では惭しいメール])をクリックして 

メール作成画面を表示しまず。 

P 必要事項 r 宛先」 r 件名」 r 本で」を入力してメールを作成しまず。 

3 [送信]ボタンをクリックします。 

メールを送信ずる（オフラインの場合） 

1 上記手順 r メールを送信ずる（オンラインの場合)」1、2を参照して、メー 

ルを作成しまず。 

〇 [送信]をクリックずると、「送信トレイ」フォルダにメールび一時巧をさ 
れまず。 

複数のメールを作成し、一度に送信することができます。 

3 [送受信]をクリックして、「•••オンラインに切り換えますか？」と表示さ 
れた5 [はい]をクリックしまず。 

4 「ダイヤルアップ接続」画面で腊続]をクリックしまず。 

接続が完了すると、 r 送信トレイ」に保存されていたメー ルが送信されま 
す。 


□□□□□□□□□□□ 
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メールを受信ずる 


1 「Outlook Express 」 を起動してインターネットに接続ずると自動的に 

受信しまず。 

インターネットに接続されていない場合は、[送受信]をクリックすると 
接続作業が行われます。 

〇 受信したメールはフォルダの「受信トレイ」に格納されます。 

「受信トレイ」をクリックずると、画面ち側に、受信メールの一覧と内容び 
衷ルされまず。 

アドレス帳を作る 

7 ドレス帳にメールアドレスを登録しておくと、メールを送信するときに宛 
先をアドレス帳から選ができます。 


[アドレス]をクリックしまず。 

[新規作成]をクリックして、 r 新しい連絡先」をクリックしまず。 

情報を登録しまず。情示名」と情テメールアドレス」はおず入力しまず。 


12 3 
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^メールユー テイリテイを使う 


「メールユーテイリテイ」をインストールすると 「 Outlook Express」 または 
「 OutlookJ を起動している間、未開封メールがあるとメール LED (区！）が点灯 
します。「メールユーテイリテイ」は、購入時にインストールされていません。 
必要に応じてインストールを行ってください。 

メールユーテイリテイのインス I ル 

「メー ルユー テイリテイ」のインストールは、次の手順で行います。 


8 

9 


7 


5 

6 


4 


3 


「ドライバ CD 」 を薄型ドライブにセットしまず。 

正しくセットされると自動のに「ドライバソフトウェアのインス!ル」 
画面び表示されまず。 

表示されない場合は、[スタート]-「マイコンピュータ (Windows 2000で 
は、「マイコンピュータ」をダブルクリック）」 一「EPSON_CD」 をダブルク 
リックします。 

表示された項目か5 r そのほかのインス I ル」を還択して[開始]をク 
リックしまず。 

「…インス I ルずるドライバソフトウェアを還巧してください。」と表 
示された5、 r メールユーティリティ」を還巧して[インス I ル開始]を 
クリックします。 

「 Welcome 」 画面び表示された5、 [ NexU をクリックしまず。 

「Choose Destination Location 」 画面び表示された 5、[ Nex 1:] をク 
リックします。 

["Select Program Folder 」 画面げ表示された5、 [ Nextl をクリックし 
まず。 

["Setup Complete 」 画面び表示された5、 [ Finish ] をクリックします。 

[スタート]か SWindows を再起動しまず。これでメールユーティリ 
ティのインス I '―ルは終了です。 


□□□□□□□□ 


2 
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I 省電力機能を使ラ 

省電力機能を使うと消費電力を巧えることができます。特にバツテリだけで 
使用する場合は、省電力機能を使うことで本機の使用可能時間を延ばすこと 
ができます。 

本章では Windows の省電力機能について説明していますが、本機ではこのほ 
かに r スピードステツプ機能」、 「Power Gear 機能」を使用することができま 
す。これらの機能を使用すると CPU 速度や LCD 輝度を調整して、消費電力を 
巧えることができます。 

P.144 rcpu 速度を調整する」 

V 省電力機能の種類 


省電力機能には、次のモードがあり、状況に応じて使い分けることができま 
す。 

• HDD / ディスプレイの電源を切る 

HDD やディスプレイの電源を切ります。省電力の効果は、スタンバイより 
ほいですが、®常モードにすぐに復帰できます。 

• スタンバイ 

作業内容をメモリに保持した状態でコンピュータの動作を中断します。 
ディスプレイの電源が切れ、電源ランプが緑色じ点滅します。通常モード 
へは、数十巧で復帰できます(使用環境により復帰時間は異なります)。 

• 化止状態 

作業内容を HDD に保存して電源を切ります。電源スイッチを切った状態 
と同様に電力を消費しません。通常モードへの復帰には多少時間がかかり 
ます。 


□—バッテリ省電力機能 

本機はローバッテリ省電力機能により、バッテリ残量が低下したときに上記 
の省電カモードに移行します。 

バッテリ残量低下時の通巧方法や、通知する残量の設定を変更することがで 
きます。 

P.59 「バッテリアラームの設定」 


138 



電源ランプの表示 

省電カモードの状態は、電源ランプの点灯または点滅によつて確認できます。 


動作が態 

電源ランプの表示 

通常モード 

緑点灯 

HDD / ディスプレイの電源を切る 

緑点な 

スタンバイ 

緑点滅 

休止状態 

消灯 

電源切断時 

消灯 


休止状態を有効にずる 

「休止状態」タブの「休止状態を有効にする （Windows 2000の場合「休止状態 
をサポートする」）」にチ卫ックをがけると休止状態が有効になります。 

休止状態の設思よ、次の画面で行います。 

Windows XP :[スタート]-「コントロールパネル」一「パフォーマンスと 
メンテナンス」一「電源オプション」一「{木止状態」タブ 
Windows 2000 :[スタート]-「設を」一「コントロールパネル」一「電源オプ 
シヨン」一「か止状態」タブ 



(Windows XP の場合〉 


□□□□□□□□□□□ 
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^ 省電力機能使用時の制限 


省電力機能を使用する際には、次のような制限事項があります。省電力機能を 
使用する前に、必ず確認してください。 

• 周辺機器を接続している場合やアプリケーシヨンを起動している場合な 
どに、省電力機能が動作しないことがあります。 

■ネットワーク上のファイルなどを開いたまま省電カモードに移行すると、 
正常に通常モードへ復帰できない場合があります。 

• NetWare サーバを利用している場合や NetBEUI を巧用してネットワーク 
じ接続している場合に、省電カモードに移行すると、省電カモードからの 
復帰時にサーパから切断されてしまうことがあります。 

このような場合は、次のいずれかの方法をとってください。 

-切断後に再度ログオンする。 （ NetWare のみ） 

-再起動する。 

-省電カモードを無効にする。 

• 省電カモードに移行する場合は、万一正常に復帰しない場合に備え、使用 
中のデータ（作成中の文書やデータなど）は保存しておいてください。 

• ホ外線通信や FAX モデム、ネットワークなどの PC カードを巧って通信を 
行っている場合は、省電カモードに移行しないでください。通信が切断さ 
れることがあります。 

■サウンド機能を巧って録音•再生している場合に、省電カモードに移行す 
るとサウンド機能が正常に動作しない可能性があります。 

• 省電カモード時に PC 力ードの抜き差しを行わないでください。システム 
が正常に動作しなくなる場合があります。 
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心実行方法 


省電力機能を実行するには、大きく分けて2つの方法があります。省電カモー 
ドを実行する場合は、万一正常に復帰できない場合に備え、使用中のデータ 
(作成中の文書など）は保存しておいてください。 

® 時間経過で実行 

設定した時間を超えてコンピュータを使用しないとディスプレイの電源 
が切れたり、省電カモードに移行したりします。 

@直ちに実行 

席を外すときなどに、強制的に省電カモードに移行します。 

省電力に関する各種設定は、次の画面の各タブで巧います。 

Windows XP :[スターり一「コントロールパネル」一「パフオーマンスと 
メンテナンス」 一 「電源オプション」 

Windows 2000:[スタート]-「設定」一「コントロールパネル」一「電源オプ 
ション」 

時間経過で実行 

省電カモードに移行する時間の設定は、 r 電源設定」タブで巧います。 



設定した時間を超え 
てイ巧も操作しなし、と、 
をモードに移行しま 
す。 


(Windows XP の場合〉 


□□□□□□□□□□□ 
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直ちに実行 


次の方法でスタンバイ、または休止状態に移巧します。 

• [スタート]-「終了オプション（シャットダウン）」から選択、実行する。 

• LCD ユニットを閉じる。 

• 電源スイッチを押す。 

• 口。+。可（回）を押す。 

「LCD ユニットを閉じる」、「電源スイ、ソチを押す」、 rr^iTi+rFri を押す」を 
実行したときに、どのモードに移行するかは、 r 詳細設定」タブで設定すること 
ができます。 

購入時の設定は、次のとおりです。 

- LCD ユニットを閉じる：スタンバイ 
-電源スイッチを押す：シャットダウン 
-^F^^]十c■F^を押す：スタンバィ 



LCD ユニットを閉じたとき 
の動作を設定します。 


電源スイッチを巧したと 
きの動作を設定します。 


r Fn ] + r FI 悼押したとき 
の動作を設定します。 


〈Windows XP の場合〉 
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い复帰方法 


省電カモードから復帰して通常モードに戻る方法は、かのとおりです。 


省電カモード 

電源ランプ 

復帰ちを 

HDD 、 モニタの 電源が 

切れて いる 状態 

緑点灯 

参タッチパッド、キーボードを操作 

する（誤って電源スイッチを押さ 

ないで く ださい）。 

スタンバイ 

緑点滅 

• 電源スイッチを押す 0 

• キーボードを操作する。 

休止状態 

消灯 

• 電源スイッチを押す 0 


□□□□□□□□□□□ 
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I CPU 速度を調整する 

本機には、 CPU 速度などを調整して消'費電力を巧える2つの機能があります。 
これら機能を使用すると、バッテリ使用時に使用可能時間を延ばしたりする 
ことができます。 

スピードステップ機能 


スピードステップ機能は使用電源にあわせて、自動的に CPU のパフオーマン 
スを調整します。 

バッテリパック使用時は CPU 速度を巧えて、本機の使用可能時間を延ばすこ 
とができます。また、 AC アダプタ使用時は、搭載している CPU の最大パ 
フオーマンスで 動作します。 


Windows XP の場合 

Windows XP の場合は、現在の CPU 速度を次の画面で確認できます。 

[スタート]-「コントロールパネル」一「パフオーマンスとメンテナンス」一 
「システム」-「システムのプロパテイ」画面 



CPU ま度 


Windows 2000の場合 

Windows 2000では、タスクバーに「スピードステップ」アイコンが表示され 
ていると、スピードステップ機能力で PU 速度を調整しています。スピードス 
テツプ機能の設定を行うには r スピードステップ」アイコンをダブルクリック 
します。 


•ろ本卢 S ノむ3 16® 













^ Power Gear (パワーギア)機能 


Power Gear 機能は、 CPU 速度と LCD 輝度を調整してパフォーマンス（処理速 
度）の違いじよる4段階のモードを設定します。モードの切り替えはインスタ 
ントキーの Power Gear キー（す）で巧います0 

Power Gear 機能を有効じするための Power Gear ユーティリティは購入時に 
インストールされていません。ぶ、要に応じてインストールを行ってください。 


rfljl Power Gear (パワーギア）機能は、「コンピュータの管理者 （Administrator)」 

i ZJ 権限がのユーザーアカウントではな用することができません。 

制限 _ 


モードの種類 


Power Gear のモードは次のとおりです0 


モード 

使用電源 

パフオーマンス 

消'費電力 

現 

AC アダプタ 

■■■■(最大） 

■■■■(最大） 

媒 

AC アダプタ/バッテリ 

国国国 

国国国 

因 

バッテリ 

国国 

国国 

巧 

バッテリ 

■(最小） 

■(最小） 


* パフォーマンスと消費電力は使用環境によって異なります。 


モー ドの切碧方法 

Power Gear キー （ す）を押すごとにモードが切り替わります。現在のモードは 
タスクバーにアイ コンで 表示されます。アイ コンが 表示されていない場合は、 
Power Gear ユーテイリテイは起動していません。[スタート] - 「（すベての） 
プロダラムI -「Power Gear」-「Power Gear」 を選択してください。 


□□□□□□□□□□□ 
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省電カモードへの移行 


Power Gear ユーテイリテイをインストールすると、 Wi 打 dows 電源管理のプロ 
パティの「電源設定」タブの「電源設定」に 「Power 4 Gear」 が追加され、 Power 
Gear のモードに合わせて省電カモードへの移行時間が設定されます。この設 
定はタスクバーの Power Gear アイコンをちクリックして 「Co 打 figumtio 打」で 
も表示できます 0 
な P.141 「時間経過で実行」 


r ドライバ CD 」 を薄型ドライブにセットしまず。 

正しくセットされると自動的に「ドライバソフトウェアのインス!ル」 
画面び表示されまず。 

表示されない場合は、[スタート]-「マイコンピュータ (Windows 2000の場 
合は、「マイコンピュータ」をダブルクリック）」 一 「 EPSON_CD」 をダブルク 
リックします。 

表示された項目か sr そのほかのインス I ル」を選択して[開始]をク 
リックしまず。 

「…インス I ルずるドライバソフトウェアを選択してください。」と表 
示された 6 、rPower Gear 」 を選択して[インス! -- J レ開始]をクリック 
しまず。 

「 Welcome 」 画面び表示された6 [ Next ] をクリックしまず。 

RDhoose Destination Location 」 画面び表示された 6[ Next ] をク 
リックしまず。 

[Select Program Folder 」 画面び表示された 6[ Nextl をクリックし 
まず。 

[Setup Complete 」 画面び表示された5、 [ Finish ] をクリックしまず。 

[スター Mt )' 6 Windows を再起動しまず。これで Power Gear ユー 
テイリテイのインス I ルは終了でず。 


Power Gear ユーテイリテイのインストール 

Power Gear ユーテイリテイのインストールは次のとおりです。 


12 


3 4 


5 6 7 8 9 


□□□□□□□□□□□ 
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I コンピユ-タウィルスの検索•臟 

本機にはコンピュータウィルスを検出し、駆除するためのソフトウェア 「Norton 
Antivirus 2003」が添付されています。購乂時には 「Norton Anti Virus 2003」が 
インストールされていませんので、インストールを行ってください。 

P .149 r インストールする前に」 

コンピユータウィルスとは 


第 S 者のプログラムやデータベースにがして意図的に何らかの被害を及ぼす 
ように作られたプログラムです。外部とデータをやり取りすることで感染す 
る危険があります D インターネットや電モメー ルの普及とともに、コンピュー 
タウイルスに感染する可能性はますます高くなってきています。 

^ウイルスの被害に遭わないために 


コンピユータウィルスの被害に遭わないために、次の内容を実施することを 
おすすめします。 

• ウィルス検索•駆除ソフトウてアを使用し、ウィルスを養ファイルは常 
に最新のものを使用する。 

• メールの添付ファイルはウィルスチェックをしてから開く。 

• か部から持ち込まれた FD やダウンロードしたファイルはウィルスチェッ 
クをしてから使用する。 

• 万一のウィルス被害に備えてデータのバックアップを取る。 

ウィルスに感染してしまった5 

コン ピユ ータ ウィ ルスに 感染してしまった場合は、感染被害のあ大と再発の 
防止のため、「情報処理振興事業協会」に届出を出してください。 

詳しくは、 r 情報処理振興事業協会」の下記アドレスを参照してください。 

http :// www . ipa . go.jp 
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^ インストールする前に 


Norton AntiVirus2003 をインストールする自リに、ウィルス定義ファイルじつ 
いてぶ、ずご確認ください。 

■ウィルス定義ファイルとは 

ウィルス情報が登録されているファイルです。 Norton A 打 ti Virus 2003 は、ウィ 
ルス定義ファイルを使用して、お使いのコンピュータにウイルスが侵入しな 
いように、常に監視します。新種のウィルスからお使いのコンピュータをずる 
ためには、最新のウィルス定義ファイルに更新していくぶ、要があります。 

更新ずるためには 

ウィ ルス 定義 ファ イ ルの 更新は、 Norton A 打 tiVirus 2003 の LiveUpdate 機能を 
使用して行います。 LiveUpdate 機能を使用するためじは、インターネットへ 
の接続環境がぶ、要です。 

LiveUpdate 機能に ついての 詳細は、 Norton AntiVirus 2003 のヘルプ、 または 
オンラインマニュアルをご覧ください。 

p.l54「Norton A 打 tiVims 2003 の使い方」 

更新期限について 

ウィルス定義ファイルの更新には期限が定められています。本コンピュータ 
に添付の Norto 打 A 打 tiVirus 2003 は製品版ではありませんので、更新期限は、 
Norton A 打 tiVirus 2003 をインストールしてから 90 日間になります。 90 日間 
は、無償でウィルス定義ファイルを更新することができます。 

ただし、 90 日経過な降にウィルス定義ファイルを更新する場合は、 Symantec 
社に更新サービスの継続を申し込み、更新権を購入(有償）するぶ、要がありま 
す。 

更新権を購入する際は、次のアドレスをご覧ください。 

http :// shop . symantec . co . jp / AttachmentKev.asp 


□□□□□□□□□□□ 
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更新権が無効になる場合 

更新権を購入してウィルス定義ファイルの更新サービスを継続している巧合 
に、次の事項を行うと、更新権が無効になってしまいます。 

• Windows を再インストールする 

• Windows をアップグレードする 
♦ リストア（システムを復元）する 

更新権が無効になってしまった場合は、シマンテックストアまでお問い合わ 
せください。 

http://www.symantecstore.jp/users.asp 

ウイルス定義フアイルの更新についての詳細は、 Symantec 社のホームぺ一 
ジでもご覧いただけます。 


http://www.symantec.co.jp 


^ Norton AntiVirus 2003のインストールとセットアップ 


Norton A 打 ti Vims 2003では、インストールを行ったあとに、セットアップを行 
います。これらの作業は、 r コンピュータの管理者 (Administrator) 」権限を 
持っているユーザー名でログオンして行ってください。 


インストール方法 

Norton A 打 tiVirus 2003のインストール手順は、次のとおりです。 


2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 


薄型ドライブに「ドライバ CD 」 をセットしまず。正しくセットされると 
自動のに「ドライバソフトウ I アのインス I '―ル」画面が表示されまず。 

表示されない場合は、[スター ト]-「マイコン ピュータ (Windows 2000の場 
合は、 「マイコン ピュータ」をダブルクリック）」 - 「邸 SON_CD」 をダブルク 
リックします。 

表示された項目か SrNo け on AntiVirus 2003のインス I ル」を選択 
して[開始]をクリックします。 

「Norton AntiVirus 2003 Installation Wizard へようこそ」と表示さ 
れまず。[次へ]をクリックしまず。 

r 宛ホフォルダ」と表示された6、[夕へ]をクリックしまず。 

r アプリケーションのインス I 'ール準備をずる」と表示された S 、 [巧へ] 
をクリックしまず。インス I '―ルが始まりまず。 

「 Readme 情報」と表示された5、内容をお認して、欧へ]をクリックし 
ます。 

「Norton An 甘 Wms 2003は、正常にインス I ルされました。」と表示 
された 5、 r ドライバ CD 」 を取り出し[終了]をクリックしまず。 

[スタート]メニユーか5コンピユータを再起動しまず。コンピユータが 
再起動ずると 、 Norton Anti Vims 2003のインス I ルは終了でず。 




Norton A 打 tiVims 2003のインストールが終了したら、セットアップを行いま 
す。セットアップ手順は、次のとおりです。 


2 

3 

4 


5 


6 

7 


[スタート] — r (ずべての）プ□グラム」一 「Norton AntiVirusJ — 
「Norton AntiVirus 2003」をクリックします。 

「 No け on AntiVirus 情報更新ウイザード」画面び表示された5、[巧へ] 
をクリックしまず。 

r 使用許諾契約」と表示された5、契約内容に同意ずるかしないかを設定 
しまず。 

r 更新サービス」と表示された5、内容をよくお読みになり[次へ]をク 
リックしまず。 

ここでは、ウイルス定義ファイルの更新に関する重要な内容が表示され 
ます。‘必ずお読みください。 

r インス!ル後のタスク」と表示されます。実巧したい各項目にチエッ 
クを付けて[次へ]をクリックします。 

LiveUpdate を実行する場合は、イン ターネット 接続環境が必要です。イ 
ンタ-ネット 接続環境が 整っていない 場合は、 チ卫ック を外します。 

r 概略」と表示された 5、 r インス!'ール後のタスク」と r 設定」の内容を® 
認して[完了]をクリックしまず。 

手順已で設定したタスクび実行されます。降は、画面の指示に従って 
セットアップを行ってくださし1。タスクび終了ずると 、 Norton 
AntiVirus 2003のセットアップは終了です。 



► Norton AntiVirus 2003 使用時のま意 


Norton Anti Virus 2003がインストールされている状態で、新しくデノ《イスド 
ライバやソフトウェアをインストールすると、インストール中に r 警告」画面 
が表示されることがあります。このような場合は、下記を参照して、巧処して 
ください。 

• 弊社から供給のドライバやソフトウェアをインストールしている場合 

インストール作業を続行してください。メッセージ内の r 処理」欄から、 r ス 
クリプト全体を1回実行する」を選択して、インストール作業を続行しま 
す。 

弊社製のドライバやソフトウ卫アには、主に次のようなものがあります。 

. コンピュータに添 かの CD に登録されているドライバやソフトウ ェア 
. 弊社 ホー ムぺ ージ よりダウンロードしたドライバやソフトウ ェア 

• 弊社から供給た{かのドライバやソフトウェアをインストールしている場 

ム 

インストールを中止してください。その後、ドライバやソフトウェアの製 
造元にお問い合わせください。 

難社製な外のドライバやソフトウ卫アには、主に次のようなものがありま 
す。 

-難社な外から購入した製品に添付されているドライバやソフトウェア 
-ホームページ上のソフトウェア 


□□□□□□□□□□□ 
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^ Norton AntiVirus 2003 の使い方 


Norton A 打 tiVims 2003の詳しい使用方法や操作方法などについては 、 Norton 
AntiVirus 2003 のヘルプやオンラインマニュアルをご覧ください。 

♦ Norton AntiVirus 2003 のヘルプ 

「 Norton Anti Vims 2003」を起動して「ヘルプ」をクリックすると、ご覧いた 
だけます。 

• オンラインマニュアル 

「ドライバ CD 」 に、 PDF ファイルで登録されています。 

オンラインマニュアルを開く方法は、次のとおりです。 


2 

3 


薄型ドライブに「ドライバ CD 」 をセットしまず。 

自動的に r ドライバソフトウエアのインストール」画面が表示された場合 
は、[終了]をクリックして画面を閉じてください。 

[スタート]-「マイコンピユータ (Windows 2000の場合は、「マイコン 
ピユータ」をダブルクリック)」の CD-ROM アイコンをちクリックして 
r 開く」を還巧しまず。 

「 NAV 200引 一 「MANUAU -「 NAV 2002」にある rNAV _2003. pdf 」 
をダブルクリックします。 



PDF ファイルをコピーする 

デスクトツプ上に PDF ファイルをコピーしておくと、た I 降は PDF フアイルの 
アイコンをダブルクリックするだけで、マニュアルを見ることができます。 
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ネットワ-ク(有線 LAN ) を使う 


ネットワーク機能（有線 LAN ) について説明します。ワイヤレス LAN 機能を使 
用する場合は、 P . 157「ワイヤレス LAN (無線 LAN ) を使う」をご覧ください。 


制限 



ネットワークコネクタを使う 


本機背面には、1 OBase - T / lOOBase - TX に対応したネットワークコネクタが標 
準で搭載されています。本機のネットワーク機能(有線 LAN ) を使用してネッ 
トワークを構築するには、ほかのコンピュータと接続するために、ネットワー 
ク ケー ブル やハブ （サー パ） などが必要です。 そのほかに、 Windows 上で、ネッ 
トワーク接続に必要なプロトコルの設定なども必要になります。 

ネットワークの構築は、ネットワーク機器に添付のマニュアルや、ネットワー 
ク管理者の指示に従って行ってください。 


制限 


■ NetWare サーバを利用している場合や NetBEUI を使用してネットワー 
クに接続して いる場合に、省電カモー ドに入ると、省電カモードからの 
復帰時にサーバから切断されてしまうことがあります。 

このような場合は々のいずれかの方ををとってください。 

-切断後に再度ログオンする。 （ NetWare のみ） 

-再起動する。 

. 省電カモードを無効にする。 

I ネットワーク上のファイルなどを開いている状態で省電カモードに移 
斤すると、通常モードへ復帰できない場合があります。 


□□□□□□□□□□□ 
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本機では、ネットワークを構築して接続環境を整えると、リモートブート機能 
を使用できます。 


リモートブートを使用すると、コンピュータ側の HDD に 0 S がインストール 
されていなくても、ネットワークを介して、サーバー上から 0 S をインストー 
ルする こ とができます。 

リモートブートを行う場合は、ネットワーク管巧者の指示に従ってください。 



ワイヤレス LAN 撫線 LAN ) を使う 


ワイヤレス LAN 機能について説明します。ネットワーク機能(有線 LAN ) を使 
用する場合は、 P .155 「ネットワーク（有線 LAN ) を使う」をご覧ください。 


fk 

制限 



ワイヤレス LAN 機能をお使いの前に 


本機には、 IEEE 802.1比に準拠したワイヤレス LAN 機能が搭載されていま 
す。ワイヤレス LAN (無線 LAN ) とは、電波などを利用して通信を行うネット 
ワークのことです。本書では、次の事項について主に記載しています。 

• 電波に関する注意事項 

• セキュリティの確保 

• ユーザーアカウントによる制限事項 

■ネットワーク機能の切りをえ方法 

■ワイヤレス LAN の環境が整っている場合の接続方法 

• 2台のコンピュータ間で通信を行う方法 


制限 


■ NetWare サーバを利用している場合や NetBEUI を使用してネットワー 
クに接続して いる場合に、省電カモー ドに入ると、省電カモードからの 
復帰時にサーバから切断されてしまうことがあります。 

このような場合は々のいずれかの方ををとってください。 

-切断後に再度ログオンする。 （ NetWare のみ） 

-再起動する。 

. 省電カモードを無効にする。 

I ネットワーク上のファイルなどを開いている状態で省電カモードに移 
斤すると、通常モードへ復帰できない場合があります。 


□□□□□□□□□□□ 
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A 

警告 


•航空機や病院など、使用を禁止された区域では、本機の電源を切るか電 
ミ皮を停止してください。 

電子機器や医用電気機器に影響をおよぼす場合があります。また、自動 
的に電源が入る機能が搭載されている場合は、設をを解除してから電源 
を切ってください。 

• 植込み型ん、臓ペー スメーカ および植込み型除細動器を装着されている 
場合は、装着部から本製品を 22 cm じ i 上離して使用してくださし、。 

電ミ皮じより植込み型ん、臓ペースメーカおよび植込み型除細動器の作動 
に該響を与える場合があります。 

•医療機関の屋内では々のことを守ってください。 

-手術室、集中治療室 OCU ) 、冠状動脈疾患監視室 ( CCU ) には、本機を持 
ち込まないでくださし、。 

-病棟内では、本機の電源を切るか電波を停止してください。 

-ロビーなどであっても付近に医用電気機器がある場合は、本機の電源 
を切るか電ぶを停止してください。 

•医療機関が個々に使用禁止、持ち込み禁止などの場所ををめている場 
合は、その医療機関の指示に従ってください。 

•自動的に電源が入る機能が搭載されている場合は、設をを解除してか 
ら電源を切ってくださし、。 

• 自宅療養など医療機関かで、植込み型ん、臓ペースメーカおよび植込み 
型除細動器を f 吏用する場合には、電波の影響について個別に医用電気機 
器メーカなどにご確認くださし、。 


ワイヤレス LAN の構築について 

ワイヤレス LAN を構築するためには、電波を受信するアクセスポイント（た I 
下、 AP ) と呼ばれる機器などが必要です。 AP の設定ゃネットワーク環境が 
整っていない場合は、お使いになる AP に添付のマニュアルやネットワーク管 
理者の指示に従って、環境を整えてください。 


特長 

本機に搭載しているワイヤレス LAN の特長は、次のとおりです。 
-無線通信で使用する周波帯域は 2.4 GHz です。 

-最大 11 Mbps でのデータ転送が可能です。 
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電波に関ずるま意事項 

ワイヤレス LAN をお使いの前に、下記電波に関する注意事項をお読みくださ 


• 本機のワイヤレス LAN 機能は、電波法に基づく小電カデータ通信システ 
ムの無線局の無線設備として、技術基準適合証明を受けています。従って、 
本機のワイヤレス LAN 機能を使用するときに無線局の免許は‘必要ありま 
せん。なお、日本国内でのみ使用できます。 

• 本機のワイヤレス LAN 機能は、技術基準適合証明を受けていますので、は 
下の事項を行うと法律で罰せられることがあります。 

-本機を分解/改造する 

-本機の裏面に化ってある証日月ラベルをはがす 

■本機のワイヤレス LAN 機能は、電子レンジ付近の磁場、静電気、電波障害 
が発生するところでは、使用しないでください饭境により電波が届かな 
い場合があります)。 

《 2.4GHz 付近の電波を使用している無線装置などの近くで使用すると、 
双方の処理速度が落ちる場合があります。 

• 本機のワイヤレス LAN 機能の使用する無線チャンネルが出荷時設定な外 
の場合は、下記の機器や無線局と電波干渉する恐れがあります。 

-産業•巧学•医療用機器 

-工場の製造ライン等で使用されている稼動体識別用の無線局 
© 構内無線局(免許を要する無線局） 

(D 特定小電力無線局(免許を要しない無線局） 

万一、本機のワイヤレス LAN 機能と他の無線局との間に電波干渉が発生し 
た場合には、速やかに本機の使用場所を変えるう\または運用を停止構波 
のをがを停止）してください。 


□□□□□□□□□□□ 
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^ セキュリティの確保 



ワイヤレス LAN は電波を使用して通信するため、第 3 者に電波を傍受され、 

ネットワークに不正に進入される恐れがあります。このため、お使いになる前 

に、セキュリティの確保を行う必要があります。 AP では ESS-ID や W 邸キー、 

MAC アドレスなどセキュリティに関連する項目を設定できます。詳しい設定 

方法などは、お使いになる AP に添付のマニュアルをご覧ください。 

ESS-ID 

ESS-ID とは、構築された各ワイヤレス LAN のネットワーク名のことです。 

本機のワイヤレス LAN 機能は、 AP との接続を行うと自動的に AP の ESS - 

ID を検出します。 

本機のワイヤレス LAN 機能では、 ESS-ID を r SSIDJ と記載しています。 

WEP キー 

WEP キーとは、 AP との通信を暗号化して行うためのパスワードのような 

ものです。 AP に WEP キーを設定し同じ W 邸キーを本機にも設定すると、 

AP と本機のデータ®信が暗号化され、データが傍受されにく くなります。 

W 邸キーを設定すると、通信速度のパフォーマンスはほ下しますが、プラ 

イバシーをずるためには、設定することをおすすめします。 

MAC アドレス登録 

MAC アドレスとは、各ネットワーク製品に割り当てられている固有の番 

号のことです。 AP 側にワイヤレス LAN 機能の MAC アドレスを登録してお 

けば、登録されていない MAC アドレスからのアクセスを AP 側で防ぐこと 

ができます。 

p .166 「MAC アドレスの確認'」 
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^ユーザーアカウントによる制限事項 


本書では、本機にインストールされているユーテイリテイ 「 IntelP 民 OSet 」 を 
使用して、ワイヤレス LAN 機能を設定したり使用することを前提に記載して 
います。 

Intel PROSet を、 Windows の「コンピュータの管理者 ( Administrator )」 な外の 
ユーザーアカウントで使用する場合には、次のような制限事項があります。 

Windows XP の場合 

Windows XP には、 「コン ピュータの管巧者 ( Administrator )」 と「制限付きアカ 
ウント」の2種類のユーザーアカウントがあります。ユーザーアカウントによ 
る制限事項は、次のとおりです。 

• 「制限付きアカウント」では、 Intel PROSet を使用することができません。 
「制限付きアカウント」でワイヤレス LAN 機能を設定したり使用する場合 
は、 Windows の「ワイヤレスネットワーク接続」を使用してください。「ワイ 
ヤレスネットワーク接続」の詳しい設定方法は、ネットワーク管理者の指 
示に従って行ってください。 

• 複数のユーザーァカウントを登録して同時に Windows にログオンしてい 
る場合は、 Intel PROSset を使用することができません。 

Intel PROSet を巧用してワイヤレス LAN 機能を設定したり使用する場合 
は、 「コン ピ ュータ の管理者 ( Administrator )」 権限を持つ ユーザー ア カウン 
卜 のみで Windows に ログオン してください。 


□□□□□□□□□□□ 
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Windows 吕〇00の場合 

Windows 2000には、「コンピュータの管理!者 （ Administrator) 」、「 Power 
User 」、 r 制限ユーザー」の3種類のユーザーアカウントがあります。ユー 
ザーアカウントによる制限事項は、次のとおりです。 


•「Power User 」 または「制限ユーザー」では 、 Intel PROSet を使用して、ワイ 
ヤレス LAN 機能を持つ別のコンピュータと、1対1で通信を行うことができ 
ません。 

1巧1で通信を行う場合は、 「コン ピュータの管理者 ( Administrator )」 権限 
で Windows にログオンしなおしてから行ってください。 



Intel PROSet 起動時にエラーメッセージが表示されたら 
「 Power User 」 、「制限ユーザー」で Intel PROSet をお動すると、次のようなェ 
ラーメ ッ セージが 表示されることがあります 。 Intel PROSet の機能に問題は 
ありませんので、 [ OK ] をクリックして作業を続けてください。 


XJ 


Error in opening XML FILE. 




■*0K …. 
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^ネットワーク機能の切り替え 


購入時には、ネットワーク機能(有線 LAN ) 力項■効、ワイヤレス LAN 機能が無 
効として設定されています。次のようじ、使用条件に応じてネットワーク機能 
を切りをえてください。切り替えは、 IntelP 民 OSet を使用します。 

• ワイヤレス LAN 機能を使用する場合（ワイヤレス LAN 機能を有効に設定 
する） 

• 航空機や病院など、使用を禁止された区域に持ち込む場合（ワイヤレス 
LAN 機能を無効に設定する） 

•ネットワーク機能用線 LAN ) に戻して巧用する場合（ワイヤレス LAN 機 
能を無効に設定する） 


A 

警告 


「コンピュータの管巧者」権限じ(かのユ ー ザーアカウントで本機を使用し 
ている場合は、無線電波を停止することができないため、電波の使用を禁 
止された区域や電波干渉が発生する場所に、本機を持ち込まないでくださ 

い。 

電子機器や医用電気機器に該響をおよぼす場合があります。 

電波の使用を禁止された区域や電波干渉が発生する場所に本機を持ち込 
む場合は、'必ず「コンピュータの管理者」権限でログインしなおして、本機 
の無線電波を停止してから持ち込んでください。 

(Windows XP インストールモデルのみ） 


fk 

制限 


• 本機では、標準で搭載しているネットワーク機能(有線 LAN ) とワイヤレ 
ス LAN 機能撫線 LAN ) を同時に使用した場合の動作について、保証して 
いません。 

• Windows XP の「制限付きアカウント」では、ネットワーク機能の切り替 
えはできません。切り替えを行うには、「コンピユータの管理者 
( Adminis 帕 tor )」 で Windows にログオンして行ってくださし、。 


□□□□□□□□□□□ 
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ワイヤレス LAN 機能を有効に設定ずる 

タスクバーの「ワイヤレス LAN アイコン」をダブルクリックすると、口 ntel (民) 
P 民 OSet 」 画面が表示されます。 


画 

<ワイヤレス LAN アイコン> 


r Intel (民） PROSet 」 画面の「全般」タブ - 「無線切りをえ：」で「オン」を選択し 
て、 [0 K ] をクリックします。購入時は、 r オフ」に設定されています。 



無線切り替え 


< Windows XP の場合 > 


無線 LAN が有ミカに設定されると、 r ワイヤレス LAN LED (か)）」が点灯しま 
す。 


ワイヤレス LAN 機能を無効に設定ずる 

Intel PROSe 砸面 - r 全般」タブ-「無線切りをえ：」で「オフ」を選がします。無 
ま力 に設定されると「ワイヤレス LAN LED (顿りが消'灯します。 

有効/無効時のワイヤレスアイコンの状態 

ワイヤレス LAN 機能が有効なのか無効なのかは、タスクパーに表示されるワ 
イヤレス LAN アイコンで確認できます。 

@ I 

くワイヤレス LAN 機能が無効の状態> くワイヤレス LAN 機能が有劾のが態> 
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^ 構築されたワイヤレス LAN 環境を利用する場合 


Intel PROSet を使用して、構築されたワイヤレス LAN 環境の AP に本機を接続 
する方法について説明します。 

Windows XP の「制限付きアカウント」では、 Intel PROSet を使用してワイヤ 
レス LAN 機能を設定することができないため、 Windows の r ワイヤレスネッ 
トワーク接続」をイま用して、 AP と接続してください。 

ご巧コ P .167 「制限付きアカウント権限のユーザーの場合 (Windows XP の 
み）」 




本機のワイヤレス LAN 機能は 、 Wakeup On LAN とリモートブートに対応 


していません。 

制限 



AP との接続方法 

Intel PROSet を使用して、本機のワイヤレス LAN 機能と AP を接続する手順 
は、次のとおりです。 


1 ワイヤレス LAN アイコンをダブルクリックしまず。 

P nntel ( R ) PROSet 」 画面ち側の r ネットワーク」タブ使用可能なネッ 
トワーク」項目一[スキャン]をクリックずると、「スキャン」画面が表示さ 
れまず。 

「使用可能なネットワーク」項目に、 AP 力巧動的に検出されます。 



持続できる AP 
などを自動的に 
お索します。 























3 

4 

5 

6 
7 


8 


接続ずる AP を還択して、[接続]をクリックしまず。 

r ワイヤレスネットワークに接続」画面び表示された5、「はい、このネッ 
トワークの•••」にチェックび付いている状態で、 [0 K ] をクリックしま 
ず。 

r プ□ファイルウィザードステップ1…」画面-卜般設定」項目-口 
□ファイル名:」に任意の名前を入力しまず。 

r - 般設定」項目 一 r インフラストラクチャ•••」にチェックび付いている 
ことを確認して、[次へ]をクリックします。 

「プ□ファイルウィザードステップ2…」画面び表示されまず。 

< AP に WEP キーび設定されている場合> 

〇「セキュリティ設を」項目一「データ暗号化 ( WEP ) :」から「64ビット」 
または、「128ビット」を選択します。 

AP に登録されているで字数により選択してくださし、。 

包 WEP キーを入力します。 

WEP キーび英数字の場合 

「パ スフレー ズの" •」 に チ I ックを付けて、「パ スフレー ズ:」に WE P 
キーを入力します。 

WEP キーび16進数の場合 

「 WEP キーの使用"•」にチェックを付けて、「キー:」に WEP キーを乂 
力します。 

< WEP キーが入力されていない場合> 

「セキュリティ設を」項目一「データ暗号化 ( WEP ) :」で「なし」を選択しま 
す。 

[完了]をクリックずると、 「 Intel の) PROSet 」 画面 一 「ネットワーク」夕 
ブー「プ□ファイルリスり項目に追力日されます。 

これで AP との接続は終了です。 


MAC アドレスの確認 

本機のワイヤレス LAN 機能の MAC アドレの確認は、 IntelP 艮 OSet で行います。 
画面右下のタスクバーのワイヤレス LAN アイ コンを ダブルクリックして、画 
面右側の「全般」タブ-[詳細]-「アダプタの MAC アドレス」で確認できます。 
p .164 「有効/無効時のワイヤレスアイ コンの 状態」 
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チャンネルの切り替え 

本機のワイヤレス LAN 機能から発信する電波が、ほかのワイヤレス LAN の環 
境と干渉してしまった場合は、使用チャンネルを変更してください。使用チャ 
ンネルの変更方法は、お使いになる AP により異なります。詳しくは、お使いの 
AP に添付の マニュアルを ご覧ください。 

制限付さアカウント権限のユーザーの場合 (Windows XP のみ） 

Windows の r ワイヤレスネットワーク接続」を使用して、すでに構築されたワ 
イヤレス LAN 環境の AP に、本機を接続する方法を説明します。 

AP との接続を行う前に、 r コンピュータの管巧者 ( Administrator ) 」権限の 
ユーザーアカウントで、ワイヤレス LAN 機能を有効に設定しておいてくださ 

い。 

ご^ P .163 「ネットワーク機能の切りをえ」 

「制限付きアカウント」権限のユーザーで本機を AP と接続する手順は、次のと 
おりです。 


2 

3 

4 

5 

6 


[スタート]—「コント□—ルバネル」 一 r ネットワークとインターネット 
接続」 一 r ネットワーク接続」 一 r ワイヤレスネットワーク接続」をちク 
リックします。 

表示されたメニューか sr 利用できるワイヤレスネットワークの表示」を 
クリックしまず。 

[詳細設定]をクリックしまず。 

「ワイヤレスネットワーク」タブー 「 Windows を使ってワイヤレスネッ 
トワークの設定を構成ずる」にチェックを付けます。 

r 優先ずるネットワーク」項目一[詳細設定]をクリックします。 

r 利用可能なネットワーク（アクセスポイント優巧)」にチェックを付け 
て、[閉じる]をク U ックしまず。 


r ワイヤレスネットワーク接続のプ□パティ」画面 一 r 利用できるネット 
ワーク」項目か SAP を還択して、瞄励をクリックします。 

「ワイヤレスネットワークのプロパティ」画面が表示されます。 

< AP に WEP キーび設定されている場合> 

0「アソシエーシヨ ン」タブ- 「キー は自動的に 提イ 共される」の チェック 
を外します。 

包「ネットワークキー」に WEP キーを入力します。 

包「ネットワークキーの確認入力」にもう一度 WEP キー を人力 して、 [0 K ] 
をクリックします。 

< AP に WEP キーび設定されていない場合> 

「アソシエーシヨ ン」タブに何もチ卫ックが付いていない状態で [0 K ] を 
クリックします。 

r ワイヤレスネットワーク接続のプ□パティ」画面 一 r 優巧ずるネット 
ワーク」項目に AP び登録された5、 [0 K ] をクリックします。これで AP 
との接続は終了です。 


^ 2 台のコンピュータ間で通信を行う 


本機は、ワイヤレス LAN 機能(無線 LAN ) を持つ別のコンピュータとけホ1で 
通信することができます。 

本機を別のコンピュータと接続して通信するためには、次の設定が‘必要です。 
設定は、 IntelP 民0 Set を使用して行います。 

♦ネットワーク接続の設を 

接続する相手のコンピュータにも、ネットワークに接続するための設 
定が必要です。接続を行う相手のコンピュータでネットワークに接続 
するための設定を行ってください。 

• コンピュータ名とワークグループ名の設を 
• ワークグループへの接続 

ネットワーク接続の設定 

2台のコンピュータ間で通信を行うためには、それぞれのコンピュータで 
「ネットワークを （ SSID )」 や 「 W 邸キー」などの設定が必要です。 

「ネットワークを （ SSID )」 や 「 WEP キー」の設定は、次の手順で行います。 


ワイヤレス LAN アイコンをダブルクリックします。 

rinteKFOPROSet 」 画面ち側の r ネットワーク」タブプ□ファイルリ 
スト」項目一随加]をクリックずると、 r プ□ファイルウィザード：ステッ 
プ1’’’」画面び表示されまず。 

r- 般設定」項目ーロ □ファイル名:」と r ネットワーク名 (SSID) :」に任 
意のプ□ファイル名とネットワーク名を入力しまず。 

ネットワークをは、接続する別のコンピュータにも同じ名前を設定しま 
す。 

r- 般設定」項目 一 r アドホックー他の…」にチェックを付けて、炊へ]を 
クリックしまず。 
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「プ□ファイルウィザード：ステップ 2’••」 画面び表示された 5 、WEP 
キーを設定ずるかどうかを還択します。 

WEP キーの説巧は、 P .160 「セキュリティの確保」をご覧ください。 

< WEP キー(暗号化)を設定する場合> 

〇「セキュリティ設を」項目一「データ暗号化 ( WEP ) :」から「64ビット」ま 
たは、「128ビット」を選択します。 

登録するで字数により選択してくださし、。 

0 WEP キーを入力します。 

英数字で入力する場合 

「パ スフレー ズの使用...」に チて ックを付けて、「パ スフレー ズ:」に 
WEP キーを入力します。 

登録できる WEP キーの 文字数は、「64ビット」で5文字、「128ビット」で 
13文字です。 

1色進数で入力する場合 

「 WEP キーの使用…」にチェックを付けて、「キー:」に WEP キーを乂 
力します。 

登録できる WEP キーの 巧数は、「64ビット」で10が、「128ビット」で26 
巧です。 

< WEP キー帷号化)を設定しない場合> 

「セキュリティ設を」項目一「データ暗号化 ( WEP ) :」で「なし」を選択しま 
す。 

[完了]をクリックずると、 「 Intel の) PROSet 」 画面 - 「ネットワーク」夕 
ブ ー r プ□ファイルリスト」項目に追加されまず。 

これでネットーワーク接続の設定は終了です。 


コンピュータ名とワークグループの設定 

2台のコンピュータを同一のネットワーク内に接続するために、コンピュー 
夕名とワークグループの設定が必要です。本機と別のコンピュータそれぞれ 
に設定を行います。 

Windows XP の場合 

「コンピュータを」と「ワークグループ」の設定は、次の手順で行います。 


2 

3 


4 

5 

6 
7 


[スタート]-「コント□-ルパネル」 一 r パフォーマンスとメンテナンス」 
- r システム」をク U ックしまず。 

r システムのプ□パティ」画面 一 r コンピュータ名」タブー[変更]をクリッ 
クします。 

r コンピュータ名」に任意のコンピュータ名を、 r ワークグループ」にワー 
クグループ名を入力します。 

「コン ピュータを」は、 コン ピュータを識別するための名前です。本機と接 
続する別の コン ピュータで違う名前を設定します。 

「ワークグループ」は、本機と通信する別のコンピュータで同じを前を設 
定します。 

[ OK ] をクリックして、 r コンピュータ名の変更」画面を閉じまず。 

「•••ワ—クグル—プへようこそ。」と表示された5 [ OK ] をクリックしま 
ず。 

r 変更を有効にするには、コンピュータを再起動してください。」と表示さ 
れた5 [ OK ] をクリックしまず。 

[ OK ] をクリックして、 r システムのプ□パティ」画面を閉じます。 

た I 降は、画面の メ ッセージに従って コン ピュータ を 再お動します。 コン 
ピェータ が再起動したら 、 r コン ピュータを」と「ワークグループ」の設定 
は終了です。 



Windows 2000の場合 

「コンピュータ名」と r ワークグループ名」の設尉よ、次の手順で斤います。 


2 

3 


4 

5 

6 
7 


[スタートト「設定」 - r コント□-ルパネル」 - r システム」をダブルク 
リックしまず。 

r システムのプ□パティ」画面 一 r ネットワークの」タブー[プ□パティ] 
をクリックしまず。 

「識別の変動画面でロンピユータ名」に任意のコンピユータ名を、 r ワー 
クグルー プ」にワークグルー プ名を入力しまず。 

「コンピュータ名」は、コンピュータを識別するための名前です。本機と接 
続する別のコンピュータで違う名前を設定します。 

「ワークグループ」は、本機と通信する別のコンピュータで同じを前を設 
定します。 

[ OK ] をクリックして、 r 識別の変更」画面を閉じます。 

「•••ワ—クグル—プへようこそ。」と表示された5 [ OK ] をクリックしま 
ず。 

r 変更を有効にするには、コンピユータを再起動してください。」と表示さ 
れた5 [ OK ] をクリックしまず。 

[ OK ] をクリックして、 r システムのプ□パティ」画面を閉じまず。 

な降は、画面のメッセージに従ってコンピュータを再お動します。コン 
ピュータが再お動したら、 r コンピュータを」と r ワークグループ」の設定 
は終了です。 



ワークグループへの接続 

本機と別のコンピュータを通信可能な範囲に設置して、通信が行えるように 
する'必要があります。ここでは、通信する別のコンピユータでネットワーク接 
続の設定が終了している場合に、本機をワークグループに接続する方法を説 
巧します。 


ワイヤレス LAN アイコンをダブルクリックします。 

「Intel ( R ) PROSet 」 画面 一 「ネットワーク」タブ ー 「プ□ファイルリス 
卜」項目か5、ネットワーク接続の設定で作成した r プ□ファイル名」と 
r ネットワーク名 ( SSID )」 を還択しまず。 

「プ□ファイルリスト」項目一腊続]をクリックします。 

これで ワークグルー プ への 接続は終了です。 


□□□□□□□□□□□ 
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[スタート]-[マイコンピュータ]をクリックしまず。 

「マイコンピュータ」画面び表示された5、画面左側の r その他」項目 一 「マ 
イネットワーク」をクリックします。 

「ネットワークタスク」項目 一 r ワークグループのコンピュータを表示ず 
る」をクリックしまず。 

同じワークグループに接続しているコンピュータが表示されます。 


Windows 2000の場合 

[マイネッ ト ワーク]- [近く のコンピュータ]をダブルクリック すると、同じ 
ワークグループに 接続して いるコンピュータが 表示され ます。 


颐 


ファイルやフォルダを共有する 

ファイルやフォルダを共有するように設定すると、接続している巧手側のコ 
ンピュータのファイルやフォルダを参照できるようになります。詳細につい 
ては、 Windows のヘルプを参照してください。 


ワークグループのコンピユータを確認ずる 

ワークグループに接続している コン ピュータは、次の方法で確認できます。 

Windows XP の場合 


12 3 
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I そのほかの機能 


► パラレルコネクタを使ラ 



本機背面にはパラレルコネクタが用意されています。パラレルコネクタには、 

パラレル接続のプリンタなどを接続します。 

^ USB コネクタを使う 


本機背面には USB 2.0 に巧応した USB コネクタカ5'4個用意されています（その 

内2個の USB コネクタは背面カバーを開けて使用します） dUSB コネクタには 

USB ネホ応の機器を接続します。4個のコネクタは同じ機能ですので、どのコネ 

クタを使用してもかまいません。接続する機器によっては、デバイスドライバ 

力 S 必要な場合があります。詳しくは、接続する機器のマニュアルをご覧くださ 

い。 

接続と取り外し 

USB 機器の接続、取り外しは電源が入った状態で巧うことができます。ただ 

し、タスクバーにアイコン （「 PC カード」アイコンなど）が表示される場合は、 

Wi 打 dows 上で終了処理がぶ、要です。詳しくは、接続する機器のマニュアルを 

ご覧ください。 

転送速度 

USB 2.0 のデータの転送速度は、最大 480 Mbps です。 USB 2.0 コントロー ラは、 

USB 2.0 コントローラに接続するすべての周辺機器で共用します。そのため、 

転送速度は接続する周辺機器が増えると低下します。 

^ IEEE 1 394コネクタを使う 


本機左側面には圧 EE 13 94コネクタ （4 ピン）カリ個用意されています 。 IEEE 
1394コネクタには IEEE 13 94巧応の機器を接続します。 


接続と取り外し 

IEEE 1394 機器の接続、取り外しは電源が入った状態で行うことができます。 
ただし、タスクバーにアイコン （「 PC 力ード」アイコンなど）が表示される場合 
は、 Windows 上で終了処理が必要です。詳しくは、接続する機器に添付のマ 
ニユアルをご覧ください。 


□□□□□□□□□□□ 
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^ 文字やアイコンの大きさを変更する 


本機じインストールされているソフトウエア 「Liquid View Software」 を使用 
すると、次のような操作が巧えます。 

♦ デスクトップ上のアイコンの大きさを変更する。 

♦ ダイヤログボックスやプルダウンメニユーに表示される文字の大きさ 
を変更する。 

画面に表示される文字が小さくて読みにくい場合などじ使用すると便利で 
す。 


Liquid View Software を起動するには、[スタート] - 「(すべての）プログラ 
ム」 - 「 Liquid View (民） Software」 をクリックします□起動すると次の画面が 
表示されます。 

Liquid View Software の使用方法じついての詳細は、ヘルプをご覧ください。 



が 


クリックすると、 
-ヘルプが表示され 
ます。 


峭巧迎 I 品- S " ぷ 









システムの拡張 

メモリの増設•交換ち法やモジュラーベイ 
モジュールの交換ち法、コンピュータに接 
続でをる装置について説明しまず。 



拡張でをる装置 

本機内部には、次の装置を増設 • 交換して、機能を拡張することができます。 


r 、 

■ メモリモジュール 

本機にはメモ U スロットび2本用意されていますび、 

化張可能なスロットは本機底面の1本です。1本のメモ 
U スロットに最大已 12 MB のメモ U を搭載でをます。 

が P .183 「メモ U モジュールの増設」 

V V 



■ モジュラーベイ 

本機ち側面には、モジュラーベイび装備されていま 
す。購入時に装着されている薄型ドライブを取り外 
して、オプションのモジュラーベイモジュールに交 
換することびでをます。 

/If P.180 「モジュラーベイモジュールの交換」 







作業時の注意 

モジュラーベイモジュールのを換ゃ SODIMM の増設、交換をする場合は、次 
の点に注意してください。 


婆 


参電源コンセントに電源プラグを接続したまま、あるいはバッテリパック 
をセットしたままでか解しないでくださし、。感電•乂傷の原因となりま 
す。 

• マニュアルで指示されている]^:^がの分解や改造はしをいでくださし、。け 
がや感電•乂災の原因となります。 


A 

警告 


•モジュラーベイモジュールの交換や SODIMM の増設•交換は本製品の内 
部が高温になっている際には斤わないでくださし、。义傷の危険がありま 
す。作業は電源を切って10か上待ち、本製品の内部が十分冷めてから 
斤ってくださし、。 

• 不ををな場所（ぐらついた机の上や、傾いた巧など）で、作業をしないで 
くださし、。落ちたり、倒れたりして、けがをするを険があります。 








I モジ 1 ラ-ベイモジ： L - ルの交換 

本機ち側面には、モジュラーベイう叫基装備されています。購入時、モジュ 
ラーベイじは、薄型ドライブが装着されています。薄型ドライブを取り外し 
て、オプシヨンのモジュラーベイモジュールまたは、ダミーモジュールと交換 
することができます。 


金 


•モジュラーベイには、弊社が指定した • L ソがの機器を装着しないでくださ 
し、。本機がシヨートして义災の原因となります。 

•モジュラーベイモジュールをモジュラーベイから取りがした状態で、本 
機を使用しないでください。本機内部にホコリゃゴミなどが付着して、 
义災の原因となります。 


^モジュラーベイモジュールの取り外し•取り付け 


ここでは、薄型ドライブを取り外してダミーモジュールを装着する手順につ 
いて説明します。オプシヨンのモジュラーベイモジュールを装着する場合も 
同じ手順です。ダミーモジュールをモジュラーベイモジュールに読みをえて 
作業を行ってください。 


fk 

制限 


•モジュラーベイモジュールの向きを間違えて、モジュラーベイに装着し 
ないでくださし、。無理に取り付けるとがせなくなったり、破損したりす 
る恐れがあります。 

•モジュラーベイモジュールの交換は、本機の電源を切ったあとで行ってく 
ださい。 

•モジュラーベイモジュールやダミーモジュールの分解•改造を行わをいで 
ください0 

•モジュラーベイモジュールを取り外した状態で本機を使用しないでく 
ださし、。モジュラーベイには、必ずモジュラーベイモジュールを取り付 
けてお使いください。 
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モジュラーベイモジュールの父換は、次の手順で行います。 

コンピュータの電源を切りまず。 

本機に接続されているずべてのケーブルを外します。 

本機底面を上にして置きまず。 

薄型ドライブをモジュラーベイか5取りがしまず。 

〇ラッチを矢印の方向にスライドします。 

包ラッチをスライドしたまま、薄型ドライブを矢印の方向に引きます。 



包薄型ドライブをモジュラーベイから引き巧きます。 



12 3 4 
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ダ s— モジュールをモジュラーベイに取り付けます。 

〇ダミーモジュールをモジュラーベイに差し込みます。 

ダミーモジュールの表側を下に向けてモジュラーベイに差し込みま 
す。 



<ダミーモジュール> 

© PC 力ードスロット側を軽く手で巧さえながら、ダミーモジュールを矢 
印の方向に押し込みます。正しく装着すると、「カチッ」と音がしてダ 




ダミーモジュール% 

本機の LCD ユニッ ト側を上にして置き、取りがしたケースレを取り付け 
ます。 

これでモジュラーベイモジュールの交換は完了です。 

取り外した薄型ドライブは、ごみやほこりなどが付着しないようにして 
大切に保管してください。 






I メモリモジュールの増設 

本機には2本のメモリスロットが用意されていて、1本のメモリスロットには 
SODIMM を増設または交換することができます。購乂時にはもう1本のメモ 
リスロット（拡張不可）に SODIMM が装着されています。 

本機に搭載可能な最大メモリ容量は1 024 MB ( 1 GB ) です。ただし、購入時のシ 
ステム構成により、実際に搭載可能な容量は異なります。 

SODIMM を増設する場合は、下記仕様と一をする SODIMM を、弊社のオプ 
シヨンー覧より選がしてください。 

• PC 2100 SODIMM ( DDR 266 SDRAM 使用、200ピン） 

• メモリ容量* 256 MB 、512 MB 

• Non ECC 

* 今後、巧■しい容量のメモリを取り扱う場合があります。 

最新のオプシ ヨンー ■覧は、ホームページに掲載しています。ホームぺージのア 
ドレスは『サポートサービスのごま内』または『サポートと保巧サービスのご 
案内』をご覧ください。 


ft 

制限 


•本機は電源を切っても、コンピュータ内部に微かな電源が流れていま 
す。必、ず電源コンセントから電源プラグをかしバツテリを巧いてくだ 
さし、。 

•作業を行う前に金属製のものに触れて静電気を逃がしてくださし、。 
SODIMM やコンピュータに静電気が流れると、を板上の部品が壊れる 
おそれがあります。 

• SODIMM を持つときは、 SODIMM の端子部や素子に触れないでくださし、。 
SODIMM の破損や接触不良による誤動作の原因になります。 

•装着するち向を間違えないでください。 SODIMM が巧けなくなるなど故 
障の原因になります。 

• SODIMM を落とさないようじま意してくださし、。強い衝撃が、破損の原因 
になります。 

• SODIMM の着脱は、頻繁に行わないでくださし、。必、要た i 上に着脱を繰り返 
すと、端子部などに負担がかかり、故障の原因になります。 


□□□□□□口 
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^ SODIMM の増設•交換 


本機の電源を切ります。 

接続しているすべてのケーブルをがします。 

本機底面を上にして置き、バッテリを取りがしまず。 

と^ P .62 r バッテリの交換」 

メモリス□ットカバーのネジ (2 本)を外します。 



メモリス□ットカバーを矢印のち向にスライドしてか5持ち上げて取り 
タルまず。 



SODIMM の増設 • 交換は、次の手順で行います。 
SODIMM に添がの マニュアル もあわせてご覧ください。 

SODIMM の取り付け 


2 3 4 


5 







交換する SODIMM を姻包か 5 取り出します。 

取り出すときは、 SODIMM の端子部や素子に触れないようじ持ちます。 


端子部 



SODIMM を差し込みまず。 

切り欠きを突起に合わせ、 SODIMM を約45度の角度でメモリソケット L 
差し込みます。 

突起 
切り欠き 



SODIMM を静かに倒しまず。正しく装着ずると固定タブげ r カチッ」と音 
げしまず。 



メモリス□ットのカバーを取り付け、ネジで固定します。 









10 バツテリを取り付けまず。 

ごすコ p .62 r バッテリの交換」手順4 

11 「BIOS Setup ユーティリティ」を起動して、総メモリ容量を確認しまず。 

〇 コンピュータの電源を入れて、〔丘]を巧し 、 「BIOS Setup ユーティリ 
ティ」を起動します。 

ご巧コ P .191 [BIOS Setup ユーティリティの 起動」 

〇 rMain 」 メニュー画面一 「System Memory Size 」 で総メモリ容量を確認 
します。 

本機は、メインメモリの一部をビデオメモリとして使用します。装着 
している総メモリ容量から、ビデオメモリで巧用するメモリ容量を引 
いた容量が表示されます。ビデオメモリは最大で 64 MB です。 

装着した容量だけ、メモリ容量が増えていれば作業は完了です 。 rBIOS 
Setup ユーテ ィリ ティ」 を終了します。 

容量が増えて いない 場合は、 SODIMM が正しく装着され ていない ことが 
をえられます。電源を切ってから SODIMM を装着し直してください。 


SODIMM の取り外し 
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外付け可能な周辺機器 


本機には、次のような周辺機器を取りかけることができます。各コネクタへの 
接続方法は、本書または接続する周辺機器のマニュアルをご覧ください。 



モジュラーベイ 
• 薄型ドライブ 
•セカンド HDD モジュール 
(オプション） 

• ダミーモジュール 


パラレルコネクタ 
プリンタ 
スキャナ 


へツドフォン出力/光デ 


ジタルオデイオ出力 （ S/P 


DIF ) コネクタ 


• スピーカ 


• へツドフオン 


• MD デッキ 


• 5.1 チャンネルサラウンド 


スピーカシステム 



USB 2.0 コネクタ 
プリンタ 
USB マウス 

TA (ターミナルアダプタ） 
USB ザ応機器が接続できます 


LAN コネクタ 
• ネットフーク 


モデムコネクタ 
• 電話回線 


VGA コネクタ 
• 外付けディスプレイ 
• ビデオプロジェクタ 


PC 力ー ドスロット 
• PC カード 

PCMCIA 規格準拠の PC カー 
ド （Type 11) をセツトしま 
す。 


マイク人カコネクタ 
•マイク 


IEEE 1394 コネクタ 
• DV 機器 

圧 EE 1394 対■応機器が接続で 
きます。 


□□□□□□口 
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BIOS の設定 

コンピュータの基本状態を管理しているプ 
□グラム 「 BIOS 」 の設定を変更するち法に 
ついて説明します。 



BIOS の設定を始める前に 

BIOS は、コンピュータの基本状態を管巧しているプログラムです。このプロ 
グラムは、メインボード上に ROM として搭載されています。 

BIOS の設定は、 「BIOS Setup ユーテイリテイ」で変更できますが、購入時のシ 
ステム構成に合わせて最適に設定されているため、通常は変更する‘必要はあ 
りません。 BIOS の設定を変更するのは、次のような場合です。 

• 本書や周辺機器のマニュアルで指示があった場合 
• マウスを使う±悬合 
• パスワードを設定する場合 

BIOS の設定値を間違えると、システムが正常に動作しなくなる場合がありま 
す。 

設定値をよく確認してから変更を行ってください。 BIOS Setup ユーテイリ 
テイで変更した内容は、 CMOS RAM と呼ばれる特別なメモリ領域に保存さ 
れます。このメモリはリチウム電池によってバックアップされているため、コ 
ンピュ ータの 電源を切ったり、リセットしても消まされることはありません。 



リチウム電池の寿命 


BIOS Setup ユーテイリテイの内容は、リチウム電池で保持しています。本機 
のリチウム電池の寿命は数年です。日付や時間が異常になったり、設定した 
値が変わってしまうことが頻をするような場合には、リチウム電池の寿命が 
考えられます。 

販売店、サービスセンターまたは修巧センターまでご連絡ください。 


ft 

制限 


• 設を値を変更して、動作が不ををになつたり、リチウム電池の寿をで内 
容を保持できなくなつた場合に備えて、必、ず購入時の設をと変更後の設 
を値を記録しておいてください。 

p .205 [BIOS Setup ユーテイリテイの設定値」 

• 設をを変更後に、万一動作が不まをになつた場合は 、「 Load Optimal 
Defaults ] (お]期値に戻す）または ！" Discard Changes 」 （前回保巧した設 
を値に戻す）を実行することでもとの値に戻すことができます。 

と^ P .194 「設定値をもとに戻すには」 

• 弊せ製 JiW の BIOS を使用すると、 Windows が正常に動作しなくなる場 
合があります。 輕お製に(かの BIOS への アップグレードは絶かに行わな 
いで<_ださし V 



BIOSSetupiL - ティリティの操作 


BIOS Setup ユーテイリテイの起動 


2 


3 


コンピュータの電源を入れます。すでに電源げ入っている場合はリセッ 
卜します。 

コンピュータの起動直を、黒い画面の中央に□ゴび表示された5、ずぐに 


キーボードのを巧しまず。 

Windows が起動してしまった場合は、 Windows を再起動してください 0 

「BIOS Setup ユーティリテイ」び起動して Main メニュー画面び表示され 
まず。 


BIOS SETUP LmLITY 

System Overview 

Use [ENTER], [TAB] 
or が HIFT-TABJ 柏 

防 led 3帕1扫. 

AMIBIOS 

Version 0200 

Usa い] or I.] to 

Processor 

Type . Mobile Qenjine Intel (R) procsssor 

Spaed . 1500 MH2 

System Time の:〇〇] 

Ststem Date [Wed 03/12/2003) 

一 Select Screen 

SsiBct Item 

4- Change 円 aid 

Tab & 8lBCl Field 

FI General Help 

F9 Load Defaults 

F10 Sava and Exit 

ESC Exit 


BIOS Setup ユーティリティ画面（イメ ージ） 
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► bios Setup ユーテイリテイの操作 


[BIOS Setup ユーテイリテイ」の操作は、キーボードで行います。 

操作は、次の順番で斤います。 

①[「処理メニュー」を選択1一②[「設願目」を選択卜励間を個を選が 1 

詳しい操作方法は、次のとおりです。なお、各設定項目の説明は、 P .196 をご覧 
ください。 


< メニュー曲面> 


心① 「処理 メニュ ー」を選が 


Advanced SettingE 


I 田 mat Pd 怖 no Dsvice [Enablad] 


[ — ► ] [ ^ — ] で’変更します。 

起動直後は 、 「Main ^ニュー画面」が表示されて 
います。 


F1 日が le 过 Help 

F9 Load Dsfaults 

F10 Save and Exit 

ESC Exit 


-CD I 「設定項目」を選巧 I 
m m で変更します。 


感 [ T 設を項目」を選が I 

青字表示されていると、設定変更可能です。 

[ Fn 1+ ( +1 / ( Fn ) + (- ] を押すと値が変わり 
ます。 

rrn を押すと「選がウインドウ」が表示されま 
す。 


く選がウィンドウ>- 

選択ウィンドウ内の設を値を m m で変更 
し、で設定します。 


田 ua at 1 U ド U 1 ILI 1 Y 




Intemal touoh pad. 

WARNING: Setting wrong v 由 ues In below sections 
may causa system to maJfuncflon. 

► IDE Configutaton 


一 Select Screen 

り Select Ram 

+- Change Option 

F1 Gsne 凶 Help 

円 Load Defaults 

F10 Save anO Exit 

ESC Exit 






►マークの付いている設定項目を選ホ尺して〔 
れます。 


〕を押すと、「サブメニュー画面」が表示さ 


くサブメニュー画面> 


HI US SblU ド UIILII Y 

Primary IDE Master 

一 Select ScrasT 

り Select Item 

FI General Help 

巧 Load Defaults 

F10 Save and Exit 

ESC Exit 

Device 

Vendor 

Si2B 

LBA Mode 

Block Mode 

PIO Mode 

Async DMA 

Utt 田 DMA 

S.M.A.R.T. 

Hard Disk 

HITACHLDK23EA*40 

40.0GB 

Supported 

"Sectors 

MjItiWorti DMA-2 

Ultra DMA-5 

Suppponsd 




「サブメニュー画面」での設定方法は、「メニュー画面」 
での設定方法と同様です。 

を巧すとくメニュー画面>に戻ります。 
























































キー操作一覧 


キー 

操作できる内容 

( F 1 I 

ヘルプを表示します。 

[Esc ] 

-変更した内容を破棄し、終了するか確認する 

メッセージを表示します0 

-サブメニュー画面からメニュー画面に戻り 

ます。 

I 千しい J 

設定を変更する項目を選がします。 

【"^ ] ， ( —►] 

処理メニューを選択します。 

(Fn ) + ( - ) 

( Fn I + ( + ) 

項目の値を変更します。 

( ^ ) 

-メニュー画面中の►マークの付いている項 

目で押すとサブメニューを表示します。 

-選択項目の選択ウインドウを表示します。 

-設定値を選択します。 

( F 9 I 

全設定項目の値を初期値に戻します。 

( F 10 I 

変更した設定値を保存して終了します。 

(Fn 1 +[ PgUp ] 

(Fn 1 + ( Home ) 

表示されているメニューの中の最初の項目に 

移動します。 

(Fn 1 +( PgDn ) 

(Fn 1 +( End ) 

表示されているメニュー画面の中の最後の項 

目に移動します。 
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^ 設定値をもとに戻すには 


BIOS Setup ユーテイリテイの設定を間違えてしまい、万ーコンピユータの動 
作が不を定になってしまった場合などには、 BIOS Setup ユーテイリテイの設 
定を初期値や前回保存した値に戻すことができます。 


Load Optimal Defaults (ネリ期値に戻ず） 

BIOS Setup ユーテイリテイの設定を、 BIOS の初期値に変更します。 


2 


Discard Changes 揃回巧巧した設定値に戻ず) 



BIOS Setup ユーテイリテイを終了せずに、前回保存した設定値に戻します。 

1 

「 Exit 」 メニユー画面一 「Discard Chan 旨 es 」 を選択ずると、;欠のメツ 

セージび表示されまず。 



Discard し hanges ? 




[ OK ] [ Cancel ] 


2 

BIOS の設定を前回なちした値におす場合は、 [0 K ] を還択して W を 

巧しまず。 


し F 9 1 を巧ず、または 「 Exit 」 メニュー画面 一 「Load Optimal Defaults 」 
を選択ずると次のメッセージげ表示されまず。 

Load Optimal Defaults ? 

[ OK ] [ Cancel ] 


BIOS の設定を初期値に戻す場合は、 [ OK ] を還択してにを巧しま 
ず。 

変更しない場合はに ancel ] を選択してを巧します。 
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^ BIOS Setup ユーテイリテイの終了 


BIOS Setup ユーテイリテイを終了するには、次の2通りの方法があります。 


Save Changes and Exit (変更した内容を保巧し、終了ずる） 


2 


3 


口瓦！を巧ず、またはを巧し、 「 Exit 」 メニュー画面を還択し 
ます。 

["Save Changes and Exit 」 を還巧し レ ] を巧しまず。なのメッセー 
ジび表示されまず。 


Save con 円 guration changes and exit setup ? 


[ OK ] 


[ Cancel ] 


変更した設定値を巧巧して終了ずる場合は [ OK ] を還択し、を巧 
します。 


Discard Changes and Exit (変更した内容を破棄し、終了ずる） 


2 

3 


臣^を巧ず、またはを巧し、 「 Exit 」 メニュー画面を還択し 
まず。 

「Discard Changes and Exit 」 を還択し、レ 1 を巧しまず。 

設定値が変更されている場合は次のメッセージげ表示されまず。 


Discard changes and exit setup ? 


[ OK ] 


[ Cancel ] 


変更した設定値を巧をせずに終了ずる場合は [ OK ] を選択し、を 
巧しまず。 
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I BIOSSetu に-テイリテイの設定關 


本章では 、 BIOS Setup ユーティリティで設定できる項目と、設定方法などに 
ついて説明します 。 BIOS Setup ユーテイリテイのメニュー画面には、次の6つ 
のメニューがあります。 

• Mai 打メニュー画面 

• Security メニュー画面 

• Boot メニュー画面 

表の見ち 

各メニュー画面の設定項目の表では、次のように記載しています。 

《：表不のみの項目 
:項目の初期値 

^ Main メニユー画面 


「 Main 」 メニュー画面では、日付と時刻の設定を行います。 


設定項目と詳細は、次のとおりです。 


AMI BIOS 

Version 《 

本機に搭載されている BIOS のパージヨンを表不します。 

Processor 

Type 《 

本機に搭載されている CPU のタイプを自動的に表示します。 

Speed 《 

本機に搭載されている CPU の周波をを自動的に表示します。 

System Memory Size 《 

メモリ容量を起動時に自動的に計算して表示します。 

System Time ( hh : mm : ss ) 時間の設定 

時刻を設定します。 

System Date ( mm : dd : yy ) 日付の設定 

日付を設定します。 


• Advanced メ ニュー画を! 
参 Power メニュー画が 

• Exit メニュー画面 
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^ Advanced メニユー画面 


「 Advanced 」 メニュー画面では、タツチパッドの設定を斤います。 


設定項目と詳細は、次のとおりです。 


IDE Conimuration 

皿 E 装置の表示します。 


Primary IDE Master 
Secondary IDE Master 
(IDE 装置の設定を表示） 

接続している IDE 装置の機種を表示します。 

表示される項目や選ができる値は IDE 装置によって異なります。 



Device 《 

IDE 装置の機器の名称を表示します。 



Vendor 

IDE 装置の型をを表示します。 



Siz 巨※ 

HDD の容量を表示します。 



LB A Mode《 

LBA (logical Block Addressing) をサポートしているかどうかを表示しま 
す。 



Block Mo お※ 

一度に何セクタ転送できるかを表示します。 



PIO Mode《 

IDE 装置の転送モードを表示します。 



Async DMA》 

IDE 装置の DM A 転送モードとチャンネルを表示します。 



Ultra DMA ぷ 

Ultra DMA 対■応装置の転送モードとチャンネルを表示します。 



S.M.A. 民.了※ 

S.M.A.R. 1 (Self Monitoring Analysis ana Reporting Technoloev) をサポー 

卜しているかどうかを表示します。 

Internal Pointing Device 

本機のタッチパッドを巧用するかどうかを設定します。 

USB マウスを使用する場合は、 disabled] を選択します。 

Disabled :タッチパッドを使用しません。 

Enabled :タッチパッドを使用します。 
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^ Security メ ニュー画面 


「 Security 」 メ ニュー画面では、 システム 起動時や 「BIOS Setup ユー ティリ 
ティ 」起動時などの パスワードに 関する設定を行います。 

パスワード 機能は、 コン ピュータを使用する ユーザ ーを限定するための機能 
です。 システム 起動時または r BIOS Setup ユーティリティ 」起動時 にパスワー 
ドの 入力を要ホし、正しい パスワード 入力が行われないと コン ピュータを使 
用することができません。 

設定項目と詳細は、次のとおりです。 


Supenasor Password / 

User Password 《 

Supervisor Password (管理者用パスワード）と User Password (ユーザーパス 
ワード）が設定されているかどうかを表示します。 

Installed :パスワードが設定されています。 

Not Installed :パスワードが設定されていません。 

Change Supervisor Password 

(管理をパスワードの設定） 

管理を用パスワードを設定します 。 「BIOS Setup ユーテイリテイ」やシステ 
ム起動時にハ•スワード入力を要求します。 

I 3 □を押すとパスワード設定ウインドウが表示されます。 

User Access Level 

r Supervisor Password 」 （管理者パスワード）を設定すると表示されます。 
「User Password 」 （ユーザーパスワード）を入力したユーザーが 「BIOS Setup 
ユーテイリテイ」にアクセスすることを4段階で制限します。 

No Access : 「BIOS Setup ユーテイリテイ」を起動することができません 0 
View Only : 「BIOS Setup ユーテイリテイ」を閲覧できますう;'、設定項目の 
変更はできません。 

Limited : 「BIOS Setup ユーテイリテイ」を閲覧できるほかに、「日付」 

と「時間」のみ変更できます。 

Full Access :管理者と同一の権利を許可します。 BIOS セットアップユー 

テイリテイのすべての項目を設定したり閲覧したりするこ 

とができます。 

Change User Password 

(ユーザーパスワードの設定） 

ユーザーパスワードを設定します 。 「BIOS Setup ユーテイリテイ」起動時や 
システム起動時にパスワード入力を要求します。 

[5 □を押すとパスワード設定ウインドウが表示されます。 

Clear User Password 

ユーザーパスワードを削除します。 

Q □を押すと、ユーザーパスワードの削除ウインドウが表示されます。 

Boot Sector Virus Protection 

HDD のブートセクタ（システム領域)への書き込みを禁止するかどうかを 
設定します。書き込みを禁止すると、ウイルスが HDD のブートセクタ（シス 
テム領域)への感染を防ぐことができます。 

Enabled :書き込みを許可します。 

Disabled :書き込みを禁止します。 
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Primary Master HD Password 

( HDD パスワードの設定） 

内蔵 HDD を認識するためのパスワードを設定します 。 「BIOS Set 啤ユー 
テイリテイ」起動時やシステム起動時にパスワード入力を要ホします。 

Q □を押すとパスワード設定ウインドウが表示されます。 

Secondary Master HD Password 

オプシヨンのセカンド HDD モジュールを装着している場合に表示されま 
す。パスワードを設定すると 、 rPrimary Master HD Password 」 が設定されて 
いなくても 、 「BIOS Setup ユーテイリテイ」起動時やシステム起動時にパス 
ワードを要求します。 

QII を押すとパスワード設定ウインドウが表示されます。 


パスワー ド入力時のを意 

パスワード設定時は、キーボー ドの、たモー ドに注意してください。たとえ 
ば、数値キー乂カモードでパスワードを設定し、お動時に数値キー乂カモード 
ではない状態でパスワードを入力するとエラーになります。 



管理者パスワードおよび、ユーザーパスワードの設定•変更 

管理者 パスワー ドおよび、 ユーザーパスワー ドの設定.変更方法は次のとおり 
です。 


2 


3 


4 

5 


「Change Supervisor Password 」 または 、 「Change User Password 」 
を謡只してにを巧すと、次のメッセージび表示されます。 


Enter New Password 


パスワードを入力し、を巧します。 

「*」が表示されない义字は、パスワードとして使用できません。アルファ 
べットの大文字と小文字は区別されません。パスワードは6文字まで乂力 
可能です。 

続いて次のメッセージび表示されまず。®認のためにちラー度同じパス 
つー ドを入力し、を巧しまず。 

同じパスワード を人力 しないと 、 「Passwords do not Match 」 というメッ 
セージが表示されます。 [0 K ] が選がされた状態でを押すと、 
BIOS のメニュー画面に戻ります。 


ConTirm New Password 


「Password Installed 」 というメッセージび表示された5、 [0 K ] び還 
択された状態で W を巧しまず。 


パスワードの設定び完了ずると 、！ "Supervisor Password 」 または 
「User Password 」 項目の値び 「 Installed 」 に変わりまず。 
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HDDA スワードの設定•変更 

HDD パスワードの設定•変更は次のとおりです。 

1 「Primary Master HD Password 」 を還択して 、 (♦j ) を巧しまず。 

オプシヨ ンのたカン ド HDD モジュールを装着している場合は、 「Secondary 
Master HD Password」 も選ができます。 

〇 ずでに HDD パスワードび設定されている場合は、次のメッセージび表示 

されます。 

HDD パスワードが設定されていない場合は、手順3にをります。 



すでに設をされているパスワードを入力し、 rrn を巧します。 

3 巧のメッセージび表示されまず。パスワードを入力し、 ED を巧しま 
ず。 

「*」が表示されない文字は、パスワードとして使用できません。アルファ 
べットの大文字と小文字は区別されません。パスワードは32文字まで乂 
力可能です。 

Enter New Password 

4 続いて次のメッセージび表示されます。お認のためにもラー度同じパス 
ワードを入力し、 ED を巧しまず。 

同じパスワードを乂力しないと、 r Passwords do not Match J というメッ 
セージが表示されます。 [0K ] が選がされた状態でを押すと、 
BIOS のメニュー画面に戻ります。 

Confirm New Password 

5 「Password Installed 」 というメッセージび表示された5、 [ OK ] び還 
択された状態でを巧します。これで HDD パスワードの変更は完了 
でず。 


BIO 。 □□日 


201 



fk 

制限 


•「Primary Master HD Password 」 および 、 「Secondary Master HD 
Password 」 は、パスワードが設をされているかどうかを設を項目で確 
認することができません。 

•登録したパスワードは、書き移して保管するなどして忘れないようにし 
てくださし、。バスワードを忘れると、 Windows の起動および BIOS の設を 
変更ができなくなります。 

万一、パスワードを忘れた場合は、本製品を購入した販売店、サービスセ 
ンターまたは修理センターまでご連絡くださし、。 


管理者パスワードの削除 


「Change Supervisor Password 」 を還択して [) を巧ずと、次の 
メッセージび表示されます。 


Enter New Password 


p 何も入力せずにを巧ずと、次のメッセージび表示されまず。 

Password uninstalled . 


[ OK ] 


〇 rOK 」 び還択された状態で い 1 を巧しまず 。！ ■Supervisor Password 」 

項目の表示び 「Not Installed 」 に変わりまず。これでパスワードび削除さ 
れまず。 


ユーザーパスワードの削除 


["Clear User Password 」 を還択して、 () を巧すと、;夕の画面び表 
示されまず。 


Clear User Password ? 


[ OK ] 

[ Cancel ] 


2 


[0 K ] を還択して、を巧します 。 「User Password 」 項目の表示 
が 、 「Not Ins ね lied 」 に変わります。これで、ユーザーパスワードび削除さ 
れまず。 



HDD パ スワードの 削除 


2 


3 


4 


「Primary Master HD Password 」 または、に econdary Master HD 
Password 」 を選択してを巧すと、次のメッセージげ表示されま 
ず。 


Enter Password 


HDD パスワードを入力し、を巧しまず。次のメッセージび表示さ 
れまず。 


Enter New Password 


何ち入力せずにに n を巧ずと、次のメッセージび表示されます。 


Password uninstalled . 


[ OK ] 


[ OK ] び還択された状態で、を巧します。これで HDD パスワード 
び削除されまず。 


^ Power メニュー画面 


「 Power 」 メニュー函面では、バッテリのリフレツシュを行います。 


start Battery calibration 

(バッテリのリフレッシュの実行） 


バッテリのリフレッシュを行う場合に実行します。 

な p . 61 r バッテリ残量が正しく表示されないときは」 
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^ Boot メニュー画面 


「 Boot 」 メニユー画面では、システムを起動するドライブの順番を設定しま 
す。コンピユータが [ 1 St Boot Device ] から順番にシステムのあるドライブを 
検出して、システムが見つかったドライブから起動します。 

システムを起動するドライブを [ 1 St Boot Device ] から順番に割り付けます。 
割り付け可能なドライブは、次のとおりです。 

• Removable Dev . または 、 USB FDD (オプシヨンの USB FDD を接続してい 
る場合） 

• 接続されている薄型ドライブの型番 
• 接続されている内蔵 HDD の型を 

• Disabled ( ドライブを割り付けない場合に設定します） 


Boot Device Priority 

システムを起動するドライブの順番を設定します。 


1 st Boot Device 

1を目に起動するドライブを設定します。初期値は、 r 民 emovable Dev .」 です。 

2 nd Boot Device 

2を目に起動するドライブを設定します。初期値は、接続されている薄型ド 
ライブの型番です。 

3 rd Boot Device 

3番目に起動するドライブを設定します。初期値は、接続されている内蔵 
HDD の型番です。 

Removable Dr 

ves 

1 st Drive 

外付けの記憶装置 (USB FDD など）を接続すると型番を自動的に檢出して 

表示します。接続した記憶装置を使用するかどうかを設定します。 

外かけの記憶装置：外付け記憶装置を使用します。 

Disabled :外付け記憶装置を使用しません。 

Onboard LAN Boot ROM 

リモートブートを巧う場合は 「 Enabled 」 に設定します。 

Disabled :無効にします。 

Enabled :有効にします。 
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^ Exit メニュー画面 


「 Exit 」 メニュー画面は、 BIOS Setup ユーテイリテイをどのよつじ腊了する为^ 
を設定する場合に使用します。設定項目と詳細は、次のとおりです。 


Savins Chances and じ xit 

変更した内容（設定値）を保存してから、 BIOS Setup ユーティリティを終了 
します。 

Discard Changes and Exit 

変更した内容（設定値）を保存せずに、 BIOS Setup ユーティリティを終了し 
ます。 

Discard Changes 

BIOS Setup ユーティリティを終了させずに、変更した設定値を前回保存し 
た設定値に戻します。 

Load Optimal Defaults 

BIOS Setup ユーテイリテイの設定値を、 BIOS の初期値に戻します。 

^ BIOS Setup ユーテイリテイの設定値 


BIOS Setup プロダラムで設定を変更した場合は、変更内容を下表に記録して 
おくと便利です。購入時の設定および変更した内容はぶ、ず記録しておいてく 
ださい。 


Advanced メニュー画が 


項目 

購入時の設定 

変更内容 

Internal Pointing Device 

Disabled Enabled 

Disabled Enabled 


Security メニュー画面 


項目 

購入時の設定 

変更内容 

User Access Level 

No Access 

Limited 

View Only 

Full Access 

No Access 

Limited 

View Only 

Full Access 

Boot Sector Virus Protection 

Disabled 

Enaoled 

Disabled 

Enaoled 


Boot メニュー画面 


項目 

購入時の設定 

変更内容 

Boot Device 

Priority 

1st Boot 

Device 



2nd Boot 

Device 



3rd Boot 

Device 



Onboard LAN Boot ROM 

Disabled Enabled 

Disabled Enabled 
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ソフトウエアの 

再インストール 

ソフトウエアを再インス I -ールする手順に 
ついて説明しまず。 



再インスト-ルする前に必ずも'読みください 

ソフトウエアの再インストールを行う前に巧っておいていただきたい情報に 
ついて記載しています。 

本書では、 HDD を フォー マットして、 Windows やデバイスドライバなどのソ 
フトウエアを新しくインストールしなおす作業のことを、 r 再インストール」 
と記載します。 


^再インストールび必要な場合 


再インストールは次のような場合に行います。通常は必要ありません。 
• なんらかの原因で Windows が起動しなくなった場合 
• HDD 領域の構成を変更したい場合 


^ -重要事項 


再インストールする前に、次の重要事項をおずお読みください。 

• 弊社製な外の BIOS に、絶巧にアップデートしないでください。弊社製な外 
の BIOS にアップデートすると、再インストールができなくなります。 

• Norton Anti Virus 2003で、90日経過後に更新権を購入してウィルス定義ファ 
イルの更新サービスを継続している場合、再インストールを行うと更新権 
が無効になります。更新権が無効になってしまった場合は、シマンテック 
ストアまでご連絡ください。 

P .148 「コンピュータウイ ルスの 検索.駆除」 

■インストール方法に関する最新情報を記載した紙類が添付されている場 
合があります。栖包品を確認して、紙類が添かされている場合は、その手順 
に従って作業をすすめてください。 

• HDD 上の重要なデータは、 FD などの別のメディアに、必ずバックアップし 
ておいてください。再インストールするときは、 HDD を フォーマッ トする 
ため、 C ドライブのデータはすべて消'去されます。 


• モジュラーベイに、セカンド HDD モジュールなどを装着している場合は、 
薄型ドライブに交換してください。 

ごろ コ P .180 「モジュラーベイモジュールの交換」 




I ソフトウ I アの再インスト-ルを巧う 

本章では、再インストールの方法について記載しています。 

必要なメディア 


再インストールするには、次のメディアがを要です。 

• リカバリ CD 

Windows が登録されている CD - 民 0 M です。 

Windows XP は、 Disc 1と Disc 2 の2枚組になっています。 

• ドラィバ CD 

各種デバイスドライパ、 Adobe Acrobat 民 eader、Norton Antivirus 2003力 S — 
登録されている CD-ROM です。 

• B's Recorder GOLD / B's CUP CD-ROM 

薄型ドライブのライティングソフトウエアが登録されています。 

参 Win DVD CD-ROM 

DVD VIDEO 再生ソフトウエアが登録されています。 

• そのほか'必要なメディア 

お#いのシステム構成によって‘必要なメディアは異なります。 


□□□□□□□□□□□□□日 
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^ インス I ルの順番 


再インストールは、次の順をで行います。 




P.213 「 Windows のインス I '―ル」 

HDD 領域のを到ホ、 Windows のインストール中に巧います。 


と ^ P.221 「デバイスドライバのインス!ル」 


と ^ P.222 「 DMA お送の設定 (Windows 2000 のみ)」 


穿 ^ P.223 「Adobe Acrobat Reader のインストール」 

re's Recorder GOLD クイックガイド』 （ pdf ) 

『 B's Recorder GOLD クイックガイド』（がりは 「 B's Recorder 
GOLD / B’s CUP CD - ROM 」 に登録されています。なのち法で見 
ることびでをます。 

[スタート]-「マイ〕ンピュータ （Windows 2000の場合は、 
「マイコンピュータ」をダブルク U ック）」で CD - ROM アイコンを 
ちク U ックして^開く」一「 BsGOLD 已」一^ DOC 」一「 Quick 」 

な 『Win DVD ユーザーズマニュアル』 （ pdf ) 

『Win DVD ユーヴーズマニュアル』 （ pdf ) は 、 rWin DVD CD - 
ROM 」 に登録されています。なのち法で見ることびできます。 
[スタート]-「マイ〕ンピュータ （Windows 2000の場合は、 
「マイコンピュータをダブルク U ック」）」で CD - ROM アイコンを 
もク U ックして r 開く」一 「 manual 」 
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が P .148 ロンピュータウイルスの検索•駆除」 


な P .224 「そのほかの作業」 


が P .227 「そのほかのインス I ル」 


^ インスIル作業における確認事項 


再インストールを始める前に、下記の点をご確認ください。 

インス I ルを般 

インストール作業は、 AC アダプタを接続して行ってください。 

システム構成 

本章の インス トール手順は、購乂時の システム 構成を前提にしています。 イン 
ス トールは、 BIOS の設定と システム 構成を購入時の状態に戻して行うことを 
おすすめします。 



HDD ①ファイルシステム 

購入時の HDD は、 NTFS を使用して領域を作成し、 Windows をインストール 
しています。 Windows のインストールは、必ず NTFS を巧用してください。 


ドライブ名 

本章の説明では、ドライブ構成が次のようになっているものとします。 
薄型ドライブのドライブ名は、 HDD 領域の数によって異なります。 

A ドライブ：オプションの USB FDD を接続している場合 
C ドライブ:内蔵 HDD 
D ドライブ：薄型ドライブ 


入力文字 


インストール手順中の入力文字の表記は、すべて大文字で記載していますが、 
乂力する際は大文字•小文字のどちらで乂力してもかまいません。 









管理者権限で□グイン 

デバイスドライバのインストール作業は、 r コンピュータの管巧者 ( Admini ¬ 


strator )」 権限で口 グインして斤ってください。 


Windows CD - ROM を要求された5 

デバイスドライバ類のインストール時に 「Windows CD - ROM 」 を要ホされる 
ことがあります。本書でなにも記載がない場合は、リカバリ CD Disci (Windows 
2000ではリカバ'リ CD ) をセツトしてください。 


メーカー情報 

Windows のインストールを行うと、次の場巧に表示されているメーカーロゴ 
とサポート情報は消'去されますので、あらかじめご了承ください。 

Windows XP :[スタート]-「コントロールパネル」一「パフォーマンスと 
メンテナンス」一「システムのプロパティ」 

Windows 2000 :[スタート]-「設を」一「コントロールパネル」一「システム 
のプロパティ」 

各種設定の確認 

ネットワークやモデム、インターネットなどを使用している場合は 、 Windows 
をインストールすると、再設定が必要になります。設定を書き移しておいてく 
ださい。 
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^ Windows のインストール 


インス I ルの流れ 


Windows のインストールの主な流れは次のとおりです。インストール作業 
は、次ページからの手順に従ってください。 



HDD 領域の変更 

HDD を分割して使用したい場合は、 「 Windows のイ ンス トール」作業中に 
HDD 領域の変更を行います。 Windows を インス トールする領域は、作業中に 
フォーマツ ト 、インス トールを行いますが、残りの領域妹設定領域）は インス 
トール終了後に Windows の「 ディスク の管理」で設定します。 

が P .224 r 領域の作成」 


□□□□□□□□□□□□□日 
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Windows XP インス I ルモデルの場合 

WindowsXP のインストールは、次の手順で行います。 


コンピユータの電源を入れ、 r リカバリ CD 团 scl 」 を薄型ドライブに 
セツトしまず。 

r Microsoft Windows - - •」画面が表示された場合は、[終了]をクリックし 
ます。 


P [スタート]-[終了オプション]-[再起動]をクリックして、コンピユー 
夕をち起動しまず。 

3 起動時に ["Press any key to boot from CD 」 と表示された5、どれか 
キーを巧しまず。手順4の画面び表示されるまでかし時間びかかりまず。 

一定時間内にキーを押さないと、 HDD 内の Windows が起動してしまいま 
す。 

HDD を分割していない場合は、手順5じ移ります。 


4 


HDD を分割している場合は、;夕の画面び表示されまず。この場合は、 
を巧しまず。 

次の画面で厂三—)を押してしまうと、 D ドライブに Windows がインス 
卜ールされるため、 D ドライブじ登録されているデータは消'えてしまう 
ので注意してください。化ず riiD を押して、 C ドライブに Windows をイ 
ンストールしてください。 



D ドライブ. 
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5 「巧の-覽にはこのコンピユ-夕上の既巧のパ-ティシヨンと未使用の 

領域び表示されていまず。’’ •」と表示されまず。 

HDD の領域を変更しない場却がじ」を還択して、を巧しまず。 
HDD 領域を変更ずる場合は(削除)を巧して、下記の手順 〇〜 ©を 
行います。 

< HDD 領域を変更する場合> 

〇 「削除しようとしたパーティシヨンは'''」と表示されたら、 fTH を巧 
します。 

〇 「 OOMB ディスク X X から々のパーティシヨンを削除します。'''」と 
表示されたら rn を巧します。 

包「々の一覧にはこのコンピユータ上の'''」と表示されたら、こ^ (パー 
ティ シヨンの作成）を巧します。 

〇「〇〇 MB ディスク X X に新しいパーティシヨンを作成します。」と表 
示されたら、「作成するパーティシヨンのサイズ」に任意の数値を入力 
して、 rm を巧します。 

©「々の一覧にはコンピユータ上の'''」と表示されたら、 「 C : パーティ 
シヨン1(モフォーマツト）」を選択して□を巧します。 

「未設定領域」はインストール終了後「管理ツール」で領域の作成を 
行ってください。 

が p .224 r 領域の作成」 

包「選択されたパーティシヨンはフォーマツトされていません。」と表示 
されたら、 「 NTFS ファイルシステムを使用してパーティシヨンを 
フォーマツト」を選択してを巧します。 

手順9に移ります。 

0 「別のオペレーティングシステムのあるパーティシヨンに…」と表示され 

た場合は、を巧します。 

7 「…に Windows XP をインス I ルしまず。」と表示された SJNTFS 

ファイルシステムを使用してパーティシヨンをフォーマツト」び還択し 
て 厂。~] を巧しまず。 

「現在のファイルシステムをそのまま使用（変更なし）」を選がすると、上 
書きインストールになります。 


□□□□□□□□□□□□□日 
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r 警告： このドライブをフオーマツトずると•••」と表示された S 、 
( TTH を巧します。 


フォーマットと、ファイルのコピーび巧われまず。終了すると、自動のに 
コンピュータび再起動しまず。 

「Windows XP ライセンス契約」び表示された5、契約内容に同意ずる 
か、しないかを設定しまず。 

「同意しない」を選がすると Windows XP のインストールが中止されま 
す。 


「Windows XP セツトアツス画面び表示されまず。画面の指示に従つ 
て設定を行いまず。 

• ソフトウェアの個人用設を 

ここでは r 名前」を‘必ず入力してください。 

• コンピュータ名 （Windows XP Home Edition ) または 
コンピュータ名と Administrator のパスワード 

(Windows XP Professional ) 

コンピュータ名と Administrator のパスワードを乂力します。 

• 日付と時刻の設を 

コンピュータ設置場所の日付と時刻の設定を行います。 

• ワーク グループまた はドメイン名 （Windows XP Professional ) 

ネットワーク管理者の指示に従って必要事項を乂力します。 

再起動後に r ディスプレイの設定」画面び表示された S 、[0 K ] をクリック 
しまず。 


r モニタの設定」画面び表示された場合は、 [0 K ] をクリックしまず。 

「Microsoft Windows へようこそ」と表示された5、画面も下の同をク 
リックします。 


r このコンピュータを使うユーザーを指定してください」と表示された 
S 、 ユーザー名を入力して国をクリックしまず。 


r 設定び完了しました」と表示された5、国をクリックしまず。 

Windows XP のデスクトップ画面び表示された 5、 CD - R 0 M を取り出 
しまず。これで Windows XP のインス I ルは終了です。 


Windows 2000インス I ルモデルの場合 

Windows 2000のインストールは、次の手順で行います。 


コンピュータの電源を入れ、 r リカバリ CD 」 を薄型ドライブにセットし 
ます。 

r Microsoft Windows - - •」が表示された場合は、[終了]をクリックしま 
す。 


P [スタート]-[シャツトダウン]-[再起動]を還巧して、コンピユータを 
再起動しまず。 

3 起動時に ["Press any key to boot from CD 」 と表示された5、どれか 
キーを巧しまず。手順4の画面び表示されるまでかし時間びかかりまず。 

一定時間内にキーを押さないと、 HDD 内の Windows が起動してしまいま 
す。 

HDD を分割していない場合は、手順5じ移ります。 


4 


HDD を分割している場合は、夕の画面び表示されまず。この場合は、 
を巧しまず。 

次の画面でし ♦ J 1を押してしまうと D ドライブに Windows がインストー 
ルされるため、 D ドライブに登録されているデータは消'えてしまうので 


注意してください。'必ず I Esc ] を押して、 C ドライブに Windows をインス 
卜ールしてください。 



D ドライブ 
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5 「巧の-覽にはこのコンピユ-夕上の既巧のパ-ティシヨンと未使用の 

領域び表示されていまず。’’ •」と表示されまず。 

HDD 領域を変更しない場 S ホ rc :」 を還択して、を巧します。 

HDD 領域を変更ずる場合は(削除)を巧して、下記の手順 〇〜 ©を 
行います。 

< HDD 領域を変更する場合> 

〇 「削除しようとしたパーティシヨンは'''」と表示されたら、 fTH を巧 
します。 

〇 「 OOMB ディスク X X から々のパーティシヨンを削除します。'''」と 
表示されたら rn を巧します。 

包「々の一覧には、このコンピユータ上の'''」と表示されたら、 

[C ) (パーティシヨンの作成）を巧します。 

〇「〇〇 MB ディスク X X に新しいハ’ーティシヨンを作成します。」と表 
示されたら、「作成するパーティシヨンのサイズ」に任意の数値を入力 
して、 rm を押します。 

Q 「々の一覧には、このコンピユータ上の'''」と表示されたら、 「 C : 新規 
(モフォーマツト）」を選択してを巧します。 

「未設定領域」はインストール終了後 r 管理ツール」で領域の作成を 
行ってください。 

が p .224 r 領域の作成」 

包「選択されたパーティシヨンはフォーマツトされていません。」と表示 
されたら、 「 NTFS ファイルシステムを使用してパーティシヨンを 
フォーマツト」を選択して 【 ■tJ ] を巧します。 

手順9に移ります。 

0 「別のオペレーティングシステムびあるパーティシヨンに…」と表示され 

た場合は、を巧します。 

7 「…に Windows 2000をインス！'―ルしまず。」と表示された S 、 

「 NTFS ファイルシステムを使用してパーティシヨンをフォー マツ りを 
還択し、にを巧します。 

「現在のファイルシステムをそのまま使用（変更なし）」を選がすると、上 
書きインストールになります。 


□□□□□□□□□□□□□日 
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r 警告： このドライブをフオーマツトずると•••」と表示された S 、 
( TTH を巧します。 


フォーマットと、ファイルのコピーび巧われまず。終了すると、自動のに 
コンピュータび再起動しまず。 

r ライセンス契約」と表示された5、契約内容に同意ずるかしないかを設 
定しまず。 

「同意しません」を選がすると Windows 2000のインストールが中止され 
ます。 


「Windows 2000 Professional セットアップ」画面び表示されまず。 
画面の指示に従ってセットアップを行います。 

• ソフトウェアの個人用設を 

ここでは r 名前」を‘必ず入力してください。 

• コンピュータ名と Administrator のパスワード 

コンピュータ名と Administrator のパスワードを入力します。 

• 日付と時刻の設を 

コンピュータ設置場所の日付と時刻の設定を行います。 

「 Windows へ□グオン」画面び表示されまず。設定した Administrator 
のパスワードを入力します。 

手順11でパスワードを設定しなかった場合は、そのまま [ OK ] をクリッ 
クします。 


Windows 2000のデスクトップび表示された 5、 CD - R 0 M を取り出し 
まず。これで Windows 2000のインス I '―ルは終了です。 


^ デバイスドライバのインス I -ール 


本機のメインボード上に搭載しているデバイスのドライバを一括してインス 
卜ールします。 

インストール手順は次のとおりです。 


2 

3 

4 
已 

6 

7 

8 


「ドライバ CD 」 を薄型ドライブにセットしまず。正しくセットされると 
自動的に「ドライバソフトウエアのインス I '―ル」画面げ表示されまず。 

表示されない場合は、[スタート]-["マイコンピュータ （Windows 2000 
の場合は、「マイコンピュータ」をダブルクリック）」 -「 CD ドライブ 
(Windows 2000は CD - 民 OM )」 を右クリックして「自動再生」を選択しま 
す。 

表示された項目か sr- 括インストール」を選択して欄始]をクリックし 
ます。 

r ごま意」画面が表示されます。内容をよくお読みになり [ OK ] をクリック 
しまず。 

表示されたドライバを確認して[インストール開始]をクリックしまず。 

インストールするドライバが自動的に検出されます。 

r 確認」画面び表示された S [ OK ] をクリックしまず。 

各ドライバが自動的にインストールされます。インストールには数分か 
かります。 

「インス I 'ールの完了」画面び表示されます。内容をよくお読みになり 
[ OK ] をクリックしまず。 

「 Windows の再起動」画面が表示された5 [はい]をクリックしまず。 

Windows げ再起動します 。 Windows 2000インス I '―ルモデルの場合 
はこれでデバイスドライバのインストールは終了でず。 

Windows XP インストールモデルの場合は、1•ソ降の手順げ必要です。 

Windows 2000インストールモデルの場合は必要ありません。 






9 

10 


12 

13 


[スタート]-「マイコンピユータ」一 rEPS 0 N _ CD 」 をダブ J レクリックし 
まず。 

表示された項目か6 [ Microsoft.NET Framework ] を選択して、欄始] 
をクリックしまず。 

「セットアップ」画面で[今ずぐインス I ル]をクリックしまず。 

マイコンピュータの下に隠れている場合があります。 

「セットアップはコンピユータげ再起動された後に再開しまず。」と表示 
されたら、[今ずぐ再起動]をクリックします。 

Windows XP 再起動をに「セットアップ完了」画面び表示されます。[完 
了]をクリックしまず。 

これでデバイスドライバのインストールは終了です。 


^ DMA 転送の設定 (Windows 2000のみ) 


Windows 2000の場合は、薄型ドライブの転送処理速度を上げるために、次の 
設定を行います。 


2 

3 

4 

5 

6 

7 


[スタート] - r 設定」 一 r コント□-ルパネル」 一 r システム」アイコンをダ 
ブルクリックします。 

r システムのプ□パティ」画面一 「 A - ドウエア」タブー[デバイスマネー 
ジヤ]をクリックしまず。 

riDE ATA / ATA 円コント□-ラ」をダブルクリックしまず。 
r セカンダリ IDE チヤネル」をダブルクリックしまず。 
r 詳細設定」タブをクリックしまず。 

r デバイス0」の r 転送モード」か srDMA (利用可能な場合)」を還択して、 
[ OK ] をクリックしまず。 

r 今コンピュータを再起動しまずか？」とメッセージび表示された S 、 [は 
し、]をクリックしまず。 

Windows が再起動したら、 DMA 串云送の設をは終了です。 







^ Adobe Acrobat Reads 「のインスト ー J レ 


2 

3 

4 

5 

^ Norton AntiVirus 2003のインストール 

NortonAntiWus 2003をインストールします。 

と^ P .148 「コンピュータウィルスの検索•駆除」 


Adobe Acrobat 民 eader のインストールは、次の手順で行います。 


「ドライバ CD 」 を薄型ドライブにセットしまず。正しくセットされると 
自動的に「ドライバソフトウエアのインス I ル」画面げ表示されまず。 

表示されない場合は、[スタートト「マイコンピュータ (Windows 2000の場 
合は、「マイコンピュータ」をダブルクリック）」 一 「 EPSON _ CD 」 をダブルク 
リックします。 

表示された項目か SrAdobe Acrobat Reader のインストール」を選択 
して[開始]をクリックしまず。 

「Acrobat Reader のセットアップ」画面が表示された5、[次へ]をク 
リックしまず。 

「インス I ル巧の還択」画面が表示された S 、 [巧へ]をクリックしまず。 

r 情報」画面げ表示された S 、[ OK ] をクリックします。これで Adobe 
Acrobat Reader のインストールは終了でず。 




3 

2 

2 





^ そのほかの作業 


領域の作成 

Windows のインストール中に HDD 領域を変更した場合、未設定領域は、その 
ままでは使用できません。 Windows の「デイスクの管理」を巧用して、領域の 
作成を行います。 

p .256「 HDD 領域の作成」 


ネットワークの設定 

ネットワーク機能(有線 LAN ) やワイヤレス LAN 機能（無線 LAN ) を使用する 
場合は、ネットワークへの接続を行います。接続を行う際には、ネットワーク 
に関する情報が必要です。おイ吏いになるネットワーク機器に添付のマニュア 
ルや、ネットワーク管理者の指示に従ってください。 

P .155 「ネットワーク（有線 LAN ) を使う」 
p . l 57 r ワイヤレス LAN (無線 LAN ) を使う」 


FAX モデムの設定 

国モードの設定 (Windows XP のみ） 

Windows XP で本機のモデム機能を使用する場合は、次の場巧で「日本」が設 
定されているかどうか確認してください。設定されていない場合は、 r 国また 
は化域の選択」で r 日本」を設定してから使用してください。 

[スタート]-「コントロールパネル」一「パフオーマンスとメンテナンス」一 
「システム」-「ハードウ エ ア」 タブ- [デバイスマネー ジ ヤ]-「モデム」- 
r Agere System AC '97 Modem 」- 「詳細設定」タブ-「国または化域の選択」 

インターネットの設を 

FAX モデムを使ってインターネットに接続する場合の設定を行います。 
尸^ P .120 「インターネットに接続するには」 

赤外線通信の設定 

ホ外線通信機能を使用する場合は、機能を有効に設定する必要があります。 
ごす^ P .102 「ホ外線通信を使う」 
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マイク録音時の設定 


内蔵マイクを使用して録音をする場合は、録音音質の設定が必要です。 

1 次のちまで、 r サウンドと才ーディオのプ□パティ 」 （Windows 2000の 
場合は、 r サウンドとマルチメディアのプ□パティ」）を開きます。 

Windows XP : [ スタート ]- 「コントロールパネル」一 「サウンド、音 
声および才ーディオデバイス」一「サウンドと才一 
ディオデバイス」 をクリック します。 

Windows 2000 :[スタート]-「設を」一「コントロールパネル」一「サウ 
ンドとマルチメディア」をダブルクリックします。 

2 「オーディオ」タブを開さまず。 

勺 「録音」項目の[音量]をクリックします。 

4 「オプション」メニユ ーー 「 I '―ン調舊」をクリックします。 

G 「マイク」項目の[ I ン]をクリックしまず。 

0 「1マイクブースト」にチェックを付けて[閉じる]をクリックしまず。 

これで、マイク録音時の設定は終了でず。 


□□□□□□□□□□□□□日 
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光デジタルオーディオ出カコネクタを使用して、音声を再生•録音を行う場合 
は、次の設定が必要です。 


2 

3 

4 

5 

6 


次のち法で、 r サウンドと才ーディオのプ□パティ 」 （Windows 2000の 
場合は、 r サウンドとマルチメディアのプ□パティ」）を開きます。 

Windows XP :[スタート]-「コントロールパネル」一「サウンド、音 
声および才ーディオデバイス」一「サウンドと才一 
ディオデバイス」 をクリック します。 

Windows 2000 :[スタート]-「設を」一「コントロールパネル」一「サウ 
ンドとマルチメディア」をダブルクリックします。 

r オーディオ」タブを開さまず。 

r 音の再生」項目の[音量]をクリックしまず。 

r オプション」メニユ ーー 「 I '―ン調舊」をクリックします。 

r ボリユームコント□-ル」項目の[ I ン]をクリックしまず。 

r そのほかの調舊」項目の n Enable SPDIF 」 にチェックを付けて[閉じ 
る]をクリックします。 

これで、 S/P DIF の設定は終了です。 



^ そのほかのインス I ル 


Power Gear ユーティリティのインストール 

Power Gear (パワー ギア）ユーティリティをインストールすると、 CPU 速度 
と LCD 輝度を制限する4段階のモードが設定され、消費電力を巧えること力 S 
できます。必要に応じてインストールを行ってください。 

とす^ P .145 「 PowerGear (パワ—ギア）機能」 

メールユーティリティのインス I ル 

メールユー ティリティをインストールすると 、 r Outlook Express 」 または 
rOutlookJ を起動している間、未開封■メールがあるとメール LED (図）が点灯 
します。'必要に応じてインストールを行ってください。 

P .137 「メールユーティリティを使う」 

SBSI のインス I ル (Windows XP のみ） 

Windows XP の使い方の詳細がデスクトップ上でいつでも見られるように、 
rSBSI (ステップバイステップインタラクテイブ）」をインストールします。 



インストール中に「警告」が表示された場合には 

Norton AntiVirus 2003がインストールされている場合は、インストール中に 
r 警告」画面が表示されることがあります。このような場合は、インストール 
作業を続行してください。メッセージ内の「処理」欄から、 r スクリプト全体を 
1回実行する」を選択して、インストール作業を続行します。 


□□□□□□□□□□□□□日 
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涨 SI のインストールは、次の手順で行います。 


r リカバリ CD Disc 2」 を薄型ドライブにセットしまず。 

[スタート] - 「ファイル名を指定して実巧」をクリックしまず。 

r 名前」に次のとおり入力して、 [0 K ] をクリックしまず。 
D :¥ SBSI ¥ SETUP¥SETUP 

「ようこそ」画面が表示された5、[巧へ]をクリックしまず。 

r 製品ライセンス契約」画面び表示された5、[はい]をクリックしまず。 

「M icrosoft インタラクテイブトレーニング」画面び表示された S 、「名 
前」と r 会社名」を入力して[巧へ]をクリックしまず。 

にの登録情報は正しし巧ずか？」と表示された5、入力した r 名前」と「会 
社名」を確認して[はい]をクリックしまず。 

「セットアップび完了しました。•••」と表示された5、[完了]をクリック 
しまず。 

「 Readme 」 ファイルび表示されまず。内容を確認した5も上にある因を 
クリックしまず。 

[スタート]-[終了オプシヨン]-[再起動]か SWindows を再起動しま 
ず。 Windows び再起動した 5、 SBSI のインス I ルは終了です。 


23 456 7 8 9 〇 



各種ドライバのインス! — ル 

お使いになるシステム構成によって、ドライバやユーテイリテイ、アプリケー 
シヨンなどのインストールが必要です。インストールは、あらかじめオプシヨ 
ン類に添付されていたメディアを使用して行います。詳しくは、本機でお使い 
になるオプシヨン類に添付のマニュアルをご覧ください。 


インストールが必、要なドライバの例 

お使いになるシステム構成によって、次のようなドライバやユーティリティ 
が必要になります。 

• USB 如あ機器を使用する場合 ： USB 機器に添付のドライバ 

• プリンタを使用する場合 ：プリンタに添付のドライバ 
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こんなとさは 

困ったときの確認事項や対処ち法について 
説明します。 



I 困ったとをに 

困ったときの確認事項と巧処方法を説明します。不具合が発生した場合に参 
考にしてください。 



ホームぺージのサポート 情報に ついて 

難社ホームページには、お客様からよく寄せられる質問や技術情報などを掲 
載しています。本章とあわせてご覧ください。アドレスは『サポートサービス 
のご案内』または『サポートと保守サービスのご案内』をご覧ください。 


^コンピュータ本体の不具合 


制限 


現ま 起動時に電源ランプが点'灯しない。 

確認と対処 •バッテリだけで使用している場合は、バッテリが完全放電している可能性 
力もちります。 ACT グプタを接続してください。 

•バッテリ、 AC アダプタが正しく接続されているか確認します。 

と^ P .32 「ハードウエアをセットアップしましよう」 

• 電源コンセントに電源が供給されているか確認します。ほかの電気製品の 
電源コードを電源コンセントに接続して確認してください。 

• バッテリ、 AC アダプタ、電源コンセントに問題がない場合には、販売店、サー 
ビスセンターまたはテクニカルセンターまでご連絡ください。 


電源を切ってからもう一度入れ直す場合には、20秒程度の間隔を開けて 
くださし、。20秒に i 内に電源を入れ直すと、電源が異常と判断され、システ 
ムが正常に起動しなくなる場合があります。 
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現象 起動時に画面に警告メツセージび表示される、または警告音び鳴って 

起動しない。 

確認と対処 • 現象がを生する前に周辺機器の増設やアプリケーシヨンのインストール 
を行った場合には、それらが原因となっている可能性があります。周辺機 
器の取り外しやアプリケーシヨンの削除をして、現象の発生する前の状態 
に戻してください。 

• お動時の自己診断テスト終了後 (Windows のお動中）に警告メツセージが表 
示されている±悬合には、 Windows 力 5' 正常に動作していない可能性がありま 
す。警告メツセージの内容をメモして、販売店、サービスセンターまたはテ 
クニカル センターまでご連絡ください。 

• 起動時に警告メツセージが表示される場合には、警告メツセージを確認し 
てください。お動時の自己診断テストの結果、ハードウ卫アに問題が発生 
している可能性があります。問題力 5' 解決できない場合には、販売店、サービ 
スセンターまたは テクニカル センターまでご連絡ください。 

が P.252 「警告メツセージ/警告音」 

• BIOS の設定が正常で ない 可能性があります。 「BIOS Setup ユーテイリテイ」 
で設定値を初期値に戻してください。 

と^ P.194 r 設定値をもとに戻すには」 

• ビープ音が鳴ってお動中に止まってしまう場合は、起動時の自己診断テス 
卜にて異常がを見されています。ビープ音の回数をメモして、販売店、サー 
ビス センターまたは テクニカル センターまで ご連絡ください。 
p .252 「警告メツセージ/警告音」 


□□□□□口 
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現象 

確認と対処 

現象 

確認と対処 

現象 

確認と対処 


起動時に;欠のようにパスワードの入力が要巧される。また、パスヮー 
ドを入力してち起動しない。 


Enter CURRECNT Password: 


Hard Drive Locked, enter password: 


•「BIOS Setup ユーテイリテイ」でパスワードを設定してあります。正しいパ 
スワードを入力してください。 

P .198 「Security メ ニュー画面」 

• パスワードを正しく入力しているか確認します。函^の状態により一部 
の キーが 数値 キーと して働きます。 

P .74 「キーボードを使う」 

• パスワードを忘れてしまった場合には、販売店、サービスセンターまたは 
修理センターにご相談ください。 

起動時に;欠のよラなメツセージが表示されて、 Windows が起動しな 
い。 


- Operating System not found 

- DISK BOOT FAILURE , INSERT SYSTEM DISK AND PRESS ENTER 

• Invalid system disk Replace the disk , and then press any key 

• Remove disks or other madia . Press any key to restart 

• システムが登録されていない FD がオプションの USB FDD にセットし 
てある場合は、 FD を抜いてどれかキーを押してください。 

八ングアップしてしまい、何ち反応しない。 

• \ Ctrl ] + f Alt 1 + ( Delete ] を押してリセットします。 

• リセットしても反応がない場合には、電源スイッチを押して電源を切って 
から再起動してください。 

• 電源スイッチを押しても電源が切れない場合は、 5 巧な上電源スイッチを押 
してください。これで電源が切れます。 

P .49 r 電源の切り方」 












現象 「团 OS Setup ユーテイリテイ」の情報、日付、時間などの設定が変わって 

しまラ。 

確認と対処 • 本体内部のリチウム電池の残量が少なくなり、データを保持できなくなっ 

ている可能性があります。販売店、サービスセンターまたは修理センター 
まで ご連絡く ださい。 


^ 省電力機能に関する不具合 


現象 正しく省電カモードに移行できない。または省電カモードか5復帰で 

さない 

確認と対処 • 使用してぃるアプリケーシヨンや常,畦ソフト、増設してぃる周辺機器の影 
響により省電力機能が正常に働かなぃ可能性があります。アプリケーシヨ 
ンの削除や常.超ソフトの解除、周辺機器の一時的な取り外しを行ぃ、省電 
力機能が正常に働くか確認してくださぃ。 

• バッテリ残量が少なくなり、口ーバッテリ省電カモードに入った場合は、 
AC アダプタを接続してから復帰させてみてくださぃ。 

• 省電カモードから復帰できなぃ場合は 、 f Ctrl ] + f Alt ] + ( Delete ) を押してコ 
ンピュータを再起動してくださぃ。ただし、省電カモード移行前に作成し 
た未保存のデータはすべて消失します。 

• 省電カモード時に PC 力ードを抜き差しすると、正しく復帰できません。し Ctrl 1 
十 。瓦1+ 际 を押して、本機を再起動してくださぃ。ただし、省電カモー 
ド移行前に作成した未保存データ は、すべて消失します。 


□□□□□日 
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^バッテリパック使用時の不具合 


現象 

確認と対処 


現象 

確認と対処 


巧電されない。 

•バッテリパックが正しく装着されているか確認します。 

• 充電時にバッテリ充電 LED 力 5' 憧色に点灯しているか確認します。点灯して 
いない場合は、電源コンセントに電源が供給されているかを確認します。 
ほかの電気製品を電源コンセントに接続してみます。 

• 電源コンセントに問題がない場合は、 AC アダプタまたはコンピュータに問 
題があります。販売店、サービスセンターまたはテクニカルセンターにご 
連絡ください。 

• バッテリ残量を正しく認識していない可能性があります。完全放電してか 
ら充電し直してください。 

尸う尸 P .61 r バッテリ残量が正しく表示されないときは」 

ずぐにバッテリびおってしまう。バッテリでの使用時間が短い。 

• バッテリ残量を正しく認識していない可能性があります。完全放電してか 
ら充電し直してください。 

な p .61 r バッテリ残量が正しく表示されないときは」 

• バッテリが寿命に達したと考えられます。新しいバッテリと交換してくだ 
さい。なお使用済みのバッテリは、巧定の方法でリサイクルしてください。 
/1 P P .64 「使用済みバッテリの取り扱い」 
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^ キーボードの不具合 

現象 どのキーを押してち応答がない。 

確認と対処 • アプリケーシヨンソフトが時間のかかる処理を実行している可能性もあ 

ります。アプリケーシヨンソフトのマニュアルをご覧ください。 

•タッナパッドを操作してください。タッチパッドで操作できる場合もあり 
ます。 

• プログラムがハングアップしている可能性もあります。しばらく待っても 
反応がない場合は、リセットしてください。 

バ尸 p.51 「リセット」 

現象 キートップにある文字や記号が入力でさない。 

確認と対処 • 直接入カモードで日本語を入力することはできません。 

と^ P.75 「文字を入力するには」 

• Windows 上でキーボードが正常に設定されていない可能性があります。 
Windows 上で次のキーボードが選がされていることを確認します。 

101/102英語キーボードまたは Microsoft Natural PS /2 キーボード 

確認方法は、次のとおりです。 

Windows XP :[スターり一「コントロールパネル」一「プリンタとそ 
の化のいードウエア」一「キーボード」をクリック 
Windows 2000 :[スタート]-「設を」一「コントロールバネル」一「キー 
ボード」アイコンをダブルクリック 


□□□□□日 
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^ タッチパッドの不具合 


現象 

確認と対処 


^ LCD ュ 


現象 

確認と対処 


ポインタの動きび悪い。 

• 手が濡れていたり、湿気を帯びていたりしないか確認してください。 

• LCD ユニツトを長時間閉じたままにしてぃた場合や、使用環境により湿度 
や温度の急激な変化があった場合に正常に動作しなくなることがありま 
す。一度電源を切って入れ直してくださぃ。 

■タツチパツドユーテイリテイを起動し、ポインタの動作の設定を変更して 
みてください。 

P .67 「タツチパッドユーテイリテイを使う」 


ットの不具合 


LCD 画面に何ち表示されない。 

• 画面の巧るさを調節してください。 ri ； n + r ^ / r ^ + r ^ で調節で 
きます。 

に^ P .105 「表示装置を使う」 

• バックライトが消灯していないか確認します。「品1+〔^を押してみ 
てください。 

• 省電カモードになっている可能性があります。キーボードまたはタッチ 
パッドを操作してください。 

と歹^ P .143 「復帰方法」 

• バッテリ使用時に、バッテリ残量が低下してもそのまま放置すると、スタ 
ンバイモードに移行します(購入時の設定)。 AC アダプタを接続してくだ 
さい。 

•コンピュータの電源を切ってから20砂た I 内に電源を入れると、システム管 
理機能が電源を異常と判断する場合があります。一度電源を切って、20秒 
な上待ってから電源を入れてみてください。 
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• 起動時の自己彰断テストにて異常が発見されました。警告音が鳴った場合 
は、 Beep 音の回数をメモして、販売店、サービスセンターまたはテクニカ 
ル センターまでご連絡ください。 

現象 画面がち5つく。 

確認と対処 • LCD 画面が巧るくなったり、暗くなったりしてちらっく±悬合には 、 BIOS Setup 
ユー テイ リ テイ画面でも同様の現象が発生するか確認してみてください。 
BIOS Set 啤ユー テイ リ テイ画面でも同様の現象がを生する±悬合には、販売 
店、 サービスセンター または テクニカルセンターまで ご連絡ください。 

現象 画面の解像度などを変更したあと、画面が乱れたり何ち表示されなく 

なった。 

確認と対処 • 使用中のデイスプレイでは、表示できない解像度を選がした可能性があり 
ます。 セーフ モードでお動し直し、解像度を正しく選がしてください。 

Windows XP の場合 

Windows XP をセーフモードでお動する方法は、次のとおりです。 


コンピユータの電源を切り、20砂程放置したを、電源を入れます。 

電源を入れた直樹こ、を巧し、そのまま離さずにしば S く巧し続け 
まず。 

「Windows 扣;張オプシヨンメニユー」び表示された5、「セーフモード」 
を還択し、 口~1 を巧します。 

■1^^降は画面の指示にしたがってください。 


□□□□□口 


12 3 
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Windows 2000の場合 

Windows 2000 を セーフ モードで起動する方法は、次のとおりです。 


コンピュータの電源を切り、約20秒間放置したあとに電源を入れます。 

画面下に、次のメッセージび表示されまず。このメッセージび表示されて 
し、る間にを巧しまず。巧さない場合は通常モードで Windows び起 
動しまず。 

Windows 2000の問題解ホと拡張起動オプションについては、 F 8 キーを 
押してくださし、。 

「Windows 2000化張オプションメニュー」げ表示された5、「セーフ 
モード」を還択し、 [) を巧しまず。 

じ(降は画面の指示にしたがってくださし、。 


^ モジュラーベイモジュール使用時の不具合 


薄型ドライブやセカンド HDD モジュールを装着している場合は、次の不具合 
もあわせてご覧ください。 

• 薄型ドライブ 

p .243 「薄型ドライブの不具合」 

■セカンド HDD モジュール 

P .242 「HDD の不具合」 

現象 モジュラーベイモジュールの交換をしたあと、 Windows び起動して 

も認識されなし、（ダミーモジュールは除く）。 

確認と対処 • モジュラーベイモジュールを取り外して、もう一度取り取り付け直してく 

ださい。 

P .180 「モジュラーベイモジュールの交換」 

■モジュラーベイモジュールを取り付け直しても認識されない場合は、販売 
店、サービスセンターまたはテクニカルセンターまでご連絡ください。 


12 3 
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^ USB FDD (オプション)の不具合 

現象 FD に正常にアクセスできない。 

確認と対処 • FDD が正しく接続または認識されてぃるか確認してくださぃ。 

• 次のようなエラ ーメッセージが表示される場合には、 FD が正しくセットさ 
れていない可能性があります。正しくセットし直してください。 


A :¥ にアクセスできません。 
デバイスの準備ができていません。 
[再試行] [キャンセル] 


デイスクの挿入 

A : ドライブにディスクを挿入してくださし、。 

[キャンセル] 


• 次のようなエラーメッセージカ S 表示される場合には、 FD がフォーマットされ 
ていないか、 DOS / V 機な外のコンピュータで使用している FD の可能性が 
あります。 


ドライブ A のディスクはフォー マツ トされていません。 
今すぐフォ ーマツ トしますか？ 

[はし、] [いいえ] 


• 使用している FD が本機で巧用できるフォーマット形式でフオーマットさ 
れているか確認してください。 

• 別の FD で読み書きを行ってください。正常に読み書きできる場合は、読み 
書きできない FD に異常があることが考えられます。 

• システムが登録された FD から起動できるか確認してください。起動できな 
い場合、 FDD が故障している可能性があります。販売店、サービスセンター 
またはテクニカルセンターにご連絡ください。 


□□□□□口 








現象 

FD に書き込みできない。 

確認と対処 

• ライトプロテクトされていないか確認します。 

/^ p .84 「ライトプロテクト（書き込み禁止)」 

現象 

FDD か 5 異常な音がずる。 

確認と対処 

• 販売店、サービスセンターまたはテクニカルセンターにご連絡ください。 


HDD の不具合 


現象 

それまで問題なく使用していた HDD が認識されなくなった。 

確認と対処 

• HDD に問題が発生している可能性があります。 「BIOS Setup ユーティリ 

ティ」を実行して HDD の設定を確認してください。 

/ す^ P .197 「Advanced メ ニュー画面」 

現ま 

特定のファィルのみ読み書さでさなくなった。 

確認と対処 

• ファイルのデータカ S 壊れているおそれがあります。 HDD のメンテナンス 

ユーティリティなどを実行してください。 


マウスの不具合(オプション) 


現象 

マウスを動かしてち、マウスポインタび動かない。 

確認と対処 

• マウスが正しく接続されているか確認します。 

が P .69 「マウスを使う」 

現象 

マウスポインタの動さが悪い。 

確認と対処 

• マウスのクリーニングを行ってみてください。 

尸巧コ P .254 「マウスのお手乂れ（オプション）」 
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^ 薄型ドライブの不具合 


現象 

確認と対処 


現象 

確認と対処 


メディ 了のつホーマつ 卜に関する不具合や、書きをみに関する不具合にっい 
ては、 『 B's Recorder GOLD ユーザーズマニュアル』、 『 B's CUP ユーザーズマ 
ニュアル』を参照してください。 

これらのマニュアルは、次の方法で見ることができます。 

•[スタート] - 「（すべての）プログラム」 - 「 B . H . AJ - TB's Recorder G 0 LD 5」 
•[スタート] - 「（すべての）プログラム」 - 「 B . H . Aj - TB's CUP 」 

DVD VIDEO 再生に関する不具合は、 『Win DVD ユーザーズマニュアル』 
( pdf ) をご覧ください。 『Win DVD ユーザーズマニュアル』 （ pdf ) は、「 Win 
DVD CD - ROM 」 に登録されています。 

マニュアルは、次の方法で見ることができます。 

[スタート]-「マイコンピュータ （Windows 2000の場合は、「マイコンピュー 
夕」を ダブルク リツ ク）」で CD - ROM アイコンを右クリツクして「開く」一 
「 manual 」 


セットしたメディアにアクセスでさない。 

• メディアを挿乂した直後、アクセス LED 点灯中は読み込み準備のためアク 
セスできません。この場合はアクセス LED の消'灯を待って、もう一度アク 
セスしてください。 

• メディアの表面に傷などがないか確認してください。 

• 別のメディアにアクセスできるか確認してください。問題がない場合は、 
アクセスできないメディアに問題がある可能性があります。 

• セットしたメディアカ S 、 書き込み済みの CD - 民メディアまたは CD-RW メ 
ディアの場合、薄型ドライブとの巧性によりアクセスできない可能性があ 
ります。 


メディアをセツトずると画面び開いてしまラ。 

■セットしたメディアに自動再生機能があると、自動的に画面が開きます。 
メディアに登録されてぃる内容を見たぃ場合は、[キヤンセル]や因をク 
リックして、画面を閉じます。その後[スタート]-「マイコンピュータ 
(Windows 2000の場合は、「マイコンピュータ」をダブルクリック）」の CD - 
民 OM アイコンを右クリックして、[開く]を選択します。 




現象 


セツトしたメディアが取り出せない。 


確認と対処 

現象 

確認と対処 

現象 

確認と対処 


現象 

確認と対処 


• [ B's CUP 」 でフォーマツトされたメディアは、イジェクトボタンを押して 
も取り出すことができません。 

『 B's CUP ユーザー ズ マニュアル』 

音楽用 CD の音び聞こえない。 

• スピーカの音量が小さくなっている可能性があります。ボリュームを調節 
してください。 

と^ P .115 「サウンド機能を使う」 

CD - R/RW メディアに書き込みができない。またはエラーび発生ずる。 

• メディアへの書き込みを行う場合は、専用のライティングソフトウ卫アが 
‘必要です。購入時には、 「 B's Recorder GOLD 」 がインストールされていま 
す。 


• Windows が省電カ モー ドに切りをわる と、 CD-R メディア または CD-RW 
メディアへのデータ 転送 エラーが をき、書き込みに失敗する場合がありま 
す。書き込みを始める前に省電力機能を無効にしてください。 

P.93 r メディア書き込み時の注意」 

• 本機対応のメディアを使用しているかどうか確認してください。 
p .91 「使用できるメディアの種類」 

• メディアの残量があるか確認してください。 

■へッドレンズの汚れによって書き込みができない場合があります。 

• 本機との相性によって、セットした CD - 艮メディアまたは CD-RW メディア 
に書き込めない場合があります。 

DVD VI DEO の再生ができない。 

• DVD VIDEO を再生する場合は、ま用の再生ソフトウ ■! ■アが必要です。購入 
時には 「Win DVD 」 がインストールされています。 


^ アプリケーシヨンソフトの不具合 


現象 アプリケーションソフトの使用中にちお停止 ( A ングアップ）した。 

確認と対処 • 過度の電源ノイズ、瞬時電圧低下などが発生した可能性があります。電源 
ノイズによる現象には、デイスプレイのノイズ、システムの再起動、停止 
(ハングアップ）などが含まれます。アプリケーションソフトを再度実斤し 
てみてください。 

• ケーブルの接続不畏や、キーボード内のごみやホコリ、電源の出力不を定、 
もしくはその他の部品の不度によって不具合が発生する場合があります。 
点検を行ってみてください。 

• HDD に対するデータの読み書きの最中に振動が加わると、システムがハン 
グアップする場合があります。 

現象 アプリケーションソフトが起動しない。 

確 I 忍と巧}処 • アプリケーションソフトの起動に‘必要とされるシステムリソース（メモリ 

容量や HDD の使用可能な容量など）が整っているか確認してください。エ 
ラーメッセージなどが表示される場合は、アプリケーションソフトのマ 
ニユアルを参照して必要な対処を行ってから、再度起動してみてくださ 

い。 

• アプリケーショ ンソフ トを正しい方法で インス トールしたか、アプリケー 
ショ ンソフ トの起動手順を正しく実行しているか確認してください。 

• 実行しようとしているデイレクトリが正しいか確認してください 。 USB 
FDD や薄型ドライブなどから起動しようとしている場合は、ドライブおよ 
びデイレクトリの指定が正しく行われているか確認してください。 

• アプリケーションソフトの使用許諾を受けていない場合(違法コピーな 
ど)、アプリケーションソフトが動作しないことがあります。アプリケー 
ションソフトの正式版を使用してください。 

• アプリケーションソフトの使用方法をもう一度確認してください。それで 
もアプリケーションソフトの不具合が解ホできないときは、アプリケー 
ションソフトの販売元にお問い合わせください。 


□□□□□口 
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^ メモリの不具合 


現象 メモリチェックで表示されるメモリ容量が実際の容量と違つている。 

確認と対処 • Windows 上ではメモリ容量が正しく表示されないことがあります 。 BIOS 

Setup ユーティリティを実斤し、 「 Main メニュー画面 」- 「System Memory 
Size 」 でメモリ容量を確認してください。 

ごう尸 P . 191 [BIOS Setup ユーティリティの 操作」 

• 本機は、メインメモリの一部をビデオメモリとして使用します。装着して 
いる総メモリ容量から、ビデオメモリで巧用するメモリ容量を引いた容量 
が表示されています。 

• メモリモジュールを 増設または交換した場合は、 メモリモジュールの タイ 
プが合っているか、ソケットの奥までしっかりと差し込まれているか確認 
してください。 

• 購入時から不具合がある場合は、販売店、サービスセンターまたはテクニ 
カルセンターまでご連絡ください。 


^ PC 力ードの不具合 


現象 PC 力ードを装着しても、使用できない。 

確認と対処 • 本機で使用可能な PC 力ードかどうか確認してください。 

ごミ P P .97 「PC カードをイ吏う」 

• PC カードスロットに正しく装着され、認識されているか確認してください。 

p .97 「PC 力ードを使う」 

• PC 力ードを使用するために化要なドライバやアプリケーシヨンソフトが 
インストールされているか確認してください。詳しくは、 PC カードに添付 
のマニュアルをご覧ください。 

• 外部機器を追加するために PC 力ードを装着した場合、外部機器と PC 力一 
ドの接続が正しい か、 正しい ケー ブルを 使用して いるかを 確認して くださ 

い。 

詳しくは、 PC カードに添付のマニュアルをご覧ください。 




^ プリンタの不具合 


現象 印刷でさない。 

確 IS とち}処 • プリンタの電源および印刷するための準備が完了しているか確認してく 

ださい。 

•プリンタの設定が正しいかどうか、プリンタの マニュアルで 確認してくだ 
さい。 

• Windows ではプリンタドライバをインストールする必要があります。プリ 
ンタドライバのインストール方法に ついては プリンタに添付のマニュア 
ルをご覧ください。 

^ 内蔵スピ~力の不具合 

現象 システムは正常に動作しているのに音がしない。 

確 IS とち}処 • 内蔵スピーカの音声出力音量が小さくなっている、またはミュートになっ 

ている可能性があります。ボリュームを調節してください。 

と^ P .115 「サウンド機能を巧う」 

• 内蔵スピーカの不良が考えられます。販売店、サービスセンターまたはテ 
クニカルセンターまでご連絡ください。 


□□□□□日 
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^ インス I -ール時の不具合 


現象 

確認と対処 


インス I ルびマニュアルどおりにでさない。 

• 本書では、インストール手順中の薄型ドライブのドライブレターを 「 D :」 
と記載しています。薄型ドライブのドライブレターは、 HDD 領域の数に 
よつて変わります。薄型ドライブのドライブレターを確認してください。 
薄型ドライブのドライブレターの確認は r マイコンピュータ」で行うことが 
できます。 

• 本書のインストール手順は購乂時のシステム構成を前提にしています。イ 
ンストールは、 BIOS の設定と、システム構成を購入時の状態に戻して行う 
ことをおすすめします。 

• 本書の手順は、 HDD のフォーマツト後;にインストールを行うことを前提 
に記載しています。それな外の場合は、手順が異なることがあります。不明 
な点はインフォメーシヨンセンターまたはテクニカルセンターにお問い 
合わせください。 

■インストール方法に関する最新情報を記載した紙類が添付されている場 
合があります。*包品を確認してみてください。 
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^ FAX モデムの不具合 


現象 「モデムが検出されませんでした。」とエラーメッセージび表示され、 

インターネットに接続できない。 

確認と対処 • 「モデムのプロパティ」で[詳細情報]または[モデムの照会]を実行してみ 

てくださぃ。モデムに問題がある場合は、エラーメッセージが表示されま 

す。 

Windows XP :[スタート]-「コントロールパネル」一「プリンタとそ 
の化の/\-ドウエア」一「電話とモデムのオプション」 
-「モデム」タブー[プロパティ]-「診断」タブの[モデ 
ムの照会]をクリックします。 

Windows 2000 :[スターり一「設を」一「コントロールパネル」一「電話 
とモデムのオプション」一「モデム」タブー[プロパ 
ティ]-「診断」タブの[モデムの照会]をクリックしま 
す。 

現ま インターネットへ接続でをない 

確 13 とち 1 処 • モジュラケーブルカ5—、モデムコネクタに接続されてぃるかを確認します。 

• 次の場所で電話番号や、設定を再確認します。また、国番号と市外局番や、 

卜ーン と パルスの 設定も確認します。 

Windows XP :[スターり一「接続」一「接続ホの名前」一[プロパティ] 
—[ダイヤル情報] 

Windows 2000 :[スタート]-「設を」一「ネットワークとダイヤルアッ 
プ接続」-「接続ホの名前」-[プ□パティ]-[ダイヤル 
情綱 


□□□□□日 
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• 次の方法でダイヤルの設定を変更してみてください。 

Windows XP :[スタート]-「コントロールパネル」一「プリンタとそ 
の他のいードウェア」一「電話とモデムのオプション」 
— 「モデム」タブー[プロパティ]—「モデム」タブー「ダ 
イヤルの管理」項目一「発信音ををってからダイヤルす 
る」のチェックをかします。 

Windows 2000 :[スタート]-「設を」一「コントロールパネル」一「電話 
とモデムのオプション」一「モデム」タブー[プロパ 
ティ ]- 「全般」 タブ ー 「 ダイヤルの 管理」 項目一 「発信音 
ををってからダイヤルする」のチェックをかします。 

• 接続ユーザー名や、接続パスワードが間違っている可能性があります。次 

の点を確認して入力してください。 

-全角の文字を使用していないか。全角义字は使用できません。 

-大文字と小文字をきちんと区別しているう^。 

-数字とアルファベットを間違えていないか。数字の0とアルファベット 

の0など。 

. 接続ユーザー名とメールアカウントを混同していないか。 

. 接続パスワードとメールパスワードを混同していないか。 

• DNS (ネーム）サーバの IP アドレスを入力した場合は設定が正しいか確認 

します。正しくない場合は修正します。 

次の手順で DNS (ネーム）サーバの IP アドレスを確認します。 

• Windows XP 

〇 [スタート]-「接続」一「接続名（任意の名前)」一[プロパティ]をク 
リックします。 

0「ネットワーク」タブー「インターネットプロトコル( TCP / IP )」一[プ 
ロパティ]で DNS (ネーム）サーパのアドレスを確認します。 


• Windows 2000 

〇 [スタート]-「設を」一「ネットワークとダイヤルアップ」一「接続 （ 任 
意の名前)」アイコンを右クリックして「プロパティ」を選択します。 

0「ネットワーク」タブー「インターネットプロトコル」一[プロパティ] 
で DNS (ネーム）サーパのアドレスを確認します。 

• 原因不明で接続できない場合は、インターネット接続ウィザードを再実行 
してみます。これで接続できることもあります。 

• 接続してもすぐに切れたり、プロトコルが確立できないときは、アクセス 
ポイントを変更することによってインターネットへ接続できる場合もあ 
ります。同じ市内に複数のアクセスポイントがある場合はプロバイダの電 
話を号を変更してみてください。 

• 次の a 由で接続できないことがあります。時間をおいて接続してみてくだ 
さい。 

-極端に混雑していると、アクセスを拒否されることがある。 

-極端に混雑していると、接続はするがタイムアウトしてしまう。 

-プロバイダのサーバカ 5' 停止している。 

現象 V .90、 K 已 6 flex 通信方式で通信できない。 

確認と対処 • 回線状況によって、 V.90、IC5 地 ex 通信方式で接続できない場合があります。 

V.90、K：5 地 ex 通信方式のほかには x2 方式があります。 x2 方式のモデムと 
は、 V.34 通信方式 (33600bps )な下で接続します。またお使いになってい 
る、最寄りの電話局の交換機からプロバイダなどの巧手側までの電話回線 
の通信経路が、すべてデジタル化されている必要があります。デジタルう^ 
らア ナログへの交換機切り替えが、この通信経路で1度だけ行われる場合 
にのみ、 V.90、K56flex 通信方式で接続することができます。 

• PBX 回線では、 V.90、K：56flex 通信方式では接続できません。 V.34 通信方式 
(33600bps) な下で接続します。 

現象 V .90、 K 已 6 f lex 、 V .34 通信方式で通信中に、通信速度が下がる。 

確認と対処 • V90、K5 地 ex、V.34 通信方式では、を定して確実な通信を行うために、モデ 

ム機能が回線状況によって自動的に調整を行い、通信速度を下げて接続す 
る場合があります。 


□□□□□口 
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警告メッセージ/警告音 

本機は、お動時に本体内蔵の自己診断テストを行い、内部ハードウてアの状態 
を診断します。下記の処置を行っても直らない場合は、販売店、サービスセン 
夕一または テクニカル センターまでご連絡ください。 

警告メッセージ 

起動時に、次の警告メッセージが表示された場合は、次の各対処を行ってくだ 
さい。 


メ ‘ ソセー ジ 

説日月およびが処方ま 

Reboot and Select proper Boot device 

or Insert Boot Media in selected Boot 

device and press a key 

. ブートデバイスにシステムがない場合は、 「BIOS Setup ユーティ 
リティ」- 「Boot 六ニュー画面」- 「Boot Device Priority」 で、シス 
テムの入ったデバイスを割りがけてください。 

. ブートデバイスにメディアが挿入されていない場合は、システム 
の入ったメディアをブートデバイスに挿入してください。 

CMOS Battery Low 

バックアップ用電池の容量が不足して、 CMOS RAM の内容を保持 
できません。販売店、サービスセンターまたはテクニカルセンター 

までご連絡ください。 

CMOS Checksum Bad 

CMOS の設定が正しく行われていません。 r BIOS Setup ユーティリ 
ティ」を起動して、 「EXIT メニュー画面」 -「Load Optimal Default J 
を選択してください。 

CMOS Date/Time Not Set 

日付と時間の設定が正しく行われていません。 「BIOS Setup ユー 
ティリティ」を起動し、日付と時刻の設定を直してから 「EXIT^ 
ニュー画面」 - 「 Saving Changes and Exit」 を選択してください。 


警告音（ビープ音） 

起動時にビープ音が鳴った場合は、ビープ音の回数で警告の内容を確認して、 
次の各巧処を行ってください。 


ビープ音 
の回数 

警告の内容 

説日月およびが処方ま 

1 

Memory rerresh timer 

error 

メモリリフレッシュが正しく巧われていません。^モリ交換を行った 

場合は、もう一度取りがけなおしてください。 

3 

Main memory read/write 

test error 

メモリの読み込み、書き込みが正しく巧われていません。メモリ交換 
を行った場合は、もう一度取り付けなおしてください。 

6 

Keyboard controller BAT 

test error 

キーボードが正しく機能していません。販売店、サービスセンターま 

たは、テクニカルセンターまでご連絡ください。 

7 

General exception error 

メモリ、キーボードな外のシステムが正しく動作していません。販売 
店、サービスセンターまたは、テクニカルセンターまでご連絡くださ 

い。 

8 

Display memory error 

ビデオメモリが正しく動作していません。メモリ交換を行った場合 

は、もう一度取り付けなおしてください。 




付録 

お手入れち法や仕様などについて説明して 
いまず。 



■ぉ手入れ 

^ 本機のお手入れ^ 


コン ピュータ本体 

コンピュータ本体の外装の汚れを拭き取るときは、柔らかい布に中性洗剤を 
滴らない程度に染み込ませて、軽く拭き取ってください。 


ft 

制限 


LCD 画面 

LCD 画面は乾いたホやテイッシュペーパーなどで拭いてください。水や洗剤 
などは使わないでください。 

^マウスのお手入れ(オプション） 


マウスを長い間使っていると、マウスボールにホコリやゴミが付着します。マ 
ウスボールの汚れをそのままじして使い続けると、誤操作や故障の原因とな 
ります。マウスボールが汚れてきたらクリーニンダを行ってください。 
クリーニングはコンピュータ本体の電源を切ったあと、マウスをコンピュー 
夕为^ら取り外した状態で行ってください。 


Jl^ 

制限 


参小さなおモ様の手の届くところに、マウスボールやフレームを取り外し 
たまま放置しないでくださし、。口に入れたりすると窒息する危険があり 
ます。 

•マウスボールは、絶対に投げないでくださし、。マウスボールのおには鋼 
球が入っていますので、人に当たるとけがをする危険があります。 


ベンジン、シンナーなどの溶剤をイまわないでくださし、。変色や変形の可能 
性があります。 
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クリーニングの手順は、次のとおりです。 


マウス底面のボールフレームをがしまず。 

ボ ールフレームの 滑り止め部分に親指を置いて、ち回りに回します。 



マウスボールを取り出します。 

マウス底面を静かに下に向けると、ボールフレームとマウスボールがか 
れます。 

マウスボールの巧れを乾いた巧で}すき取りまず。 

• マウスボールのちれがひどい場合は、中性洗剤をうすめた-溶液で洗 
し、、水でよくすすぎます。水洗い後は、マウスボールを乾いたホでな 
き、十分乾燥させてから装着します。 

• クリーニング中は、マウス本体内部にコ'ミなどが入らないようにま意 
してくださし、。 

マウスボールをマウス底面の穴に入れます。 

ボールフレームをもとどおりに取り付けます。 

右回りに回してマウス本体に装着します。 


マウスボールの着脱を必、要た i 上に繰り返さないでくださし、。故障の原因と 




HDD 領域の作成 

HDD は、未割り当ての領域に HDD 領域を作成することで、使用できるように 
なります。購入時の内蔵 HDD はあらかじめ HDD 領域が作成されていますの 
で、 HDD 領域の作成は必要ありません。 



C ドライブ (Windows がインストールされている領域)の HDD 領域を変更する場合 
rC ドライブ (Windows がインストールされている領域）」の HDD 領域を変更 
したい場合は、 Windows を再インストールする必要があります。 

と^ p .207 「ソフトウェアの再インストール」 


次のような場合に HDD 領域の作成が必要です。 

• セカンド HDD モジュール（オプション）を初めて使用する場合 

購乂時のセカンド HD D モジュールの全領域は未割り当ての領域です。 
HDD 領域を作成すると、セカンド HDD モジュールが使用できるようにな 
ります。 


• Windows の再インストール中に内蔵 HDD の HDD 領域を変更した場合 
Windows がインストールされていない領域は未割り当ての領域です。 
HDD 領域を作成すると、内蔵 HDD のすベての領域が使用できるようにな 
ります。 


^ HDD 領域の概要 


HDD の未割り当ての領域には、 HDD 領域（パーティシヨン）を作成します。 
パーテイシヨンを作成すると、そのパーティシヨンの領域は、窗 f しいドライブ 
として Windows に認識されます。 

作成できるパーテイシヨンは、次のとおりです。 

• プライマリ パーテ ィシヨン 

プライマリパーテイシヨンは 1 つのドライブとして Windows に認 J 哉されます。 
• 拡張パーティシヨン 

拡張パーティシヨンには論理ドライブを作成する‘必要があります。論理ド 
ライブは、複数作成でき、 1 つ 1 つがドライブとして Windows に認識されま 
す。 






1 つの HDD には、これらのパーテイシヨンを最大4つまで作成できます。その 
うち、あ張パーテイシヨンは、1つの HDD に巧して1つのみ作成できます。 

プライマリ パーテイシヨン 、あ張 パーテイシヨン を組み合わせて作成すると、 
1つの HDD に新しいドライブを5つたし h 作成することもできます。 

^ HDD 領域の作成手順 


HDD 領域(パーテイシヨン）の作成は、 Windows の「ディスクの管理」で行い 
ます。 



〔ドライブ ( Windows がインストールされてし、る領域)の HDD 領域を変更する場合 
「ディスクの管理」では、 rc ドライブ （ Windows がインストールされている 
領域)」の HDD 領域は変更できません。 HDD 領域を変更したい場合は、 
Windows を再インストールする必要があります。 


HDD 領域の作成の流れ 

HDD 領域の作成の流れは次のとおりです。 


未割り当ての領域にパ- 

-テイシヨンを作成ずる 

プライマリ パーティシヨン 

拡張 パーテイシヨン 


フオーマツトび自動で行われる 



新しいドライブとして Windows に認識される 




論理ドライブを作成ずる 













HDD 領域の作成手順 


HDD 領域を作成する手順は、次のとおりです。 

1 [スタート]-「コント□-ルパネル」 一 r パフォーマンスとメンテナンス」 

- r 管理ツール」 一 r コンピュータの管理」をダブルクリックしまず。 

Windows 2000の場合は、[スタート]-「設定」-「コントロールパネル」- 
「管理ツール」-「コンピュータの管理」をダブルクリックします。 

P 「コンピュータの管理」画面び表示された5、画面左下の r ディスクの管 
理」をクリックしまず。画面ち下のウィンドウに HDD 領域の状態び表示 
されます。 

Windows 2000でセカンド HDD モジュールを装着している場合は、画面 
左下の r ディスクの管理」をクリックすると「ディスクのアップグレード 
と署名ウィザード」画面が表示されます。[キャンセル]をクリックする 
と、画面右下のウインドウに HDD 領域の状態が表示されます。 



Windows XP でセカンド HDD モジユールを装着しているときの画面 

3 パーテイシヨンを設定したし叩ホ割り当て」の領域をちクリックして、表 
示されたメニユーか Sr 新しいパーテイシヨン ( Windows 2000では 
「パーテイシヨンの作成」）」をクリックします。 

4 「新しいパーテイシヨンウイザード ( Windows 2000では r パーテイ 
シヨンの作成ウイザード」）」画面び表示された5、[巧へ]をクリックしま 
ず。 
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r パーテイシヨンの種類を還択」と表示された5、パーテイシヨンの種類 
を還択して[巧へ]をクリツクしまず。 


r パーティシヨンサイズの指定」と表示された 5、 r パーティシヨンサイズ 
(Windows 2000の場合は、「使用ずるディスク領域」)」に任意の値を入 
力して[巧へ]をクリックしまず。 

複数のパーティシヨンを作成する場合は、画面にま示されてぃる「最大 
ディスク領域」な下の値を入力します。 

手順5でプライマリパーティシヨンを作成した場合は、手順8にをります。 

手順已で化張/ くーティシヨンを作成した場合は、 r 新しし V くーティシヨン 
ウィザードの完了」と表示されます。[完了]をクリックします。続いて化 
張パーティシヨン内に論理ドライブを作成します。 

な P .260 「論理ドライブの作成」 

r ドライブで字またはパスの割り当て」と表示された5、 r ドライブで字の 
割り当て:」に任意のドライブレターを還択して、[巧へ]をクリックしま 
ず。 

「ドライブレター」は、ドライブの識別記号になります。 

r パーティシヨンのフォーマット」と表示された5、「この/ くーティシヨン 
を liTF の設定でフォーマットする」び選択された状態で[次へ]をクリッ 
クしまず。 

表示されてぃる設定値を変更する必要はありません。 

「新しい/くーティシヨンウィザードの完了 (Windows 2000の場合は、 
r パーテイシヨンの作成ウイザード」）」と表示された5、[完了]をクリツ 
クしまず。 


[完了]をクリツクずると自動的にフオーマツトび行われます。フォー 
マツトび終了すると HDD 領域の作成は終了です。 

複数のパーテイシヨンを作成する場合は、手順3~11の作業を繰りおしま 
す。 


論理ドライブの作成 


拡張パーティシヨンを作成した領域は、 r 空き領域」として表示されます。拡張 
パーティシヨンの「空き領域」に論理ドライブを作成する手順は、次のとおり 
です。 


2 

3 

4 


5 


6 


7 


r 空き領域」をちクリックして、表示されたメニユーか sr 新しい論理ドラ 
イブ (Windows 2000では「論理ドライブの作肋）」をクリックしまず。 

r 新しいパーティシヨンウィザード (Windows 2000では「パーティ 
シヨンの作成ウィザード」）」画面び表示された5、[巧へ]をクリックしま 
ず。 

r パーティシヨンの種類を還択」と表示された 5、 r 論理ドライブ」び還択 
された状態で、[巧へ]をクリックします。 

r パーティシヨンサイズの指定」と表示された 5、 r パーティシヨンサイズ 
(Windows 2000の場合は、「使用ずるディスク領域」)」に任意の値を入 
力して[巧へ]をクリックしまず。 

複数の論理ドライブを作成する場合は、画面に表示されてぃる r 最大ディ 
スク領域」な下の値を入力します。 

r ドライブで字またはパスの割り当て」と表示された5、 r ドライブで字の 
割り当て:」に任意のドライブレターを還択して、[巧へ]をクリックしま 
ず。 

「ドライブレター」は、ドライブの識別記号になります。 

r パーテイシヨンのフォーマット」と表示された S 、 「この/ くーテイシヨン 
を liTF の設定でフォーマットずる」び還択された状態で[巧へ]をクリッ 
クしまず。 

表示されてぃる設定値を変更する‘必要はありません。 

「新しい/くーティシヨンウィザードの完了 (Windows 2000の場合は、 
パーテイシヨンの作成ウイザード)」と表示された S 、 院了]をクリック 
しまず。 
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0 [完了]をクリックすると自動のにフォーマットび巧われます。フォー 
マットび終了すると論理ドライブの作成は終了です。 

複数の論 a ドライブを作成する場合は、手順1〜8の作業を繰り返します。 
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リチウム電池の交換 

BIOS セッ トアップユー テイ リ テイで 設定した情報は、本体内部のリチウム 
電池によつて保持されています。本機のリチウム電池の寿命は数年です。日付 
や時間が異常になったり設定した値が変わってしまうことが頻発するような 
場合には、リチウム電池の寿命が考えられます。 

販売店、サービスセンターまたは修巧センターへご連絡ください。 


■ AT コマンドの使用 

AT コマンドについて 

コンピュータ から FAX モデム 機能に巧してさまざまな コマンドを 送り、 モデ 
ムの 動作を制御すること がで きます。本 モデムではモデム 制御 コマンドに 
「 AT コマン ド」 を 採用してぃます。 

AT コマンドの使用 

通信ソフトウェア (Internet Explorer や Outlook Express など）でモデムを動作 
させる場合は、通常コマンドを使用する必要はありません。しかし、「モデムの 
プロパティ」画面の「追加設定」に AT コマンドを乂力することで、不具合を解 
消'したり、ネ刀期的な設定を行うことができます。 

次のような現象の場合は、 r 追加設定」の欄にコマンドを入力してみてくださ 

ぃ。 

「追加設定」は次の場巧にあります。 

Windows XP :[スタート]-「コントロールパネル」一「プリンタとその他 
のぃードウェア」一「電話とモデムのオプシヨン」一「モデ 
ム」タブ-[プロパティ]-「詳細」タブの「追加設を」 
Windows 2000 :[スタート]-「設を」一「コントロールパネル」一「電話とモ 
デムのオプシヨン」—「モデム」タブー[プロパティ]—「詳 
細」タブの「追加設を」 
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現象 

AT コマンド 

ダイヤル音やネゴシエーシヨン音を消したい。 

Tatmo 」 

ダイヤル音やネゴシエーシヨン音を小さくした 

い。 

「 ATL 0」 

「トーンが検出できません」などのエラーメツセー 

ジが表示されインターネツトに接続できない。 

「 ATX 3」 

モデムの設定を工場出荷時の状態にする。 

Tat & fJ 

ダイヤル回線（パルスダイヤル）でダイヤルする。 

「 ATP 」 

プツシユ回線（トーンダイヤル）でダイヤルする。 

「 ATT 」 

「互換性のあるネツトワークプロトコルを処理で 

きない」などのエラーメツセージが表示されイン 

ターネツトに接続できない。 

「 AT + MS =34」（ V 34) 

「 AT+MS 二 90」( V 90) 

使用したい通信方式に応じて 

設定。 

接続が不安定 （10 回に3回しかつながらない/途中 
で切断されてしまう） 

パスワード認証のあと、 r 接続が確立できませんで 
した。」などのエラーメツセージが表示されイン 

ターネツトに接続できない。 


複数のコマンドを入力したいときは2番目な降のコマンドの AT は付けずに連 
続して入力します。例: ATM 0 X 3 ( ATM 0+ ATX 3) 



機能仕様一覧 


CPU 

インテル Pentium M プロセッサ 

メモリ 

ROM 

AMI BIOS 

メインメモリ 

SODIMM ( DD 民 SDRAM ) を使用して 
最大 1 GB まで増設可能 （ SODIMM ソケット X 2) 

ビデオメモリ 

メインメモリの一部を使用（最大 64 MB ) 

ビデオ 

コントローラ 

インテル 855 GM 内蔵 3 D グラフイックス 

パス 

AGP バス 

画面表示 

液晶タイプ 

14.1 型 SXGA + カラー液晶1400 X 1050ドット True Color (32 ビット）ホ1 

外部ディスプレイ接続 

1600 X 1200ドット 、 True Color (32 ビット） 

サウンド 

コントローラ 

インテル 855 GM Integrated AC '97 巧応 

バス 

pa バス 

キーボード 

OADG 準拠日本語対•応87キー （ Windows キーかき）、インスタントキー4個 

ポインテイングデバイス 

タッチパッド（スタロールボタンがき） 

記憶装置 

HDD 

2.5 型 IDE HDD 1 基内蔵 

セカンド HDD モジュール 

(オプション） 

2.5 型 IDE HDD 1 基搭載 

薄型ドライブ 

コンボドライブ1基装着 

インタ 

フェース 

パラレル 

1(セントロニクス社準拠 D-SUB 25ピンマルチモード双方向 
ECP / EPP サポート） 

シリアル 

1(民 S -232 C 準拠 D-SUB 9ピン） 

VGA 

1(アナログ民 GB ミニ D - SUB 15ピン） 

サウンド 

ステレオスピーカ、モノラルマイク内蔵 

へッドフォン出力/光デジタルオーデイオ出力 ( S/P DIF ) コネクタ XU 
マイク入カコネクタ X 1 

IrDA 

IrDAl . l 準拠 FI 民 (4 Mbps )、 SI 民 （115.2 Kbps ) 巧応 

USB 

4( USB 2.0 加芯） 

圧 EE 1394 

1(4 ピン） 

FAX モデム 

1 ( RJ -11 V .90/ K 56 flex 対応）ホ2 

ネットヮーク 

1 ( RJ -45 lOBase - T / lOOBase - TX 自動認識）*2 

ワイヤレス LAN 

ワイヤレス LAN *2( 圧 EE 802.1 lb 対応、 2.4 GHz 、 llMbps ) 

モジュラーベイ 

薄型ドライブを標準で装着済み。オプシヨンのモジュラーベイモジュー 
ルなどを装着可能。 

PC カードスロット 

1スロット Typell X 1 PC Card Standard 準拠 （CardBus 対■応） 

カレンダ時計 

内蔵（内蔵電池によりバックアップ） 

電源 

AC アダプタ 

入力 AC 100 V 〜 240 V ±10 V *3、1.5 A (50/60 Hz ) 、 出力 19 V 、3.42 A 
重量 270 g 

ノくッテリパック 

容量4400 mAh Li-ion 14.8 V 

動作時間約 5.5 時間 JEITA 測定方法 Verl.O 

温湿度条件 

温度： 10~35 °C 

湿度:20~80〇/〇 ( ただし、結露しないこと） 

外形寸法 

本体:約310(幅 ）X 255(奥行 ）X 32.5(高さ） mm (突起部除く） 

質量 

本体:約 2.37 Kg (薄型ドライブおよびバッテリ装着時） 

消費電力 

定格消費電力 

76.5 WAC 

待機時消費電力 

3 WAC 


*1 グラフイックアクセラレータのデイ ザリ ング 機能により実現しています。 

が認定番号ラベルはコンピュータの背面に貼付されていまず。 

標準添付されている電源コードは AC 100 V 用（日本仕撒でず。本製品は国内専用ですので海外でお使いの場合は保証対象外と 


なります。 



外がけ FDD (オプション） 

USB 接続 3.5 型 FDD 

マウス（オプション） 

USB 接続ホイールがきマウス 


• ワイヤレス LAN 


データ転送速を 

llM/5.5M/2M/lM(bps) (自動切を）*4 

準拠規格 

A 民旧 STD-T66 (小電カデータ通信システム規格） 

IEEE 802.1 lb(2.4GHz ワイヤレス LAN 標準プロトコル） 

伝送方式 

DS-SS 方式 

伝送距離(理論値） 

屋内におけるアクセスポイントとの通信時ホ5 

IMbps :115m 

2 Mbps : 40〜 90m 

11Mbps : 25〜 50m 

セキユリテイ 

128/64bit WEP 対応 

使用無線チャンネル 

1 〜 llch 

民 F 周波数帯域 

2.4GHz 巧全域 (2.4~2.4835GHz) 


* 4 IEEE 802.1 lb 規格による速度烟論値）であり、実効速度とは異なります。 

実隙の通信距離は、電波環境、障害物、設置環境などの周囲条件や、アプリケーション、 OS などの使用条件によって短くなり 
ます。 





用語集 

本書で使用している用語やコンピュータに関する基本的な用語を簡単に解説し 
ます。詳細については、市販の書籍などを利用してください。 


• ACPI 

Advanced Configuration and Power Interlace 
の略。コンピュータの電力の状態を 、 Windows 
のアプリケーションからコントロールする 
ための電源管理機能の規格です。 

参 AGP 

CPU とビデオチツプを接続するための拡張 
ポート。 PCI バスのデータ転送方法を最大限 
に残しビデオ関係の性能を強化していま 
す。 

参 BIOS (バイオス） 

Basic Input Output System の略。 コン ピュー 
夕の基本的な入出力を行うプログラムを集 
めたもの。 コン ピュ ータ 内部に ROM で提供 
されています。また BIOS Setup ユーテイリ 
テイで設定する内容を含める場合もありま 
す。 

類義語 CMOS RAM 

参 BIOS Setup ユーテイリテイ 

コンピュータの動作状態や BIOS の動作を設 
定したり変更するためのプログラム 。 BIOS 
とセツトで ROM で提イ共されています。 
BlOSSe 山 P ユーテイリテイで設定した値は 
CMOSRAM に保存されます。 

参 Boot (ブ-卜） 

コンピュータの電源を入れてコンピュータ 
を使用できる状態にすることです。「を動す 
る」とも言います。 


参 CPU 

Central Processing Unit の略。コンピユータ 
の処理の中心を担う頭脳のようなものです。 

• DDRSDRAM 

「 DDRJ とは 、 rDouble Data Rate 」 の略で、従 
来の SDRAM よりもデータ転送が2倍速くな 
ります。 

参 DMA 転送 

Direct Memory Access の略 。 CPU を介さず 
に、周辺装置とメモリ間で直接データ転送を 
行うことです。 

参 DMA チャネル 

DMA でデータを転送する場合の通り道の 
こと。複数の DMA 転送を行う装置が接続さ 
れている場合には、別々のチャネルを使用す 
るように設定する必要があります。 

参 DRAM (ディーラム） 

メモリの種類 。 Dvnamic Random Access 
Memory の略。 コン ピユ ータ で最も一般的に 
使用されるメモリです。 

メインメモリには、 DRAM が使用されます。 
コンピュータの電源を切ると、 DRAM の 
データは消失します。 
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参 FAT 32 ファイルシステム 

Windows がデータの読み書きに利用してい 
るファイルの配置情報 (File Allocation Table ) 
を32ビットに拡張したファイルシステム。 
2 GB な上のディスク容量を1つのドライブ 
として使用することができます。 

参 HDD 領域 

HDD の容量を用途に合わせて確保したス 
ぺース のことで、 パーティ シヨンとも呼びま 
す。 HDD 1 台に HDD 領域は複数作成するこ 
とができ、それぞれドライブとして利用でき 
ます。 

参 I / O ポート （ Input / O 山 P 山ポート） 

CPU とデバイスの間でデータをやりとりす 
るポートです。 

参 IDE 

Integrated Device Electronics の略。コンピュー 
夕本体と HDD のデータの乂出力方法（イン 
タフ卫ース）を定めた規格の一種です。 

参 IEEE 1394 

コンピュータと周辺機器をシリアル通信で 
接続するための規格のことです。 USB イン 
タフ卫ースより、データ転送速度が速く、大 
容量のデータ転送も可能です。 

参旧 Q 

Interrupt 艮 equest の略。周辺装置から CPU に 
対•して処理を依頼するための信号。 DOS/V 
機では16本あり、コンピュータ内部や、拡張 
力ードなどで使用されます。 


参旧 Q 番号 

コンピュータには、ハードウェア割り込みを 
を生させる周辺機器が複数あるので、各機器 
からの割り込みを区別するために、識別番号 
が付いています。 IRQ 番号は、この識別番号 
のことです。 IRQO 〜 IRQ 15 の16種類が用意 
されています。 

参 LAN 

Local Area Network の略で、会社内や学校内 
など比較的限られた エリア 内の コン ピュー 
夕同±をつなげた状態のことです。 

参 MIDI 

演奏データをやり取りするためのインタ 
フェース、または規格のことです。現在では、 
多くの電子楽器が MIDI 規格の端子を装備し 
ています。 

参 NTFS 

NTFS は、 FAT ファイルシステムに比べて信 
頼性が高く、セキュリティに優れています。 
障害がを生したファイルの構造を復旧した 
り 、ユー ザーや グルー プごとにアクセス権を 
設定することができます。 

参 0 S 

Operating System の略。 コン ピュ ータ 全体を 
管理するソフトウェアのことです 。 Windows 
や MS - DOS などのことです。 


参 PCI バス 

拡張バスの一種。一般的に採用されている拡 
張バス。 ISA 拡張バスに比べて高速、プラグ 
アンドプレイに巧応など》くのメリットが 
あります。高速性を要求される拡張カードに 
使用されます。 

参 RAM (Random Access Memory ) 

RAM には、 DRAM と SRAM の 2 種類 のブー 
夕保存方式があります。どちらも自由に読み 
書きができるメモリですが、一度電源を切る 
とデータは消えてしまいます。主に 、 DRAM 
はメインメモリに、 SRAM はキャッシュメ 
モリに使われています。 

参 ROM (Read Only Memory ) 

読み出し専用のメモリで、電源を切っても 
データを保持しつづけます。 BIOS など重要 
なデータは、あらかじめ ROM に格納されて 
います。 

参 RS 232 C 

シリアルインタフエースとして採用されて 
いる規格のことです。外付けモデムや T A 
(ターミナルアダプタ）などの周辺機器とコ 
ン ピュー タとの間で、 データを やり取りする 
ときに用いられています。 

• SDRAM 

外部バスインタフ卫ースカ S 、 一定周期のク 
ロック信号に同期して動作するように改畏 
された DRAM です。 


参 SODIMM 

Single Outline Dual Inline Memory Module 

の略。メインボードの所定のソケットに差し 
込むことで、コンピュータのメモリを拡張で 
きます。 

参 S/P DIF 

Sony Philips Digital InterFace の略です。デ 
ジタル信号に変換された音声データをやり 
とりするためのインタフェースのことです。 

参 TA (夕ーミナルアダプタ） 

コンピュータ、モデム、電話機や FAX など、 
本来 I 組 N 対応機能を持たない通信機器を 
ISDN 回線に接続するためのアダプタのこ 
とです。 

参 USB 

Universal Serial Bus の略。周辺機器をシリア 
ル通信で接続するための規格。 USB 対応機 
器を接続します。 USB 2.0 は USB 1.1 と完全互 
換ですが、 USB 2.0 の動作速度で動作するに 
は、コンピュータ、周辺機器の両方カス JSB 2.0 
に対応している‘必要があります。 

参アカウント 

ネットワーク上で利用者を識別するための 
を前(記号や番号）のことです。 

参アクセス 

データの読み書きなど、乂出力動作一般のこ 
とです。 


参 アクセスポイント 

インターネットに接続するために、プロバイ 
ダが用意している電話番号のことです。 

参 アクセスランプ 

HDD や FDD にアクセスしていることを示 
すランプのことです。 

参ァッ プロード 

手元のコンピュー タ にある データ を、通信回 
線を利用して、遠隔化のコンピュータに転送 
することです。 

参 アドレス 

メモリや I / O ポートに付けられた番地(場巧） 
のことです。一般的に16進数で示されます。 

参 アプリケーシヨンソフト 

プログラムのなかで、ワードプロセッサや表 
計算などのようにユーザーが作業目的に応 
じて使うソフトウェアのことです。 

参 インストール 

ソフトウェアをコンピュータでま行できる 
ように HDD などへコ ピーす ることを言いま 
す。ソフトウェアごとにま用のインストール 
プログラムカイ寸いているのが普通です。ソフ 
トウ ■! ■アを r 組み込む」とも言います。 

• インタ フエー ス 

コン ピュータと周辺装置の間でデータを入 
出力するための回路や手順などを定めた規 
格のことです。 


参 オフライン 

コンピュータがネットワークとつながって 
いない状態のことです。オンラインの反対語 
として用いられています。 

参 オンライン 

他のコンピュータとつながっている状態や、 
電話回線でインターネットに接続している 
状態などのことです。オンライン•シヨッピ 
ングなどの表現で、幅広く用いられていま 
す。 

参解像度 

画面表示の細かさのことです。 

参か部キャッシュメモリ 

CPU とメインメモリ間のデータ転送を高速 
化しコンピュータの処理速度を向上させる 
メモリです。 

類義語 キャッシュ RAM 、 L 2 キャッシュ、2 
次キャッシュ 

参 力ーソル 

文字やデータなどが入力される場所を示す 
画面上の印です。 

参起動する 

コン ピュータの電源スイッチを入れて、 コン 
ピュータを使用できる状態にすることを「お 
動する」と言います。 

類義語 立ち上げる。 

参キャッシュ処 I 里、キャッシュ機能 

一■度読み込んだ デー タを保持し、 コン ピュー 
夕の処 a 速度を上げる ための機能です。 


参コマンド 

コンピュータにをえる命令です。命令は、义 
字を乂力したり、マウスによってアイコンを 
ダブルクリックしたりして行います。 

参 サーバ 

ネットワークで結ばれたコンピュータに、さ 
まざまなサービスを提供するコンピュータ 
のことです。一般に、サーバと結ばれたコン 
ピュータのことを「クライアント」と!]乎びま 
す。 

参システム 

コンピュータ（ハードウエア）、 0 S 、 アプリ 
ケーシヨンソフト（ソフトウエア）など全体 
のことを示します。 

• ダイヤルアップ接続 

モデムを用い、電話回線を通じて離れた場所 
にある別のコンピュータに接続することで 
す。主に、インターネットを利用するために、 
プロバイダに接続することを言います。 

• ダウンロード 

遠隔地のコンピュータのデータなどを、通信 
回線を利用して、手元のコンピュータに転送 
することです。 

参ディザリング 

複数の画素を組み合わせて、1つの画素とみ 
なすことにより、人間に中間色のように見せ 
かける方法のことです。 


参ドット 

表示画面のひとつひとつの点の単位です。 

参ドライブ レター 

FDD 、 HDD や薄型ドライブに割り当てるア 
ルファべットの1文字のことです。基本的に 
HDD カリ基搭載されている場合は、 「 A :」 が 
USB FDD 、 「じ」が HDD 、「 D :」 が薄型ドライ 
ブに割り当てられます。 

参内部キャッシュ 

CPU から周辺チップへのアクセスを減ら 
し、高速処巧をするために CPU 内部に設け 
られたキャッシュメモリのことです。演算用 
のデータなどを格納しておき、 CPU 内部で 
高速処理を行えるようにします。 

参バス 

コン ピュ ータ 内部で データの 入出力を行う 
電気的な通り道および データの 集合のこと 
です。拡張スロットのコネクタ部を指すこと 
もあります。 

参 パラメータ 

コマンドや項目に巧して付加する数値や、义 
字列などです。 

参ハングアップ 

コ ンピュータが暴走し、 コマン ドを受け付け 
ない状態になることです。 


参ディスプレイ 

表示装置のことです。 

類義語 CRT ディスプレイ、モニタ 


参ヒートシンク 

放熱板など動作中に発熱する素子ををやす 
装置のこと。 CPU の発熱量は大きいため熱 
暴走しないようにヒートシンクカ 《 CPU 上部 
に付いています。ヒートシンクには、板状の 
もの（自な空を)や放熱ファンを回す(強制空 
を)のものがあります。 

• ファイル 

コンピュータで扱うすべてのプログラムや 
データの総称です。 

参物 i 里ドライブ 

HDD 1 台や、 CD - ROM ドライブ1台など、物 
理的なドライブ装置のことです。 

参ブラウザ 

インターネットに接続したときに、ホーム 
ページを見るためのソフトウェアで、米ネッ 
トエスケープ.コミュニケーシヨンズ社の 
「 NetScape 」 や、米マイクロソフト社の 
「 Internet Explorer 」 などがあります。これら 
のソフトウェアでホー ムぺ ージをみること 
を「ブラウジング」といいます。 

参プラグアンドプレイ 

取り付ける （P 山 g ) だけで動作する （ Play ) こ 
とです。 PnP、P 山 g and Play などとも記載さ 
れます。 

拡張力ードや周辺装置などをコンピュータ 
に取り付けるだけで、自動的に検出して使用 
できる状態にする機能のことです。 


参プログラム 

コンピュータで処巧を行うための命令の集 
まりのことです。 

類義語 ソフトウエア、アプリケーションソ 
フド 

参プロトコル 

ネットワークで接続されたコンピュータ同 
±が、通信を行うための r 手段」や「規格」のこ 
とです。一般的に使用されるネットワークプ 

ロトコルは、 TCP / IP 、 NetBEUI、AppleTa 化な 

どです。 

参ポート 

コネクタまたは、そのコネクタに巧するイン 
タフ卫ース回路全般のことです。 

参ボリュームラべル 

HDD や FD につけた名称のことです。 

参メッセージ 

コン ピュータが乂力された コマンド に巧し 
て出力する回答のことです。 r 処巧が正しく 
実行された」 r このエラーが発生した」など種 
類はさまざまです。 

参メインメモリ 

メモリのなかで、最初にプログラムやデータ 
などが読み込まれるメモリのことです。主記 
憶。コンピュータのメモリ容量といえば、メ 
インメモリの容量のことを示します。 


参メモリ 参論理ドライブ 

ま斤するプログラムや、データを一時的に保 0 S によって管巧される論理的な区分けで 

存する素子のことです。コンピュータは す。 HDD には、1台の物巧ドライブ上に複数 

HDD などからプログラムやデータをメモリ の論理ドライブを作成することができます。 

に読み込みながら実行します。一般的にメモ 
リ容量が多ければより高速にコンピュータ 
を利用することができます。 

• メモリチェック 

コンピュータ起動時に装着されているメモ 
リに異常がないか検査する動作のことです。 

参モデム 

電話回線を通じてデータを送受信するため 
の周辺機器です。ほとんどの製品は FAX 機 
肯け 5' 付加されています。 

参ワイヤレス LAN 

ネットワークケーブルを使わずに、電波など 
の無線で通信を行う LAN のことです。 

参リ ソース 

拡張カードや周辺機器で使用する IRQ 、 

DMA 、 I /0 ポートアドレスなどをまとめて表 
現する用語のことです。 

類義語 システム資源 

参ログオン 

コン ピュータシステムにアクセス可能な状 
態になることです。ログオン時には、ユー 
ザーアカウントとパスワードの乂力が求め 
られます。「ログオン」とは逆に、 コン ピュー 
夕 システムの利用を終えて、接続を切り離す 
ことを「ログオフ」と言います。 

類義語 ログイン/ログアウト 
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